
 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会（第２回） 

日時： 令和５ 年３ 月３ 日（ 金）  

 

議事次第 

 

１．審議事項 

第１ 号議案 GRAN D CYCLE  TOK YO 事業の推進及び管理体制の強化等

に関する 協定について 

 

  第２ 号議案 契約案件について  

  ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO レ イ ンボーラ イ ド 実施計画策

定支援及び運営委託 

 ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO 多摩地域における 自転車ロ ー

ド レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託 

 ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO マルチス ポーツ 、多摩自転車イ

ベント 等実施計画策定支援及び運営委託 

 ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO 実行委員会事務局運営補助業

務委託 

 

第３ 号議案 契約案件に関する 各委員会設置について  

     ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO レ イ ンボーラ イ ド 実施計画策

定支援及び運営委託 委託先選定委員会 

    ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO 多摩地域における 自転車ロ ー

ド レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託 委託先選定委員会 

    ・ 令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO マルチス ポーツ 、 多摩自転車

イ ベント 等実施計画策定支援及び運営委託 技術審査委員会 

 

 

 

 

 

 



（配付資料一覧） 

資料１  GRAN D CYCLE  TOK YO 事業の推進及び管理体制の強化等に関す

る 協定( 案)  

資料２  令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO レ イ ンボーラ イ ド 実施計 

画策定支援及び運営委託 資料一式( 案)  

資料３  令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO 多摩地域における 自転車ロ ー

ド レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託 資料一式( 案)  

資料４   令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO マルチス ポーツ、 多摩自転車

イ ベント 等実施計画策定支援及び運営委託 資料一式( 案)  

資料５   令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO 実行委員会事務局運営補助業

務委託 資料一式( 案)  

資料６   令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO レ イ ンボーラ イ ド 実施計画策

定支援及び運営委託 委託先選定委員会設置要綱( 案)  

資料７   令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO 多摩地域における 自転車ロ ー

ド レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託 委託先選定委員会設置

要綱( 案)  

資料８   令和５ 年度 GRAN D CYCLE  TOK YO マルチス ポーツ、 多摩自転車

イ ベント 等実施計画策定支援及び運営委託 技術審査委員会設置要

綱( 案)  

 



   

GRAND CYCLE TOKYO事業の推進及び管理体制の強化等に関する 協定 

 

 

 GRAND CYCLE TOKYO実行委員会（ 以下「 甲」 と いう 。）、 臨海部レ ガシース ポーツ イ ベント

実行委員会（ 以下「 乙」 と いう 。） 及び多摩自転車ロ ード レ ース ・ イ ベント 実行委員会（ 以

下「 丙」 と いう 。） は、 次のと おり 協定を締結する 。  

 

（ 目 的）  

第１ 条 本協定は、 甲、 乙及び丙が GRAND CYCLE TOKYO事業（ 以下「 本事業」 と いう 。） の

下、 契約手続等重複する 事務の効率化を図り 、 外部によ る 監査機能を充実さ せ、 事業のよ

り 一層の推進、 管理体制の強化等を図る こ と を目的と する 。  

 

（ 業務分担）  

第２ 条 本事業の実施における 甲、 乙及び丙の業務分担は、 次のと おり と する 。  

（ １ ） 甲の業務分担 

ア 本事業の企画、 広報及び実施に関する こ と  

イ  本事業における 契約手続に関する こ と  

ウ  本事業の実施に係る 事業監査に関する こ と  

エ その他甲が必要と 認める こ と  

（ ２ ） 乙の業務分担 

  ア 臨海部における イ ベント 等の企画立案に関する こ と  

  イ  臨海部における イ ベント 等の契約内容立案に関する こ と  

  ウ  その他乙が必要と 認める こ と  

（ ３ ） 丙の業務分担 

  ア 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 、 イ ベント 等の企画立案に関する こ と  

  イ  多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 、 イ ベント 等の契約内容立案に関する こ と  

  ウ  その他丙が必要と 認める こ と  

 

（ 秘密の保持）  

第３ 条 甲、 乙及び丙は、 本協定の実施に際し て取得し た情報、 資料等を第１ 条に掲げる 目

的以外の目的で利用し 、 又は第三者に提供し てはなら ない。 ただし 、 あら かじ め甲、 乙及

び丙協議の上、 合意し た場合はこ の限り でない。  

 

（ 有効期間）  

第４ 条 本協定の有効期間は、 本協定締結の日から 令和５ 年５ 月 31 日ま でと する 。  

 

（ 協定の解除）  

第５ 条 甲、乙又は丙のいずれかから 協定の解除の申出があった場合及び甲、乙又は丙のい

ずれかが解散し た場合は、 甲、 乙及び丙が協議の上、 協定を解除する こ と ができ る 。  

２  前項に規定する 申出は、 解除予定日の１ 月前ま でに、 書面によ り 甲、 乙及び丙（ 解除を

（ 案）  



   

申し 出た者を除く 。） に対し て通知し なければなら ない。  

３  第１ 項の規定によ り 協定が解除さ れた後も 、 第３ 条の規定は引き 続き 効力を有する も

のと する 。  

 

（ 補 則）  

第６ 条 こ の協定の解釈に疑義を生じ た場合その他こ の協定に定めのない事項については、

その都度、 甲、 乙及び丙が協議し てこ れを決定する 。  

 

 

 上記協定締結の証と し て本協定書を ３ 通作成し 、甲、 乙及び丙が記名押印の上、 各々１ 通

を保有する 。  

 

 

 

 

 

令和５ 年  月  日 

 

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

甲  GRAND CYCLE TOKYO実行委員会 

代表者 委員長 潮田 勉 

 

 

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番 1 号 

乙  臨海部レ ガシース ポーツイ ベント 実行委員会 

代表者 委員長 片山 右京 

 

 

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番 1 号 

丙  多摩自転車ロ ード レ ース ・ イ ベント 実行委員会 

代表者 委員長 川瀬 航司 
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仕様書 

１  件名 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ン ボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託  

 

２  履行場所 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会が指定する 場所 

 

３  契約期間 

  契約確定の日の翌日から 令和６ 年３ 月 15 日ま で 

 

４  目的 

現在、 東京都では、 環境にやさ し く 、 健康にも よ い自転車を更に身近なも のと し 、 国内外

に東京の魅力を発信する ため、 様々なイ ベント を「 GRAND CYCLE TOKYO」 と し て進め

ていく こ と と し ている 。特に、多く のレ ガシー施設が集ま る 臨海部等において、自転車イ ベ

ント と 地域一体と なってス ポーツ を 楽し める イ ベント の開催を 、 令和４ 年度に引き 続いて

令和５ 年度にも 予定し ている 。  

本委託業務は、 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ンボーラ イ ド の運営に向けた

実施計画の作成、イ ベント の運営に向けた準備、当日の運営及び広報に係る 業務等を行う こ

と を目的と する 。  

 

５  受託要件 

警備業法（ 昭和 47 年法律第 117 号） 第４ 条に規定さ れている 認定を受けている こ と 。 東

京都以外の公安委員会で認定さ れている 場合は、 同法第９ 条に規定さ れている 東京都公安

委員会の受付印のある 届出書の写し も 添付する こ と 。  

 

６  通則 

（ １ ）  受託者は、 本業務を実施する に当たり 、 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会（ 以

下「 委託者」 と いう 。） と 詳細に協議を行い、 委託者の承認を受けて、 作業を 進める も

のと する 。 ま た、 本仕様書の解釈に疑義が生じ た場合には、 その都度、 委託者と 協議の

上、 決定する も のと する 。  

（ ２ ）  受託者は、契約締結後直ちに、委託業務を履行する ための全体ス ケジュ ールについ

て委託者と 協議の上、委託者に提出する こ と 。実施にあたっては本業務の趣旨を十分に

理解し 、 円滑な遂行に留意し て委託者に進捗状況を 報告し ながら 業務を遅滞なく 進め

る こ と 。  

（ ３ ）  受託者は、 本事業の実施に当たっ ては、  サス テナビ リ ティ に配慮し 、 事業に伴い
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発生し た廃棄物等は最大限リ サイ ク ルする など 、 環境への負荷を最小限にする よ う 努

める こ と 。 ま た、 東京都グリ ーン購入ガイ ド （ 2022 年度版） の基準を満たすこ と 。 な

お、 プラ ス チッ ク 素材（ 塩ビ 加工を含む） を使用し たも のを作成・ 使用する 場合には、

委託者と 協議の上、 決定する こ と と する 。  

受託者は本事業の効果を 最大化する ため、 別に委託する 以下の GRAN D CYCLE 

TOKYO に係る 受託者と 必ず連携を図る こ と 。特に、にレ イ ンボーラ イ ド と マルチス ポ

ーツ イ ベント は同日に開催する イ ベント のため、 一体的な運営と なる よ う それぞれの

受託者と 協力し ながら 進める こ と 。  

・ 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 実施計

画策定支援及び運営委託（ 以下、「 マルチス ポーツ 等業務委託」 と いう 。 ）  

・ 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局補助委託 

・ 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩ロ ード レ ース 実施計画策定支援及び運営

委託（ 以下、「 多摩ロ ード レ ース 業務委託」 と いう 。 ）  

・ その他 GRAND CYCLE TOKYO に係る すべての受託者 

 

７  支払方法 

業務完了後、 委託者が履行を確認し た後、 受託者から の適法な請求書に基づき 、 一括で

支払う 。  

 

８  委託内容 

本業務は、 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ンボーラ イ ド に関する 効果的な

事業の企画・ 運営を行う 。  

 

・ イ ベント 概要 

 日程： 令和５ 年１ １ 月２ ３ 日（ 木・ 祝）  

 ＜レ イ ンボーラ イ ド ＞ 

  台場・ 青海地区をス タ ート 及びフィ ニッ シュ と し 、 レ イ ンボーブリ ッ ジ、 東京港海の森ト

ンネル、 海の森水上競技場など を 自転車で走行する フ ァ ンラ イ ド  

  なお、 同日にコ ース 周辺でマルチス ポーツ 等業務委託に基づく マルチス ポーツ イ ベン

ト も 実施する 。  

 

（ １ ）  調達計画等の策定・ 提案 

（ ２ ） に挙げる 実施計画に基づき 、 イ ベント の準備・ 計画、 運営、 後処理及び広報等に

必要な全ての費用を項目ごと にリ ス ト 化し 、 必要な経費を算出する こ と 。  

なお、 策定し た調達計画およ び予算等について、 委託者が求める 場合には単価数量等

根拠資料など を用いて詳細説明をする こ と 。  
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（ ２ ）  実施計画の策定 

ア 全体概要 

(ア)  イ ベント 概要 

(イ )  組織体制 

(ウ )  準備ス ケジュ ール 

(エ)  当日ス ケジュ ール 

 

イ  レ イ ンボーラ イ ド 計画 

(ア)  コ ース 延伸計画 

(イ )  参加者増加及び参加者募集計画 

(ウ )  ス タ ート /フィ ニッ シュ 計画 

(エ)  安全対策計画（ 資機材配置計画、 警備

計画含む）  

(オ)  参加者管理計画 

(カ)  交通規制計画（ 交通量調査等含む）  

(キ)  エイ ド ス テーショ ン計画 

 

(ク )  レ ンタ サイ ク ル調達計画 

(ケ)  沿道応援計画 

(コ )  駐車場計画 

(サ)  ス タ ート セレ モニー計画 

(シ)  ク リ テリ ウ ム等デモンス ト レ ーショ ン

計画 

(ス )  ボラ ンティ ア計画 

(セ)  救護医療計画 

(ソ )  緊急時対応計画 

(タ )  新型コ ロ ナウ イ ルス 対応計画 

 

ウ  広報計画 

(ア)  広報計画 

(イ )  制作物計画 

(ウ )  エント リ ーサイ ト 計画 

 

別紙を参照し 、 上記の実施計画を作成する こ と 。 提出期限等は 9（ １ ） のと おり だが、

警視庁を始めと する 関係機関等から 計画について指導等があっ た場合には、 最終提出期

限後であっても 適宜更新作業を行う こ と 。  

 

（ ３ ）  イ ベント の実施 

ア 全体運営 

(ア)  当日の進行管理 

本部にてレ イ ンボーラ イ ド イ ベント の全体管理を行う 。  

・ 当日ま でにス タ ッ フ オリ エンテーショ ンやリ ハーサル、ま た、緊急時対応計画を

踏ま えた机上及び現地での訓練などを 委託者と 調整し て実施する こ と 。  

・（ ２ ） イ （ タ ） で作成し た新型コ ロ ナウ イ ルス 対応計画に基づき 、 イ ベント 全体

の各会場等において感染症対策、 雨天時対策及び防寒対策を実施する こ と 。  

・ 参加者に楽し んでも ら う ため、 ス タ ッ フ 、 ボラ ンティ アは、 イ ベント 開催目的を

理解し 、 参加者への励ま し やサポート など のおも てなし の精神をも つと と も に、

ス タ ッ フ 自身が楽し んで行動でき る よ う 、 オリ エンテーショ ンを行う こ と 。  

(イ )  保険の加入 

不慮の事故発生に対する 準備を 怠ら ないと と も に、 以下に挙げる 保険等に加入

し 、 要する 経費については契約金額に含める こ と 。  
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a. イ ベント 保険 

・ 会場施設そのも のの構造上の欠陥や管理の不備（ 会場側に重大な過失がある

場合を 除く ）、も し く は事業当日の運営上のミ ス 等によ り 、来場者など 第三者

の身体を害し 、 ま たは財物に損害を与えたこ と によ り 受託者が負担する 法律

上の賠償損害に対する 保険 

・ 来場者等が会場内で怪我を し た場合等に発生する 損害に対する 保険  

・ 火災、 盗難、 破損、 運送中の事故等によ って、 機材、 展示品等について生じ

た損害に対する 保険 

・ 悪天候等、 不測かつ突発的な事由によ り イ ベント の中止を 余儀なく さ れた場

合に、 中止に伴い臨時に支出が必要と なっ た費用に対する 保険 

b. レ イ ンボーラ イ ド 参加者に対する ス ポーツ 保険 

c. ボラ ンティ アやス タ ッ フに対する 保険 

(ウ )  ボラ ンティ ア運用  

ボラ ンティ ア運用は本業務には含めずマルチス ポーツ 等業務委託で対応する も

のと する 。なお、ボラ ンティ ア運用に必要なラ イ ド イ ベント に関わる 各計画等の情

報提供、必要人数、研修等で必要な資料作成、研修会の講師等は本業務で行う こ と 。 

参加者に楽し んでも ら う ため、 ボラ ンティ アは、 イ ベント 開催目的を理解し 、 参加

者への励ま し やサポート など のおも てなし の精神を も つと と も に、 ボラ ンティ ア

自身が楽し んで行動でき る よ う 、 研修を行う こ と 。  

 

（ ４ ） レ イ ンボーラ イ ド  

・（ ２ ） の各種実施計画およ び運営マニュ アルに基づき 必要な資機材・ ス タ ッ フ 等を

確保し 、 以下のアから ウ ま での事項を 含めた事業の管理・ 設営・ 運営・ 撤去等、 事

業実施に付帯する 一切の業務を行う こ と 。  

・ 参加者に楽し んでも ら う ため、ス タ ッ フ はイ ベン ト 開催目的を理解し 、参加者への

励ま し やサポート など のおも てなし の精神を も つと と も に、 ス タ ッ フ 自身が楽し

んで行動でき る よ う 、 オリ エンテーショ ンを行う こ と 。  

・ 資機材保管場所、 人員待機場所を確保、 調整する こ と 。  

・ 業務に係る 費用は全て受託者が負担する こ と と し 、関係機関と の協議など によ り 、

資機材や人員の数量に変更が生じ た場合には、委託者と 協議の上、対応する こ と 。  

・ 交通規制時に首都高上（ 本線、 JCT、 出入口） に設置する 交通対策施設（ 一般車両

進入防止用） 、 予告看板・ 横断幕、 広報Ｌ Ｅ Ｄ 車両の設置撤去、 料金所停止の機器

操作、 ク リ ア確認業務は、 本委託に含ま ない。  

 

ア 安全対策 

コ ース 案に基づき 、 交通規制時間を厳守し 、 安全対策に万全を期し 、 かつ、 効
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率的で適正な資機材およ び人員を配置し 、 コ ース を設営する こ と 。 なお、 交通管

理者や道路管理者等と の協議によ り 、 変更が生じ る 場合は、 委託者と 協議の上決

定する こ と 。  

 

イ  会場運営 

(ア)  ス タ ート /フ ィ ニッ シュ 会場の設営/運営/撤去 

・ 本部/受付/ト イ レ /セレ モニー/VIP/VVIP/招待アス リ ート /メ ディ ア/参加者・

ス タ ッ フ 休憩/警察・ 消防機関など の各諸室の設営や、 駐車場（ 関係者用、 参

加者用） 、 自転車組立用ス ペース ・ 駐輪場の確保・ 運営など を行う こ と 。  

・ 撤去後に清掃を 行う と と も に、 廃棄物については適切に処理する こ と 。  

・ 会場や土地の借用費用は、 全て受託者がすべて負担する こ と 。  

・ フ ィ ニッ シュ 会場は青海地区未利用地の2～3ha程度の規模と する 。 （ 同日にレ

イ ンボーラ イ ド コ ース 周辺で開催する マルチス ポーツ イ ベント の土地借用費用

[青海地区未利用地の約1.5ha]も 含む。 ）  

(イ )  警備 

次のと おり 、 コ ース 、 ス タ ート 及びフ ィ ニッ シュ 会場等の警備を行う こ と 。  

・ コ ース 上（ 特に交差点や住宅・ 施設等の出入り 口など） 、 ス タ ート ・ フィ ニッ

シュ 会場及び会場付近、 駐車場等に警備員を配置し 、 警備業務を行う こ と 。  

・ 事業終了後も 、 出演者及び参加者の残留状況に応じ て、 警備を続行する こ と 。  

・ 会場の警備については、 当日の運営に支障を 来すこ と のないよ う 委託者と 協議    

し 、 安全対策に万全を期すこ と 。  

(ウ )救護体制 

     参加者や観覧者のための救護施設等の運営を実施する 。 レ イ ンボーラ イ ド のコ

ース 上など 、 設置し た救護施設から 離れた場所で救護が必要な負傷者が発生し た

場合など でも 、 迅速に救護施設や病院に輸送する など 重度に応じ て適切に対応す

る こ と 。 なお、 マルチス ポーツ イ ベント の来場者、 ス タ ッ フ など の救護も 含むも の

と する  

 

ウ  イ ベント 運営 

(ア)  受付およ びス タ ート ～フ ィ ニッ シュ の運営 

・（ ２ ） イ （ ウ ） のス タ ート /フ ィ ニッ シュ 計画に基づき 、 運営を 行う こ と 。 ま た、

イ ベント ス ケジュ ールを 管理する と と も に、故障時のメ ンテナンス 、レ ンタ サイ

ク ルの操作補助、 脱落者/自転車の回収、 規制開始・ 解除時の連絡調整、 沿道応

援ス ペース の管理、外国人参加者対応など も 含め、イ ベント 全般に関わる 運営を

行う 。  

・ 走行管理ラ イ ダー等に係る 謝礼や交通費、研修費用およ び駐車場費用等は受託者
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が全て負担する こ と 。  

・ マルチス ポーツ イ ベント 会場と 重複する 部分については、マルチス ポーツ等業務

委託受託業者と 良く 調整し 、 責任分界点など を事前に明確にし ておく こ と 。  

(イ )  レ ンタ サイ ク ル調達/輸送/設置/撤去  

（ ２ ） イ （ ク ） のレ ンタ サイ ク ル調達計画に基づき 、 レ ンタ サイ ク ルを調達

し 、 点検・ 整備・ 充電を行っ たう えで、 当日ま でに会場に設置する 。 イ ベント 当

日は参加者へ貸出・ 返却の管理や操作補助を行い、 撤去を行う 。 ヘルメ ッ ト 等に

ついても 不備ないよ う に点検・ 管理する こ と 。  

(ウ )  エイ ド ス テーショ ン運営 

（ ２ ） イ （ キ） のエイ ド ス テーショ ン計画に基づき 、 コ ース 上に１ か所以上の

エイ ド ス テーショ ンを設置・ 運営・ 撤去を 行う こ と 。 なお、 会場や土地の借用費

用は、 全て受託者がすべて負担する こ と 。  

（ エ） ス タ ート セレ モニー運営 

（ ２ ） イ （ サ） のス タ ート セレ モニー計画に基づき 、 運営を行う こ と 。 なお、

会場や土地の借用費用は、 全て受託者がすべて負担する こ と 。  

（ オ） ク リ テリ ウ ム等デモンス ト レ ーショ ン運営 

（ ２ ） イ （ シ） のク リ テリ ウ ム等デモンス ト レ ーショ ン計画に基づき 、 運営を

行う こ と 。 なお、 会場や土地の借用費用は、 全て受託者がすべて負担する こ と 。  

 

 

（ ５ ） 広報関連業務 

（ ２ ） ウ で策定し た広報計画等を基に委託者と 協議の上、 以下の業務を 行う こ と 。  

 

ア イ ベント 実施前 

(ア)  エント リ ーサイ ト 運営等 

・（ ２ ） ウ（ ウ ） のエント リ ーサイ ト 計画に基づき 、エント リ ーフ ォ ームを作成し 、

イ ベント 開催時にはレ イ ンボーラ イ ド 申込者がよ り 多く なる よ う 創意工夫を 凝ら

し 、類似イ ベント の参加者及び国外のサイ ク リ ス ト を 含む、広く 一般ユーザーを想

定し て、 エント リ ーサイ ト 運営を行う こ と 。  

・ エント リ ーサイ ト は、世界の様々な国から の参加者を受け入れる ため、多言語対

応（ 日本語、 英語等） と する こ と 。  

・ GRAND  CYCLE TOKYO のホームページ（ https://grand-cycle-tokyo.jp/）  上

において、 募集告知の掲載を 行う ため、 掲載用原稿（ 事業概要及びコ ース 、 Word

形式等） 及び画像等の素材を 委託者に納品する こ と 。掲載作業及び掲載に係る 費用

の負担は別途委託のマルチス ポーツ等業務委託受託者が行う 。  

・ ウ ェ ブサイ ト に掲載し た旨を SN S（ ツ イ ッ タ ー、フ ェ イ ス ブッ ク 、イ ンス タ グラ

https://grand-cycle-tokyo.jp/
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ム等） に投稿する ため、それぞれの媒体に必要な原稿及び素材も あわせて納品する

こ と 。  

(イ )  機運醸成イ ベント の実施 

・ GRAND  CYCLE TOKYO の機運醸成と なる シンポジウ ムの開催や他イ ベン ト へ

の出展など も 行う こ と 。  

 

イ  イ ベント 当日 

(ア)  参加者の写真撮影 

・ レ イ ンボーブリ ッ ジ上等で参加者の写真を撮影し 、 後日、 参加者が閲覧・ 購入で

き る よ う にし 、 購入費用については、 委託者と 協議の上決定する こ と 。 なお、 撮

影は参加者の安全走行の妨げになら ないよ う にする こ と 。  

 

(イ )  メ ディ ア対応 

・ 令和4年度の実績を踏ま えて、 メ ディ アや自転車愛好者にコ ース の走行取材（ メ

ディ アは定点撮影を行う こ と ） 、 輪行体験をし ても ら い、 イ ベント の内容、 感想

をSNS、 記事など に掲載し ても ら いPRを 行える よ う に対応する こ と 。  

・ イ ベント エリ ア周辺の公共交通機関（ 電車・ バス 等） に自転車を 解体せず乗車す

る ツ アーも 実施する こ と 。  

・ 対応に当たってはマルチス ポーツの取材と 組み合わせる など の工夫を行い、 参加

者を事前に募集・ 決定する こ と 。  

・ 取材内容、 タ イ ムス ケジュ ール、 参加人数等を検討し 、 各管理者や公共交通機関

と 綿密に調整を行い実施する こ と 。  

・ ツ アーについては、 車内での自転車固定方法を公共交通機関と 綿密に調整を 行い

実施する こ と 。  

・ テレ ビ番組や雑誌取材等については委託者の指示のも と 対応する こ と 。  

 

  ウ  イ ベント 実施後 

   （ ア） 事業効果測定 

・ 事業効果測定は本業務には含めずマルチス ポーツ 等業務委託で対応する も のと

する 。 なお、 参加者へのアンケート 実施及び回収は本業務で対応する こ と 。  

 

エ 交通規制にかかる 広報 

(ア)  コ ース 周辺の交通規制関連広報物や看板、 横断幕等の制作及び設置 

  ・ イ ベント 当日における 交通規制が、 沿道住民や企業・ 関係者・ 関係機関等に対

し て効果的に周知及び必要な通行が確保さ れる よ う 、（ ２ ） イ （ カ） で作成し

た交通規制計画に基づき 、 チラ シ等広報物を作成する こ と 。  
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・ 交通規制によ る 影響が生じ る 関係者に対する 配送やポス ティ ン グ配布など を

行う こ と 。  

・ 路線バス 等の運休・ バス 停停止についても 中刷り や看板制作等行う こ と 。  

・ GRAND  CYCLE TOKYO のホームページ（ https://grand-cycle-tokyo.jp/） 上

において、 交通規制情報の掲載を行う ため、 掲載用原稿（ 交通規制概要及び規

制図、 Word 形式等） 及び画像等の素材を委託者に納品する こ と 。 掲載作業及

び掲載に係る 費用の負担は別途マルチス ポーツ 等業務委託の受託者が行う 。  

・ 看板及び横断幕は制作の上、コ ース 周辺の影響を受ける 範囲の道路へ事前に設

置し 、 イ ベント 終了後は速やかに撤去する こ と 。 制作数、 デザイ ン、 設置場所

及び設置時期等の詳細は、 委託者と 別途協議を行い決定する 。  

・ なお、令和４ 年度と 同様、首都高速道路版のリ ーフ レ ッ ト やポス タ ーの制作に

ついては、 本業務に含ま ない。  

(イ )  コ ース 隣接施設の駐車場等への誘導看板等の制作及び設置 

・ 交通規制に伴い、 コ ース 隣接の施設駐車場や出入り 口への車両導線変更等が

必要な場合は、 適宜案内看板等を 制作及び設置し 、 交通混雑や混乱のないよ

う にする こ と 。 ま た、 イ ベント 終了後は速やかに撤去する こ と 。  

・ 制作数、 デザイ ン、 設置場所及び設置時期等の詳細は、 委託者と 別途協議を

行い決定する 。  

 

（ ６ ） イ ベント 準備対応業務 

    以下の業務を 行う こ と 。なお、マルチス ポーツ 等業務委託の受託者等と 連携し なが

ら 進める こ と 。  

ア 定例会の実施 

   受託者は、 委託者の求めに応じ てオンラ イ ンも 含め、 週に 1 回程度定期的に委託

者及びマルチス ポーツ 等業務委託受託事業者と 打合せを 実施する こ と 。 その際に必

要な資料及び議事録の作成は受託者が行い、 当日中に委託者に送付する こ と 。  

イ  渉外業務 

委託者から の要請に応じ 、 イ ベント 実施のために必要な関係機関(自治体・ 警察・

道路管理者・ 消防・ 施設管理者など )と の協議等へ参加し 、 必要な支援及び連絡・ 調

整業務を担う こ と 。  

ウ  住民説明会補助 

コ ース 、 会場付近の地域住民及び店舗など事業者等への説明会を開催する 際の場

所の確保、 資料作成や開催案内・ 調整等、 運営補助を 行う こ と 。  

エ 行政機関と の諸調整等 

イ ベント 内容に応じ て必要と なる 施設及び設備に関する 建築基準法、消防法、食品

衛生法を始め各種関係法令等の諸調整を行う こ と 。  

https://grand-cycle-tokyo.jp/
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オ 関係官公署等への申請手続き  

 施設・ 道路・ 鉄道等に関する 使用申請等、 イ ベント 実施のために必要な申請手続き

を 委託者と 協議し ながら 行う こ と 。  

カ 会場、 諸室の確保 

 委託者から の要請に応じ 、 イ ベント 運営、 実施及び準備等に使用する 会場や諸室

（ 運営ス タ ッ フ 、 警備、 警察、 消防、 ボラ ンティ ア用等） の確保を行う こ と 。 なお、

会場や諸室の確保に係る 使用料等については、 受注者が一切を負担する こ と と する 。 

キ 出演者、 関係招待者等の選出及び調整 

委託者と 協議の上、 選出し 、 ス ケジュ ールや出演交渉等の調整を進める こ と 。  

・ 出演者は、 本委託内に関係する 出場選手（ プロ ロ ード レ ース 選手、 オリ ンピ ッ ク ・ パ

ラ リ ンピ ッ ク 出場経験選手、ユース 強化選手、パラ リ ンピッ ク 選手等）、司会進行者、

デモンス ト レ ーショ ン出演者、 ユーチュ ーバー等を想定。 その他必要と なる 出演者

については、 委託者と 協議の上、 決定する こ と 。  

・ 関係招待者は、 東京都や地元関係者、 ス ポンサー等を想定。  

・ 出演者など の飲食物に対する 費用、 旅費、 謝礼、 宿泊費などは、 全て受託者が負担す

る こ と 。  

ク  協議資料作成等 

 各種協議や打合せに必要な資料の作成・ 印刷等を委託者と 協議の上、実施する こ と 。 

ケ コ ールセンタ ーの設置・ 運営 

イ ベント 運営を行う にあたり 、 コ ールセンタ ーを設置し 、 参加者、 ボラ ンティ アや

一般の方等から のイ ベント の内容や交通規制等に係る 問合せに対し て適切に応対で

き る よ う にする こ と 。なお、マルチス ポーツ 等業務委託に関する 問合せ対応も 含むも

のと する 。  

イ ベント 等の詳細な内容について、 コ ールセンタ ーによ る 回答が難し いも のや、  

重要な問合せ内容等については、 実行委員会及び各委託の受託事業者に速やかに共

有する など、 適切な対応を行う こ と 。  

・ 設置期間についてはレ イ ンボーラ イ ド の募集開始日から イ ベント 実施後７ 日間を

基本と し 、 詳細な期間等については委託者と 協議の上、 決定する こ と 。  

・ イ ベント 直前は問い合わせが増える こ と を想定し 、適切な人員体制や対応時間帯を

設定する こ と 。  

・ 運営する ために必要なイ ンフ ラ 、 機材、 備品等の調達にかかる 費用については、 委

託料に含め受託者が手配する こ と 。  

〇参考： 問合せ件数の実績（  2022 年 7 月～ 2022 年 11 月）  

計 約 1,000 件（ 内訳： メ ール約 370 件、 電話約 630 件）  

主な問合せ内容（ ラ イ ド 参加者の抽選結果、 参加可能な自転車の仕様、  

交通規制、 イ ベント 実施可否など ）  
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コ  合理的配慮の徹底 

「 障害を理由と する 差別解消の推進に関する 法律」 及び「 東京都障害者への理解促

進及び差別解消の推進に関する 条例」 等に基づいた合理的配慮を徹底する こ と 。  

 

（ ７ ） 協賛企業等の募集 

レ イ ンボーラ イ ド と し て企業等から 協賛金や備品など の提供を 受ける こ と ができ

る よ う 募集する 。 募集にあたり 、 金額を段階的にする など 、 企業が集ま り やすい工夫

を 委託者と 協議し ながら 計画を策定する こ と 。 なお、 協賛社には、マルチス ポーツイ

ベント への露出の権利も 付与する 。 ま た、 本仕様書に記載のない事項に関し ては、別

途協議の上定める こ と と する 。  

ア 協賛社の選定 

協賛権の販売先（ 以下「 協賛社」 と いう ） の選定にあたり 、 本イ ベント が、 環境に

やさ し く 健康にも 良い自転車を 活用し た、 人にやさ し いま ちづく り を 目指すイ ベン

ト である こ と に鑑み、 以下の取組を行っている 企業を選定する よ う 努める こ と 。  

・ 環境への配慮を 意識し た取組を行っている こ と  

・ 都民の健康増進に繋がる 取組を行っている こ と  

・ 都が進める 自転車施策に賛同し ている こ と  

 

イ  協賛金等の活用 

受託者は、 以下の金員等（ 以下「 本件収入金」 と いう ） について収受する こ と がで

き る こ と と し 、 本件収入金の合計額に相当する イ ベント に関する 業務を 委託者に提

供する こ と 。 業務の具体的内容は、 別途委託者が指示する 。 ま た、 それ以外の収入が

発生し た際には、 委託者と 協議の上扱い方法を取り 決める こ と 。  

・ 今回のイ ベント に関し て想定さ れる 収入は以下の通り 。  

(ア) 協賛社から 収受し た協賛金から 受託者の手数料を控除し た残額 

( イ )協賛権の販売に対し て協賛社が対価と し て提供する 物品ま たは役務によ っ て支出

が不要と なった、 契約金額における 費用 

(ウ ) レ イ ンボーラ イ ド 参加費 

 

（ ８ ） その他 

 ア イ ベント 開催実績の整理等 

以下（ ア） ~ （ キ） を 中心に、 イ ベント 開催実績（ 人数や台数、 ス タ ート ・ フ ィ ニ

ッ シュ エリ ア運営状況、 各タ イ ムス ケジュ ール、 当日ト ラ ブル等） を取り ま と める と

と も に、 資機材や人員等の実績数量を報告する こ と 。  

(ア)  参加者増加及び参加者募集計画 

(イ )  ス タ ート /フィ ニッ シュ 計画 
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(ウ )  安全対策計画 

(エ)  参加者管理計画 

(オ)  交通規制計画 

(カ)  エイ ド ス テーショ ン計画 

(キ)  レ ン タ サイ ク ル利用計画 

 

９  成果品 

（ １ ）  提出物（ 別途期限を定めたも のを除く ）  

ア 実施計画及び予算、 調達計画 

第一稿提出期限：  令和５ 年７ 月３ 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

第二稿提出期限：  令和５ 年９ 月４ 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

 イ  運営マニュ アル 

    提出期限：  イ ベント 開始前１ ０ 日以内（ 電子データ 一式）  

以下のマニュ アルを作成する こ と 。別途、イ ベント 当日の携行用には簡略版のマニ

ュ アルを委託者と 内容を協議の上、 作成する こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド 運営マニュ アル 

・ 走行管理ラ イ ダーおよ び走行マーシャ ル用マニュ アル 

・ ボラ ンティ ア用マニュ アル 

ウ  レ イ ンボーラ イ ド 参加者数等の速報データ  

  提出期限： レ イ ンボーラ イ ド ス タ ート 完了後 1 時間以内（ 電子データ 一式）  

エ イ ベント 開催実績等の整理データ  

第一稿提出期限：  令和５ 年１ １ 月３ ０ 日（ 木）（ 電子データ 一式）  

第二稿提出期限：  令和５ 年１ ２ 月１ ５ 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

オ 予算の使用実績内訳書（ 調達物の単価と 数量がわかる 詳細なも の）  

   提出期限：  令和５ 年１ ２ 月１ ５ 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

カ イ ベン ト 当日の写真や映像、 事後広報用素材およ びその他本委託内で作成し たデー

タ 類 

提出期限： 令和 6 年１ 月 25 日（ 木）（ 電子データ 一式）  

 キ 業務報告書 

   提出期限： 令和 6 年３ 月 14 日（ 木）（ 電子データ 一式）  

 

（ ２ ）  納入先 

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会 

（ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  
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（ ３ ）  電子データ の提出は以下によ る こ と  

ア 委託者の端末（ OS： Windows） で表示可能なも のと する こ と 。  

イ  電子データ は、 文章については、 ワ ープロ ソ フ ト （ M icrosoft社Word シリ ーズ） 、

計算表等については、 表計算ソ フ ト （ M icrosoft社Excel シリ ーズ） で編集可能な形

式と する こ と を基本と する 。 ま た、 CADデータ については、 フ リ ーCADソ フ ト

（ Jw_ cad） によ り 編集可能な形式と する こ と を 基本と する 。  

ウ  格納媒体はCD±R（ RW） 及びDVD±R（ RW） を基本と する 。 ま た、 収納ケー

ス 、 CD±R（ RW） 及びD VD±R（ RW） 等に、 委託年度及び委託件名等を付記す

る こ と 。  

エ フ ァ イ ル名はその内容を示す分かり やすいも のと し 、 フ ァ イ ルリ ス ト も 添付する こ

と 。  

（ ４ ）  成果品の納入後、内容に不備等があった場合は、速やかに受託者の負担で修正等を

行う こ と 。  

 

１ ０  人員体制の構築 

   受託者は、 契約締結後直ちに、 委託業務を履行する ために必要な人員を確保し 、 委

託者と 協議の上、 業務体制を 整え、 業務実施体制図を委託者に提出する こ と 。  

（ １ ） 業務全体の統括責任者、 各業務・ 工程毎の責任者・ 担当者を置く こ と 。 統括責任者

は、 委託業務に関し て委託者への連絡、 報告及び相談等を 綿密に行い、 業務全体の円

滑な進行を図る こ と 。  

（ ２ ） 各業務の責任者は、 本業務に関する 知識、 理解及び経験が豊富な者と する こ と 。 ま

た、 業務にあたる 要員は、 本仕様書に定める 業務内容を 十分理解し 、 実施する ために

必要な経験・ 実績、 知識・ 能力を 有する 者である こ と 。  

（ ３ ） 関係者調整を効率的に実施でき る よ う 、 オンラ イ ン会議の環境を整える こ と 。  

（ ４ ） 体制を 変更する 必要が生じ た場合には、 1 週間前に変更内容を記載し た書面と 代行す

る 担当者を 反映さ せた業務実施体制図を も っ て委託者に報告し 、 事前に承認を 得る こ

と 。 なお、 担当者の異動が発生する 場合には、 後任の担当者に対し て、 本業務に支障を

き たさ ないよ う に十分な業務の引継ぎを行う こ と 。  

（ ５ ） マルチス ポーツ 等業務委託の担当者間でも 十分に連携し 、委託者から の指示等につい

て滞り なく 情報共有をする こ と 。  

（ ６ ） 本委託を含め、「 マルチス ポーツ 等業務委託」「 多摩ロ ード レ ース 業務委託」 のう ち計

２ つ以上の契約を 受注する 場合には、各業務において何一つ支障が出ないよ う 、同時並

行で業務を進めら れる 十分な体制を組むこ と 。  

 

 

１ １  危機管理体制の整備 
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(１ )  安全管理体制の確立 

不慮の事故がないよ う 、搬入から 開催日、搬出ま での全期間、十分な安全管理を行い、

快適な会場空間の維持、 提供に努める こ と 。  

 

１ ２  機密の保持 

（ １ ）  受託者は、 本業務で得ら れたデータ 等を目的外に使用し てはなら ない。  

（ ２ ）  受託者は、 本業務で得た画像等の使用、 保存処分等に当たっては、 細心の注意をも        

っ てあたり 、 絶対に外部に漏えいする こ と のないよ う 、 秘密の保持に万全を 期すこ と 。  

（ ３ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報を秘密と し て保持し 、事前に委託者の書  

面によ る 承諾を 得る こ と なく 、 第三者に開示又は漏洩し てはなら ない。  

（ ４ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報を知得し た自己の役員又は使用人（ 秘密  

情報を知得後退職し た者も 含む。） に対し 、 本契約に定める 秘密保持義務の遵守を徹底さ

せる も のと する 。  

（ ５ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報の秘密を保持する ため、当該秘密情報の

一部又は全部を 含む資料、 記録媒体及びそれら の複写物等について、 秘密が不当に開示又

は漏洩さ れないよ う 他の資料等と 明確に区別を行い、 管理し なければなら ない。  

（ ６ ）  委託者は、受託者が秘密保持に関する 義務違反又は義務を怠っ た場合、受託者に対

し て契約書等にある 契約解除及び損害賠償等の措置を 行う も のと する 。  

 

１ ３  個人情報の取扱い 

委託者が貸与する 資料に記載さ れた個人情報及び業務に関し て知り 得た個人情報は全

て委託者の保有個人情報であり 、委託者の許可なく 複写、複製又は第三者へ提供し てはな

ら ない。 委託期間の満了後は、 東京都保有個人情報が記載さ れた資料（ 電子媒体に記録さ

れたも のを含む。） を東京都に返却する も のと する 。  

 

１ ４  権利の帰属 

（ １ ）  本委託において作成し た全ての成果物において、 その著作権（ 著作者人格権を 除

く 。） は、 委託者に帰属する も のと する 。 受託者は、 委託者の承諾なし に、 本委託によ

る 成果物を、 ほかに公表、 貸与又は使用し てはなら ない。  

（ ２ ）  受託者は、 成果物の作成等に当たり 映像、 文献等を引用・ 使用する 際には、 著作権 

の使用許諾等に関し 、 受託者の責任において、 必要な処理を行わなければなら ない。  

 

１ ５  一括再委託の禁止 

受託者は委託の履行に際し 、 委託内容の全部又は主要部分を一括し て第三者に委託 

する こ と ができ ない。 ただし 、 あら かじ め、 委託者の承諾を得たと き は、 こ の限り で 

はない。「 主要部分」 と は、業務における 総合的な企画及び判断並びに業務遂行管理をいい、  
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受託者は、 こ れを 再委託する こ と はでき ない。  

受託者は、 前項に規定する 業務及び簡易な業務を除く 業務の一部を 再委託する に当 

たっては当該業務の遂行能力を有する 者の中から 選定し なければなら ない。 ま た、 再 

委託先（ 以下「 協力会社」 と いう 。） が東京都の競争入札参加有資格者である 場合は、  

指名停止期間中であってはなら ない。  

受託者は、協力会社が委託者の競争入札参加有資格者でない場合、委託者の契約から 排除

する よ う 警視庁から 要請があった者でないこ と を確認する 。  

 

１ ６  環境によ り 良い自動車利用 

本契約の履行にあたって自動車を 使用し 、又は利用する 場合は、次の事項を遵守する こ と 。 

（ １ ）  都民の健康と 安全を確保する 環境に関する 条例(平成 12 年東京都条例第 215 号)第

37 条のディ ーゼル車規制に適合する 自動車である こ と 。  

（ ２ ）  自動車から 排出さ れる 窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における 総量の削減

等に関する 特別措置法（ 平成４ 年法律第 70 号） の対策地域内で登録可能な自動車であ

る こ と 。  

なお、 当該自動車の自動車検査証（ 車検証）、 粒子状物質減少装置装着証明書等の提

示又は写の提出を 求めら れた場合には、 速やかに提示し 、 又は提出する こ と 。  

 

１ ７  情報セキュ リ ティ の確保 

電子情報の取扱いに関し ては、受託者は、東京都サイ バーセキュ リ ティ 基本方針及び東京

都サイ バーセキュ リ ティ 対策基準（ 令和４ 年 11 月１ 日施行） と 同様の水準での情報セキュ

リ ティ を確保する こ と 。  

なお、 受託者が情報セキュ リ ティ を 確保する こ と でき なかっ たこ と によ り 委託者が被害

を 被っ た場合には、委託者は受託者に損害賠償を請求する こ と ができ る 。委託者が請求する

損害賠償額は、 委託者が実際に被った損害額と する 。  

 

１ ８ 契約不適合責任 

（ １ ） 契約目的物に、 その契約の内容に適合し ないも のがある と き は、 東京都は、 受託者に

対し て相当の期間を 定めてその修補によ る 履行の追完又はこ れに代えて若し く は併せ

て損害の賠償を請求する こ と ができ る 。  

（ ２ ） 上記（ １ ） の規定によ る その契約の内容に適合し ないも のの修補によ る 履行の追完又

はこ れに代えて若し く は併せて行う 損害賠償の請求に伴う 通知は、 東京都がその不適

合を 知った日から １ 年以内に、 こ れを行わなければなら ない。  

 

１ ９  その他留意事項 

（ １ ）  契約金額には、本仕様書に特に定めのある 場合を除き 、催事実施に際し て必要な手
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続及びそれら に係る 諸費用（ 著作物に係る 費用を含む。） 等、 本委託の履行に必要と な

る 一切の経費を含むも のと する 。  

（ ２ ）  受託者は、本委託の履行に際し 、本仕様書に定める 事項等に疑義が生じ た場合は、

速やかに委託者と 協議する も のと する 。  

（ ３ ）  新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大及び荒天等を理由に、やむを得ず企画を延期、中止

する 場合がある 。中止に伴う 対応については、合理的な範囲において委託者と の減額等

に係る 協議に応じ る も のと する 。  

（ ４ ）  調達の際は、 紛争や人権問題に加担し ている こ と が疑われる 者地域から の調達は

避ける 等配慮する よ う 努める こ と 。  

 

２ ０  担当 

 GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 

   （ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

 〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 

 



 

 

別紙-1 

 

仕様書別紙 

 

（ １ ）  実施計画の策定 

ア 全体概要 

(ア)  イ ベント 概要 

令和 4 年度と 同様に、 本事業の日時・ 会場等を十分に考慮し 、 東京 2020 大会のレ ガ

シーを 活用し た更なる ス ポーツ 振興、 国内外に向けた東京の魅力発信及び地域振興に

効果的なコ ンテン ツと し 、 サス テナビリ ティ ・ ダイ バーシティ に配慮し 、 子ど も や地元

住民も 参加でき る よ う なイ ベント と する 。  

企画提案にあたっ ては、 令和 4 年度の開催実績や、 海外で行われた類似イ ベント の成

功要素を踏ま えた上で、 本事業における イ ベント 運営や広報等に反映する こ と 。  

なお、外国人参加者を受け入れる こ と ができ る よ う 、参加者募集から イ ベント 運営ま で

の様々な対応を行う こ と 。  

(イ )  組織体制 

計画・ 調達・ 実施の各段階での十分な業務体制・ 人員体制を提案する こ と 。  

ま た、担当者等の過去のス ポーツ イ ベント 実績、交通規制を伴う イ ベント の実績など、

規模（ 具体的な参加人数など ） や知見の有無も 含め提示する こ と 。  

(ウ )  準備ス ケジュ ール 

契約から 完了ま でのス ケジュ ールについて、 それぞれの業務内容に応じ た適切かつ

具体的なス ケジュ ールを提案する こ と 。  

(エ)  当日ス ケジュ ール 

当日の運営に応じ た適切かつ具体的なス ケジュ ールを 提案する こ と 。  

 

イ  レ イ ンボーラ イ ド 計画 

(ア)  コ ース 延伸計画 

コ ース は令和４ 年度に開催し たルート を基本に、 以下を提案する こ と 。 なお、 コ ース

や交通規制（ 時間、 範囲） は関係機関と の協議によ り 決定する ため、 提案内容が採用さ

れる と は限ら ない。  

・ レ イ ンボーミ ド ルのルート （ 延長 約 19km） を 10km 以上延伸し 、 東京の魅力を発信で

き る よ う 、 臨海エリ アの景観や雰囲気の良さ を感じ る コ ース と する こ と 。  

・ コ ース 設定にあたり 、 既存コ ース と の連続性や交通規制（ 時間、 範囲）、 一般交通の影

響を 踏ま える こ と 。なお、 一般道や園路を活用し 、 国道や沿道地権者が多い道路の使用

は避け、 周回コ ース や高速部の延伸も 設定し ないこ と 。  

・ イ ベント 開催時間帯の一般交通のう 回路を検討する こ と 。  



 

 

別紙-2 

 

・ コ ース にあわせたス タ ート ・ フ ィ ニッ シュ エリ アの場所の提案も 含む。  

・ 自転車愛好家から フ ァ ミ リ ー層（ 小学生以上） ま で幅広い層の参加者が楽し める よ う な

コ ース 区分（ ロ ン グコ ース 、 ミ ド ルコ ース 、 ショ ート コ ース など） も 含む。  

・ コ ース は非日常感を演出でき る よ う 工夫を凝ら し 、ト ンネル等、単調な道路が続く 箇所

においても 走行中に飽き ないよ う な仕掛けも 企画する こ と 。  

【 参考】  

国道 357 号線の交通量 約 40,000 台/日（ 休日）  

 

(イ )  参加者増加及び参加者募集計画 

参加者増加計画については、 今年度の募集人数約 3,000 人から の増加を基本と し て、

以下を踏ま えて参加人数を提案する こ と 。  

・ 各コ ース 区分の参加人数 

・ 各コ ース 区分のス タ ート 方法（ ス タ ート 位置整列や 1 グループ当たり の人数など）  

・ 走行空間（ 走行幅員）  

・ イ ベント ス ケジュ ール（ 交通規制時間含む）  

・ ス タ ート ・ フ ィ ニッ シュ エリ アの容量を踏ま えた運営 

 

 参加者募集計画については、 令和 4 年度の募集計画を基本と し 、 増加計画を反映さ

せ、 以下を踏ま えて提案する こ と 。  

・ 自転車愛好家やフ ァ ミ リ ー層（ 小学生以上）、 海外から の参加者など 幅広いタ ーゲ

ッ ト の参加者の応募を目指せる 提案をする こ と 。  

・ 募集にあたっては参加者のジェ ンダーバラ ンス や地元枠、VIP 枠等にも 配慮し 参加

枠を設定する こ と 。  

・ 参加規程、各コ ース 区分、ルール、参加者募集フ ロ ー、キャ ンセルポリ シーを含む。  

・ エント リ ーサイ ト はウ 広報（ ウ ） エント リ ーサイ ト 計画に記載のと おり 。  

 

(ウ )  ス タ ート /フィ ニッ シュ 計画 

計画については、 参加者増加計画を踏ま えた以下を 提案する こ と 。 なお、 ス タ ート /

フ ィ ニッ シュ 会場は関係機関と の協議によ り 決定する ため、 提案し た会場が採用さ れ

る と は限ら ない。  

・ レ イ アウ ト （ ス タ ート /フ ィ ニッ シュ エリ ア、 ス タ ート 位置整列など）、 参加者への案

内・ 誘導（ 最寄駅など 会場周辺も 含む）、 受付フ ロ ー、 レ ンタ サイ ク ル貸出フ ロ ー、

ス ケジュ ール、 フ ィ ニッ シュ エリ アの提供サービス 等を含むこ と 。  

・ イ ベント 当日の参加者受付管理（ レ ンタ サイ ク ル含む） は、 QR コ ード など 非接触で

人手を少なく 円滑に受付管理でき る よ う にする こ と 。  
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・ ス タ ート 前に、 参加者へ対し て、 走行中の片手運転、 停車によ る 撮影禁止など の注意

喚起（ アナウ ンス や掲出など ） も 実施する こ と 。  

・ Ｖ Ｉ Ｐ 参加者を受け入れる 休憩場所や食事の提供など 、参加者が満足でき る ホス ピタ

リ ティ を提供する こ と 。特に、 提供食材については、 東京産の食材を 使用し た飲食物

も 提供でき る よ う にする こ と 。（ 参考： 昨年度はあんぱん、 あんみつなど ）  

・ ス タ ート /フ ィ ニッ シュ 地点およ び休憩ス ペース など に記念撮影でき る よ う なフ ォ ト

ス ポッ ト を設ける こ と 。  

・ 利用者がス ムーズにサービス を利用でき る よ う 、バイ ク ラ ッ ク や参加者用の適切な数

のト イ レ 設置など も 踏ま えてレ イ アウ ト を 工夫する こ と 。  

・ 走行管理ラ イ ダー、 マーシャ ル用のバイ ク ラ ッ ク も 用意する こ と 。  

・ 外国人参加者に対応でき る よ う な人員配置、案内サイ ン、誘導看板など も 行う こ と 。  

・ 雨天、 防寒対策も 含むこ と 。  

・ フ ィ ニッ シュ 会場には、 参加者の満足度向上に寄与し 、 SNS等への投稿のモチベー

ショ ンと なる よ う 、 フ ィ ニッ シュ フ ード 及びド リ ンク を提供する こ と 。 なお、 フー

ド 等の提供にあたっては可能な限り フ ード ロ ス を減ら すよ う 検討する こ と 。 特に、

提供食材については、 東京産の食材を使用し た飲食物（ ホッ ト ミ ールやフィ ンガー

フ ード など） も 提供でき る よ う にする こ と 。  

【 参考】  

・ 令和４ 年度のイ ベント 時では、 会場周辺にて受付場所の案内や受付後～ス タ ート 地

点ま での案内誘導（ ス タ ッ フ ・ 案内サイ ン） が不十分だったため、 当日に迷う 参加

者も いた。  

 

(エ)  安全対策計画（ 資機材配置計画、 警備計画を含む。）  

イ ベント を安全・ 確実かつ円滑に実施する ため、計画にはコ ース 延伸や参加者増加計

画を 踏ま えた以下を提案する こ と 。  

・ 安全対策については、 重点対策ポイ ント （ 参加者の事故・ ト ラ ブルが予見さ れる 注意

すべき 区間や箇所） へ講じ る メ リ ハリ ある も のと し 、増加さ せる 参加者の走行の安全

性は令和 4 年度と 同レ ベルを 確保し つつ、今年度の資機材や人員配置を 見直し 、効率

化を 行う こ と 。  

・ 重点対策ポイ ント と し て、 高速道路区間においては、 ①壁高欄等（ 自転車に対する 転

落防止機能が十分でなく 、 路外と の高低差が大き な区間）、 ②橋梁ジョ イ ント 等（ タ

イ ヤのパンク や陥落の可能性がある 箇所）、 ③下り 勾配部（ 速度超過によ る 転倒、 追

突の可能性がある 区間） ④折り 返し 地点⑤ラ ンプ部等（ 幅員が狭く 、 参加者間や壁高

欄等への接触の可能性がある 区間）。 一般道区間においては①~ ⑤に加え、 ⑥交差点

等（ 一般車両等の突入の可能性がある 区間） を想定。  
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・ 令和 4 年度の設営において、 特に高速道路区間のス タ ッ フを密に配置し てあっ たた

め、令和 5 年度は３ 割程度削減可能と 考えている（ 上り 勾配部や直線部のス タ ッ フ 配

置を 削減等。 令和４ 年度の詳細な配置、 人数については、 貸与資料参考）。 その条件

を 踏ま え、更なる 改善案を提案する こ と 。 併せて、一般道についても 効率化を行う こ

と 。  

・ 交通規制時間を厳守し 、コ ース 上及びコ ース 周辺の資機材や人員配置及び設営(設置・

撤去） 方法、 ス ケジュ ールなどを提案する こ と 。  

・ 資機材は転落防止対策、 衝突防止対策、 ジョ イ ン ト や段差、 高速道路料金所養生等を

含み、 設営体制や主な数量、 場所、 規格等を記載する こ と 。 なお、 鉄柵、 カラ ーコ ー

ンなど の資機材についても 、重点対策ポイ ント にメ リ ハリ をつける こ と で、一般道、

高速部併せて１ 割程度の削減はでき る と 考えている 。その条件を 踏ま え、更なる 改善

案を 提案する こ と 。 なお、橋梁部において、 既存の歩道や落下物防止柵等設置区間に

ついては、 鉄柵・ フェ ンス の設置は想定し ていない。  

・ 重点対策ポイ ント では音声と 視覚情報で参加者全員（ 外国人参加者含む） に注意喚

起など を行う こ と と し 、 業務体制や人員体制、 配置図、 人数等を記載する こ と 。  

・ 雨天時のジョ イ ント 養生のズレ 防止など 雨天対策も 検討する こ と 。  

・ ス タ ッ フ については、 雨天・ 防寒対策を検討する こ と 。 特に橋梁部上にはス タ ッ フ

用ト イ レ ・ 待機車両を追加する など防寒対策を 行う こ と 。  

（ オ） 参加者管理計画 

参加者管理計画と し て、 走行管理体制（ 隊列など ）、 走行状況管理など を含む以下

を 提案する こ と 。  

・ 走行管理体制（ 参加者隊列など ） と し ては、 走行管理ラ イ ダー等によ る 先導・ 最後

尾のサポート やト ラ ブル対応、 メ カニッ ク 車両など を 配置する こ と 。  

・ 参加者の走行状況管理と し て、 IC タ グ（ チッ プ） 等を活用し 、 リ アルタ イ ムで参

加者の走行状況・ 動態管理を 行う こ と 。  

・ 参加者の渋滞が想定さ れる 箇所等にはラ イ ブカメ ラ 等を設置し 、運営本部において

リ アルタ イ ムで状況把握でき る よ う にする こ と 。  

・ 走行管理ラ イ ダーや走行マーシャ ルは、参加者を安全に誘導する ための流動的な走

行管理、 各コ ース の時刻管理、 参加者等への注意喚起、 緊急時対応などを対応し 、

GPS 端末等を携行さ せ、 運営本部に設置する 管理用 PC で、 リ アルタ イ ムで位置

情報を確認でき る よ う にする こ と 。  

・ 走行管理ラ イ ダーや走行マーシャ ルは、自転車の知見や経験があり 、参加者の模範

と なって業務遂行でき る 人材と し 、 募集計画（ 募集方法、 ス ケジュ ール（ 募集~ 研

修~ 当日ま で、）、 研修（ 内容、 試走） など ） を提案する こ と 。  

・ 雨天、 防寒対策も 検討する こ と 。  
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（ カ） 交通規制計画（ 交通量調査等を含む。）  

交通規制時間や区域を記載し た計画案を策定する こ と 。なお、策定にあたっては、

警察署管轄単位、 道路、 施設管理者単位、 制限ブロ ッ ク 単位など 渉外調整を効率的に

実施でき る よ う 作成する こ と 。 イ ベント 当日の交通規制中の通行可能な一般車両動

線や歩行者等の横断運用も 含めて記載する こ と 。  

コ ース 案及び交通規制時間に基づき 、交通量調査等を 行い、イ ベント 時の交通規制

によ る 周辺道路等への交通影響を調査する こ と 。 調査は、 イ ベント 当日、 イ ベント 前

の平日・ 休日を各１ 回程度実施し 、 調査日は委託者と 協議の上、 決定する こ と 。 調査

箇所はコ ース 、 周辺道路等で計 10 箇所程度と する 。 調査結果は、 イ ベント 実施後２

週間以内に速報値を報告する こ と 。  

（ キ） エイ ド ス テーショ ン計画 

設置場所については、コ ース 上に 1 か所以上と し 、以下を踏ま えて提案する こ と 。  

・ 利用者がス ムーズにサービス を 利用でき る よ う 、参加者数に応じ たバイ ク ラ ッ ク や

ト イ レ 設置数など も 踏ま えたレ イ アウ ト と する こ と 。  

・ 参加者の満足度向上に寄与し 、 SNS 等への投稿のモチベーショ ン と なる よ う 、 フ

ード 及びド リ ンク を提供する こ と 。なお、フード 等の提供にあたっ ては可能な限り

フ ード ロ ス を 減ら すよ う 検討する こ と 。 特に、 提供食材については、 東京産の食材

を使用し た飲食物（ ホッ ト ミ ールやフ ィ ンガーフ ード など ） も 提供でき る よ う にす

る こ と 。  

・ 外国人参加者にも 対応でき る よ う に人員配置、案内サイ ン、誘導看板など も 行う こ

と 。  

・ 雨天、 防寒対策も 検討する こ と 。  

（ ク ） レ ンタ サイ ク ル調達計画 

参加規模や参加カテゴリ ー応じ た自転車を 十分な数量準備でき る よ う にする こ と 。

調達する レ ンタ サイ ク ルの数は 1000 台程度（ ヘルメ ッ ト など 含む） を確保し 、 可能

な限り 台数を増やせる よ う 調整し 、最終的な調達数は委託者と 協議の上、決定する こ

と 。 なお、 車種はママチャ リ （ 電動アシス ト 付き ） に加え、 ロ ード タ イ プやク ロ ス バ

イ ク など 複数の車種を 調達し 、 調達方法を提案する こ と 。 なお、企業等から の提供が

可能か、 協賛・ ス ポンサーの点から も 検討を行う こ と 。  

【 参考】  

・ 令和 4 年度のイ ベント 時は、 電動アシス ト 自転車の操作方法や乗り 方がわから

ない方が多かった。  

（ ケ） 沿道応援計画 

コ ース 沿道での応援のためのス ポッ ト を 複数設定する こ と 。 沿道応援は地域の文

化団体に協力を依頼し 、文化団体がパフォ ーマンス を でき る ス ペース 、ス ケジュ ール
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等を 調整する こ と 。ま た、沿道観戦者の混雑時の管理や歩行者の安全な通行のための

対策を講じ る こ と 。 なお、 雨天、 防寒対策を踏ま えて検討する こ と 。  

（ コ ） 駐車場計画 

参加者、 VIP/VVIP、 招待アス リ ート 、 メ ディ ア関係者車両、 交通規制関係車両、

運営資機材等の搬出入車両などの駐車場所について計画する こ と 。なお、駐車場の借

上げ費用は全て受託者が負担する こ と 。  

（ サ） ス タ ート セレ モニー計画 

・ 参加者の盛り 上げに寄与し 、メ ディ アにと ってニュ ース バリ ュ ーが高いオープニン

グセレ モニーを企画する こ と 。 M C や音楽、 特殊効果によ る 演出も 行い、 来賓者対

応やメ ディ ア対応も 行う こ と 。 ま た、 デジタ ル技術も 活用する こ と 。  

・ ス タ ート セレ モニーには、デモ走行と し て、アス リ ート 等の著名人を 招待する こ と 。

ま たパラ サイ ク ルも 走行さ せる こ と 。  

・ 出演者については委託者と 協議の上、 決定する こ と 。  

（ シ） ク リ テリ ウ ム等デモンス ト レ ーショ ン計画 

  レ イ ンボーラ イ ド のフ ィ ニッ シュ 会場周辺等を 活用し 、 自転車関連のアス リ ート

によ る ク リ テリ ウ ムなどデモンス ト レ ーショ ンを実施する こ と 。なお、レ イ ンボーラ

イ ド の安全対策の資機材や誘導員等を 活用し 効率的かつ効果的な運営を 行う こ と 。

ま た、 レ イ ンボーラ イ ド 終了から デモンス ト レ ーショ ンの開始ま での会場施設の転

換に必要なス ケジュ ールも 検討する こ と 。  

a 種目・ 形式 

エキシビ ショ ン イ ベント を 計画し 実施する こ と 。 内容については委託者と 協議

の上、 決定する こ と 。  

b 式典演出 

（ ア） ス タ ート セレ モニーのプロ グラ ム及び演出等に関する 提案を 行う こ と 。  

（ イ ） レ ース 後の記念撮影、観覧者交流会等のプロ グラ ム及び演出等に関する 提案

を行う こ と 。  

   c 来場・ 観戦者向けコ ンテンツ 

話題性・ 集客力の面で効果の高いコ ンテンツ を提案する こ と 。  

d 国内競技団体等ス テーク ホルダーと の連携 

競技体験コ ンテンツ の実施等に当たっ ては、 国内競技団体等ス テーク ホルダー

と の連携を積極的に図り 、 理解・ 協力が得ら れる よ う に努める こ と 。 ま た、 出場選

手の交渉及び確保を行う こ と 。  

e 会場内の中継  

マルチス ポーツ 等業務委託でス ク リ ーンやモニタ ー等を 活用し てレ ース 中継を

行う 予定。 マルチス ポーツ 等業務委託受託者と 調整する こ と 。  
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   f 来場・ 観戦者等 

来場・ 観戦者は不特定多数の一般来場者を 想定し ている 。 なお、 関係者の配席管

理、 当日の誘導案内等及び参加者及び一般観客の来場・ 退場の導線、 安全確保を行

う こ と 。  

（ ス ） ボラ ンティ ア計画 

ボラ ンティ ア運用に必要なボラ ンティ アの人数、配置、 役割を提案する こ と 。 併せ

てボラ ンティ ア研修に必要な研修資料作成も 行う こ と 。 ま た、計画にあたり 、 ボラ ン

ティ アはおも てなし の精神を も つと と も 、 ボラ ンティ ア自身が楽し んで行動でき る

よ う 工夫し た内容にする こ と 。なお、 ボラ ンティ ア募集など の運用業務は、 マルチス

ポーツ 等業務委託で実施する 。  

（ セ） 救護医療計画 

イ ベント の参加者、 ス タ ッ フ、 ボラ ンティ ア、 観客、 歩行者等に傷病者が出た場合

の医療対応について計画する こ と 。 計画には、 救護施設の設置場所、 AED 等必要と

なる 機材や備品、 搬送のフ ロ ー、 医療従事者配置、 人員体制など について盛り 込むこ

と 。なお、マルチス ポーツイ ベント の来場者、ス タ ッ フ などの救護も 含むも のと する 。 

（ ソ ） 緊急時対応計画 

荒天時や大規模自然災害発生時、イ ベン ト にかかる 事故発生時など 、当初計画通り

のイ ベント 運営が困難と なっ た場合の対応について検討する こ と 。  

ま た、開催可否の判断基準等や緊急時の参加者への周知方法を 検討する こ と 。なお、

悪天候時のコ ース 変更等も 検討する こ と 。   

（ タ ） 新型コ ロ ナウ イ ルス 対応計画 

    本事業実施時における 新型コ ロ ナウ イ ルス の蔓延状況を複数想定し 、 委託者と 協

議の上、 それぞれの状況に応じ た適切な対策を検討する こ と 。 特に、 受付、 ス タ ー

ト 、 エイ ド ス テーショ ン、 フ ィ ニッ シュ の各会場については、 重点的な対策を 検討

する こ と 。  

   ・ 本事業実施時における 新型コ ロ ナウ イ ルス の国・ 都の方針・ 指針等を 遵守する こ

と 。  

・ 各種の感染症対策は、 必要な項目ごと に対策を整理する こ と 。 ま た、 催物、 ス ポ

ーツ イ ベント 等に係る 国や関係団体から の通知及びガイ ド ラ イ ンなどを参考に感

染症対策の実施レ ベルに応じ 、 適切な参加定員など 大会規模を 検討する こ と 。  

・ 変異ウ イ ルス 等の出現を踏ま え、 イ ベン ト 開催時期の状況に合っ た計画に随時変

更する こ と 。  

・ 来場者及びス タ ッ フ 等関係者から 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症等の陽性者（ 感染疑

い含む） が発生し た場合の対応・ 連絡フ ロ ーを 事前に定める こ と 。  
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ウ  広報計画 

(ア)  広報計画 

広報計画は本業務には含めず、マルチス ポーツ等業務委託で対応する も のと する 。な

お、 SNS や HP で発信する 情報は本業務で作成する こ と 。  

(イ )  制作物計画 

レ イ ン ボーラ イ ド 参加者への参加ツ ールなど の制作物を 提案する こ と 。 なお、 制作

の際はサス テナビ リ ティ に配慮し 、以下の点に留意し 、デザイ ン費等は受託者が負担す

る こ と 。  

・ ゼッ ケンを制作し 、 事前に送付する こ と 。 なお、 ゼッ ケンはわかり やすく 、 識別し や

すい形式と し 、 胸（ 背中） と ヘルメ ッ ト に装着でき る も のと する こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド 参加者へメ ダル等の参加賞を 制作する こ と 。魅力的なも のを提案す

る こ と 。なお、デザイ ン統一感は GRAN D CYCLE TOKYO に係る 受託者同士で連携

を 図る こ と 。 ま た、 VIP 参加者の参加賞は、 一般参加者と は異なる 更に価値のある も

のを 提案する こ と 。  

・ 参加賞は当日の手荷物軽減でき る よ う な工夫（ 袋にま と める など ） をする こ と 。  

（ ウ ） エント リ ーサイ ト 計画 

参加者の募集受付については、 以下を 踏ま えたエント リ ーサイ ト を 提案する こ と 。  

・ エント リ ーフ ォ ームを作成し 、 応募コ ース 、 自転車持ち込みの有無（ レ ンタ サイ ク

ルの利用有無）、 ファ ンラ イ ド や大会への参加経験など を確認でき る こ と 。  

・ 応募者に対し て、 当選落選の結果、 ゼッ ケン等事前送付物の案内、 当日の開催可否

など は、メ ール等で事前連絡し わかり やすく 伝えら れる よ う にし 、複数回発信でき

る 体制をと る こ と 。  

・ アク セス 集中等によ る シス テムダウ ン防止対策を行う こ と 。  

・ 応募内容や参加規約、注意事項など がわかり やすいウ ェ ブのレ イ アウ ト ・ 構成と し 、

参加者が間違えずに申し 込みでき る よ う 工夫し 、 ユーザーテス ト を実施する こ と 。 

・ 多言語対応（ 日本語・ 英語等） を行う こ と 。  

なお、参加者のエント リ ー時には参加費を 徴収し 、キャ ンセルが発生し た際には、

キャ ンセルポリ シーに従い適切に対応する こ と 。参加費は今年度と 同程度と し 、詳

細については、 委託者と 協議の上決定する こ と 。  

【 参考】  

・ 令和 4 年度のエント リ ーサイ ト のデザイ ンは文字数や情報量が多く 、 ページが長

かった。  

・ コ ース や参加枠、 参加人数、 レ ンタ サイ ク ルなど 選択肢も 多く 、 次ページでも 同様

な選択作業があっ た。  

・ レ ンタ サイ ク ルの手配ト ラ ブルなど が一部あった。  
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令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

企画提案募集要領 

 

１  契約番号 

  05-002 

 

２  件名 

  令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

 

３  委託内容 

「 仕様書」 のと おり  

 

４  提示額 

433, 400, 000 円（ 消費税及び地方消費税込）  

 

５  応募要件  

  以下の全ての要件を満たすこ と と し ま す。  

（ １ ） 東京都の物品買入れ等競争入札参加有資格者で 営業種目 120「 催事関係業務」 に登録

がある 又は他の道府県、 市町村等において同等の資格の登録も し く は実績がある こ と （ 応

募時に「 令和３ ・ ４ 年度東京都物品買入れ等競争入札参加資格受付票」 又はそれに準ずる

も の（ 契約書等を含む） の写し を提出する こ と ）。  

（ ２ ） 警備業法（ 昭和 47 年法律第 117 号） 第４ 条に規定さ れている 認定を受けている こ と 。

東京都以外の公安委員会で認定さ れている 場合は、同法第９ 条に規定さ れている 東京都公

安委員会の受付印のある 届出書の写し も 添付する こ と 。  

（ ３ ） 東京都競争入札参加有資格者指名停止等措置要綱に基づく 指名停止等の期間でないこ と 。 

 

６  応募期間 
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令和５ 年３ 月６ 日（ 月曜日） 13 時から 同月 13 日（ 月曜日） 13 時ま で 

 

７  応募方法 

希望申請する 場合は、 応募期間内に様式１ 「 応募届」 及び応募要件を満たすこ と を 示す書

類を以下のメ ールアド レ ス 宛てに送信し てく ださ い。 その際、 件名を以下のと おり と し てく

ださ い。  

宛先： GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp（受信専用） 

   件名： 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

  

８  仕様説明会 

仕様内容についての説明会を以下のと おり 開催し ま す。  

なお、 企画提案書の提出に当たっ ては、 仕様説明会への参加を 必須の要件と し ま す。  

（ １ ） 開催日時 

令和５ 年３ 月 17 日（ 金曜日） 又は３ 月 20 日（ 月曜日）（ 予定）  

※開催時刻等は、 後日改めて連絡し ま す。  

（ ２ ） 開催場所 

Mi cr osof t  Teams を利用し たオンラ イ ン会議（ 予定）  

（ ３ ） 出席者 

２ 名以内 

 

９  質問の受付及び回答 

 募集要領及び仕様書についての質問がある 場合は、 以下の期間内に受付・ 回答し ま すの

で、 様式２ 「 質問票」 によ り 、 電子メ ールで送信し てく ださ い。  

なお、 対面、 電話等によ る 口頭での質問は一切受け付けま せん。  

（ １ ） 質問期間 

指名通知のあった日から 令和５ 年３ 月 23 日（ 木曜日） 正午ま で 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
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（ ２ ） 質問方法 

質問事項を記入し た様式２「 質問票」を以下のメ ールアド レ ス 宛てに送信し てく ださ い。

その際、 件名を以下のと おり と し てく ださ い。  

宛先： GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp（ 受信専用）  

件名： 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

（ ３ ） 回答方法 

電子メ ールによ り 、 全ての指名通知者に質問内容及び回答を公表し ま す。  

なお、 全ての指名通知者から 質問がなかった場合、 その旨の連絡はし ま せんのであら か

じ め御了承く ださ い。  

（ ４ ） 回答日（ 予定）  

令和５ 年３ 月 24 日（ 金曜日） 午後５ 時ま でに回答し ま す。  

 

１ ０  提出書類 

（ １ ）  提出書類 

ア 企画提案書（ 10部）  

正本（ 社名等を 表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印を し ていないも の）  ９ 部  

イ  企画提案書要約版（ 10 部）  

正本（ 社名等を 表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印を し ていないも の）  ９ 部  

ウ  経費内訳書記入用紙（ 10 部）  

正本（ 社名等を 表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印を し ていないも の）  ９ 部 

エ 企画提案書、 企画提案書要約版及び経費内訳書の電子データ が入った DVD又は CD-R 

２ 枚 

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
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（ ２ ）  提出書類の注意事項 

ア 企画提案書、 企画提案書要約版及び経費内訳書を １ 点ずつま と め１ 部と し 、 左上をス

テープラ 等で留めたも のを提出する こ と （ 製本、 表紙カバー等は不要）。  

イ  企画提案書要約版は、 企画提案書に記載さ れている 内容のみで構成する こ と 。 ま た、

ページ数は 10 以内と する 。  

ウ  企業の特定を防ぐ ため、企画提案書及び要約版のフ ォ ーマッ ト は別紙２ のデザイ ンを

加工せずに使用し て作成する こ と 。  

エ 提案内容は、 文章で簡潔に記載し 、 必要に応じ て文書を補完する ための図表等を使用

し 、 分かり やすく 表現する こ と 。 やむを得ず専門的な用語等を 用いる 場合は、 必ず注釈

を付記する こ と 。  

オ 文字は図表や注釈等を除き 、 原則と し て MS 明朝の 12 ポイ ント 以上の大き さ と する

こ と 。  

カ 原則と し て A4 サイ ズにて作成し 、 両面印刷と する こ と 。 縦・ 横は問わない。 ま た、

必要に応じ て一部が任意のサイ ズや片面印刷と なる こ と は差し 支えない。   

キ 多色刷り は可能と する が、 モノ ク ロ 複写・ 印刷する 場合でも 見やすく なる よ う にする

こ と 。  

ク  社名、 ロ ゴマーク 及び背景色等、 提案者の企業名等が特定・ 類推でき る 記載を 行わな

いこ と 。 ま た、 企画提案者、 協力会社及び協力先（ 指導、 助言又は監修等を含む） の会

社名、 担当者名、 こ れら を 特定でき る 固有名詞等（ ロ ーマ字などで頭文字等をイ ニシャ

ル表示と する 場合を含む。） の記載を行わないこ と 。  

 

（ ３ ）  提出方法、 提出期限及び提出場所 

    以下のいずれかの方法で提出し てく ださ い。 FAX及び電子メ ールによ る 送信は受け付

けら れま せん。 なお、 それぞれで提出期限が異なり ま すので注意し てく ださ い。  

【 郵送（ 書留） 又は信書便（ 書留に準ずる も の） によ る 方法】  

提出期限： 令和５ 年４ 月４ 日（ 火曜日）  必着 

   【 持参によ る 方法】  
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    提出期限： 令和５ 年４ 月５ 日（ 水曜日）  正午ま で 

 

【 提出場所 】  

〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 18 階南側 

東京都生活文化ス ポーツ局総務部総務課（ 用度担当）  

 

（ ４ ）  企画提案応募の辞退 

  企画提案応募を辞退する 場合は、 様式３ 「 辞退届」 を令和５ 年３ 月 28 日（ 火曜日）

正午ま でに以下のメ ールアド レ ス 宛てに送信し てく ださ い。 その際、 件名を以下のと お

り と し てく ださ い。  

宛先： GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp（ 受信専用）  

件名： 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

 

１ １  企画提案書等作成上の留意点 

  企画提案書等は、 仕様書に基づき 作成し てく ださ い。  

なお、 別紙１ 「 令和５ 年度GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運

営委託仕様書内訳項目 兼 見積も り 内訳記入用紙」 に記載の事項については必ず含めてく だ

さ い。  

ま た、 東京都の発行する 「 未来の東京」 戦略 

（ ht t ps : //www. sei sakuki kaku. met ro. t okyo. l g. j p/basi c-pl an/choki -pl an/i ndex. html ） 及

びTOKYOス ポーツ レ ガシービジョ ン

( ht t ps: //www. 2020games. met ro. t okyo. l g. j p/t ai kai j yunbi /t or i kumi /spor t s_ l egacy/i ndex.

html ） も 参考と し 、 指定事項のほかにも 貴社独自の企画提案があれば記載し てく ださ い（ 本提

案に要する 経費は契約金額に含むも のと し ま す） 。  

 

１ ２  企画提案審査委員会 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/choki-plan/index.html
https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/taikaijyunbi/torikumi/sports_legacy/index.
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別途設置する 『 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び

運営委託 委託先選定委員会（ 以下、 委託先選定委員会）』 において、 提出書類、 指名通

知者から の説明及び質疑によ り 審査を 行いま す。 審査に当たっては応募要件、 必要書類、

企画提案書等作成上の留意点等を 満たし ている こ と を条件と し ま す。  

審査基準については、 別添『 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画

策定支援及び運営委託 企画審査基準』 によ る こ と と し ま す。  

（ １ ） 日時 

令和５ 年４ 月７ 日（ 金曜日） ～同月１ ４ 日（ 金曜日） ま での１ 日（ 予定）  

（ ２ ） 場所 

Mi cr osof t  Teams を利用し たオンラ イ ン会議（ 予定）  

（ ３ ） 出席者及び審査時間 

５ 名以内で、 40 分間（ 説明 20 分、 質疑応答 20 分）  

（ ４ ） 注意事項 

   当日は、 以下の点に注意し てく ださ い。  

ア 提出書類に基づき 、 説明及び質疑を行う こ と 。  なお、 ス ク リ ーン等の使用は不可と

する 。  

イ  説明の主要部分は原則業務責任者と なる 予定の者が行う こ と 。 ま た、 企業名等を出さ

ずに行い、 企業名等が特定ある いは類推さ れる よ う な表現も 避ける こ と 。  

ウ  所定の時間を厳守する こ と 。  

エ 事前に提出し た書類以外の資料を 配付・ 投影する こ と は禁止する 。  

オ 審査の順番等詳細については、 別途通知する 。  

 

１ ３  その他 

（ １ ） 複数会社によ る 共同企業体で応募届を提出する こ と も 可能です。 その際は、 共同企業体

に参画する いずれかの会社が、応募要件に記載し た業務実績を有する こ と が必要になり ま

す。  

（ ２ ） 契約方法は企画提案方式です。指名業者の選定については、応募要件、該当性など から 、



7 

 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会業者等選定委員会において決定し ま す。 なお、 応募届の提

出があっ ても 、 必ずし も 指名さ れる と は限り ま せん。 指名等通知と 併せて、 令和４ 年度の

当イ ベント 開催実績等に関する 資料を 送付する 予定です。 その資料を踏ま え、 企画提案書

を作成し てく ださ い。  

（ ３ ） 企画提案応募にかかる 費用は応募者の負担と し ま す。  

（ ４ ） 企画案作成に当たって第三者の著作権等に抵触する 恐れのある も のは、 応募者の責任に

おいて適正な処理を し てく ださ い。  

（ ５ ） 応募書類は返却し ま せんので、 あら かじ め写し をと る 等の対応をお願いし ま す。  

（ ６ ） 有効な希望申請受付後、 契約確定の日（ 審査結果通知後に有効な見積書の提出があった

日） の前日ま でに東京都競争入札参加有資格者指名停止等措置要綱に基づく 指名停止等の

期間に該当し た者は、 その後の審査手続等に参加でき ず、 採用候補者に決定し た後であっ

ても 契約締結の相手方と し ての対象になり ま せん。  

（ ７ ） 審査結果通知は、 委託先選定委員会開催の翌日に行う 予定です。  

（ ８ ） 選定さ れた採用候補者は、 別途 GRAND CYCLE TOKYO実行委員会と の間で委託契約を 締結

する も のと し ま す。  

（ ９ ） 本業務委託について、 継続的に事業の質の向上を図る 観点から 、 一定期間における 業務

委託の履行状況に関し て委託者が確認を行い、定期的に開催さ れる 定例会等と は別の場に

よ り 、 委託者から 受託者へフ ィ ード バッ ク 等を行う と と も に、 業務改善等について双方で

議論する 機会の設定を予定し ていま す。  

 

１ ５  担当 

  GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 

  （ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ総合推進部国際大会課内）  

  〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 

   

 



【別紙１】

※それぞれの項目の大項目計及び内訳金額、管理費の率（黄色セル部分）を、表に従って入力すること。

項

目
項目名 項目概要 大項目計 内訳 備考

① 0.0

1
・全体業務推進
・進捗管理
・イベント準備対応業務

・運営マニュアル作成
・イベント保険、傷害保険への加入
・関係機関協議
・官公署への各種申請業務
・コールセンター

2 ・実施計画等作成
・各計画策定にかかる人工代
・コース延伸計画策定にかかる人工代
・交通量調査

項目概要 大項目計 内訳 備考・ 企画例

② 0.0

1 イベント運営（会場運営含む） 0.0

①
スタート/フィニッシュ運営
エイドステーション運営
救護医療運営

・受付、スタート・フィニッシュ会場の設営・運営・撤去
など（各諸室含む）
・救護医療
・VIPラウ ンジ、エイドステーション運営
・クリ テリ ウ ム 等デモンストレーショ　等

② レンタサイクル利用運営 ・レンタサイクル調達/輸送/設置/撤去

③ 参加者管理運営
・メカニック
・走行管理ライダー
・計測チップ・映像システム 　等

④ スタートセレモニー運営 ・スタートセレモニー

⑤ その他 ・清掃、宿泊、コロナ、駐車場、沿道応援　等

③ 0.0

1 一般道 0.0

① ・安全管理のためのスタッフ

② ・コース設営にかかる鉄柵等の資機材費 ・鉄柵、カラーコーン、ジョイント養生　等

③ ・設置撤去にかかる人工代

2 高速道路 0.0

① ・安全管理のためのスタッフ

② ・コース設営にかかる鉄柵等の資機材費 ・鉄柵、カラーコーン、ジョイント養生　等

③ ・設置撤去にかかる人工代

④ 0.0

3 広報 0.0

① イベント実施前

・特設ウ ェブサイト掲出用原稿等作成
・エントリ ーサイト運営　等
・イベント制作物（ゼッケン、レインボーライド参加賞
等）
・機運醸成イベント　等

② イベント当日
・参加者の写真撮影ツール
・メディア対応 等

③ 交通規制関係
・広告媒体への掲出
・交通規制周知にかかる看板・横断幕等の制作・設
置・撤去

小計

管理費(  %)

消費税( 10%)

合計

令和５年度GRAND CYCLE TOKYOレインボーライド実施計画策定支援及び運営委託
仕様書内訳項目 兼 見積もり内訳記入用紙

金額 (億円)

（少数点以下1桁まで）

準備・実施計画等作成

金額 (億円)

項目名

イベント運営

0.0

安全対策

広報

0.0

0.0



CONFIDENTIAL
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【様式 1】 

応募届 

 

令和５ 年  月  日 

 

GRAN D CYCLE TOKYO 実行委員会事務局 御中  

 

 当社は、 令和５ 年度 GRAN D  CYCLE TOKYO レ イ ン ボーラ イ ド 実施計画策定支援及び

運営委託 に伴う 企画提案に応募いたし ま す。  

 

 

     住所 

                                                                             

     名称 

                                                                              

     代表者名                            

                                                                             

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ ʷ Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                            

     

【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の応募届はメ ールにて送付する こ と  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 2】 

質問票 

件名 
令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ンボーラ イ ド 実施計画

策定支援及び運営委託 

連絡先 

GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール：  keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp 

＊こ の質問票はメ ールにて送付する こ と  

質問受付期間 
指名通知のあった日から  

令和５ 年３ 月 23 日（ 木曜日） 正午ま で 

質問事項 

*仕様書、募集要領等の

文書名、 該当番号、 段

落等を記入し 、 質問事

項を明確にする こ と 。  

 

質問者 

（ 必ず記入する こ と ）  

会社名：  

担当者所属・ 氏名：  

電話番号：  

メ ールアド レ ス ：  

 

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 3】 

辞退届 

 

令和５ 年  月  日 

 

GRAN D CYCLE TOKYO 実行委員会事務局 御中  

 

 当社は、 令和５ 年度 GRAN D  CYCLE TOKYO レ イ ン ボーラ イ ド 実施計画策定支援及び

運営委託 に伴う 企画提案への応募を辞退いたし ま す。  

 

     住所 

                                                                              

     名称 

                                                                             

     代表者名                            

                                                                              

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                  

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ ʷ Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                             

   

【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の辞退届はメ ールにて送付する こ と  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


別添 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託  

企画審査基準 

 

 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。） 事務局が発注する 令和５

年度 GRAND CYCLE TOKYO「 レ イ ンボーラ イ ド 」 の実施計画策定支援及び運営委託に係る 審査

基準については次のと おり と する 。  

 

１  審査機関 

（ １ ） 本委託業務の企画提案書に関する 審査については令和５ 年度GRAND CYCLE TOKYOレ

イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託委託先選定委員会において実施する 。   

（ ２ ） 委託先選定委員会は、 仕様書に記載し ている 必要要件を 満たし ている かの判断、 下

記２ の（ ２ ） に基づき 付与する 点数の判断及び企画提案書の内容について審査、 評価

する 。  

 

２  審査基準 

（ １ ） 採用候補者の決定方法 

評価点の合計が最も 高い者を 採用候補者に決定する 。  

ただし 、最高得点者が２ 者以上ある と き は、当該の者にく じ を引かせて採用候補者を

決定する 。 こ の場合において、 出席し ない者又はく じ を 引かない者がある と き は、 審査

事務に関係ない事務局職員等にく じ を引かせ、 採用候補者を決定する 。  

なお、 以下に該当する 企画提案書については、 無効と する 。  

（ ア） 委員の内一人でも 総得点が「 ０ 点」 の場合 

（ イ ） 提出が必須と さ れた資料を未提出の場合 

（ ウ ） 提出さ れた資料及び様式の内容に虚偽及び捏造が確認さ れた場合 

（ ２ ） 評価点の配分 

180 点を満点と する 。  

なお、 評価項目及び配点は表１ のと おり と する 。  

（ ３ ） 採用最低基準 

   委託先選定委員会各委員の採点を合計し 、 採点し た委員の数で割っ た算定結果が 90

点以上である こ と 。  

 

表１  企画提案書の審査、 評価項目及び配点に係る 点数配分表 

評 価 項 目 配点 

1 業務実施体制等 40 

2 企画内容  

( 1)  レ イ ンボーラ イ ド 計画 130 

( 2)  広報関連業務 10 

評 価 点 計 180 



 

３  評価方法 

（ １ ） 評価は、 企画提案書等及びヒ アリ ングによ っ て行い、「 ４  評価基準」 に基づき 行

う も のと する 。  

（ ２ ） 評価点は、 委託先選定委員会各委員の採点を 合計し 、 採点し た委員の数で割ったも

のと する 。 算定結果をも と に、 小数点以下１ 桁ま でを 有効と し 、 小数点以下２ 桁目で

四捨五入する 。  

 

４  評価基準 

  企画提案書の評価基準は別紙「 審査基準における 評価の内容、 観点」 のと おり と する 。  

（ １ ） 提案内容に係る 加点 

別紙「 審査基準における 評価の内容、 観点」 の１ から ５ ま でについて、 次の方法によ

り 算出する 。  

  ・ 評価は１ から ５ までの５ 段階と する 。 詳細は表２ のと おり と する 。  

   なお、 一部項目は１ から ３ ま での３ 段階と し 、 詳細は表３ のと おり と する 。  

  ・ 記載/提案がない場合、 当該項目については評価対象外（ ０ 点） と する 。  

 

表２  ５ 段階評価項目 

評価 加点 

段階 内容 

５  傑出し て非常に優れている 提案  分類別配点 × 1. 0 

４  特に優れている 提案  分類別配点 × 0. 8 

３  優れている 提案  分類別配点 × 0. 6 

２  やや優れている 提案  分類別配点 × 0. 4 

１  必要事項の記載のみ  分類別配点 × 0. 2 

 

表３  ３ 段階評価項目 

 

評価 加点 

段階 内容 

３  要求事項が特に優れている 提案  分類別配点 × 1. 0 

２  要求事項を満たし た提案  分類別配点 × 0. 5 

１  要求事項を満たし ていない提案  分類別配点 × 0. 0 

 



別紙 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

審査基準における 評価の内容、 観点 

 

 

○ 評価項目 

記載項目 記載の観点 

１  業務実施体制等 ・ 本事業の実施にあたり 、 計画・ 調達・ 実施の各段階で十分な業務

体制・ 人員体制が確保さ れている か。  

・ イ ベン ト 統括責任者及び担当者に当該業務を 円滑な実施が期待

でき る 知識・ 経験・ 実績のある 者が配置さ れている か。  

・ ス ポーツ イ ベント の開催実績・ 運営経験、 及び交通規制に関する

関係者・ 地元協議等の経験を有し ている 。（ 実績のある イ ベント 内

容や規模[ 参加人数] なども 提示）。  

・ 契約から 完了ま でのス ケジュ ールについて、それぞれの業務内容

に応じ た適切かつ具体的なス ケジュ ールが提案さ れ、確実に進行管

理し 十分に実現可能なも のと なっている か。  

・ 事業費は業務内容と 整合し 、 調達人数・ 資機材等において、 調達

の実績や調達先が明確に提示する など、履行の確実性が確認でき る

か（ 特にレ ンタ サイ ク ル調達）。  

・ 提案がオーバース ペッ ク でなく 、提案内容と 費用のバラ ンス があ

り 、 必要経費が過剰に圧縮さ れていないか。  

・ 経費抑制の考え方や工夫し た提案がある か。費用対効果の高い提

案と なっ ており 、 期待さ れる 効果がわかり やすく 説明さ れている

か。  

２  企画内容 レ イ ン ボ ー ラ

イ ド 計画 

 

 

 

・ 環境にやさ し く 、 健康にも よ い自転車を更に身近なも のと し 、 国

内外に東京の魅力を 発信する と いう イ ベン ト の趣旨を 適切に理解

し た提案である か。  

・ 自転車愛好家、フ ァ ミ リ ーなど 幅広い層が参加し 楽し んでも ら え

る イ ベント 企画の提案になっ ている か。  

・ 参加者、 ス タ ッ フ の雨天、 防寒対策等について十分に提案さ れ実

現可能なも のと なっている か。  

・ 海外で行われている 類似イ ベン ト の内容から 成功要素を 取り 入

れた提案と なっている か。  

【 コ ース 延伸の提案】  

・ 既存コ ース と の連続性や関係機関協議、地元調整の観点から 具体

的で実現可能であり 、 魅力的なコ ース 延伸計画が提案さ れている

か。  

 

 

 

 

【 参加者増加の提案】  

・ ス タ ート 方法、 走行幅員、 イ ベント ス ケジュ ール、 会場の容量等

を 考慮し た上で、今年度の募集人数約 3, 000 人から の増加を基本と

し た提案になっている か。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ イ ン ボ ー ラ

イ ド 計画 

 

・ 自転車愛好家、 フ ァ ミ リ ー、 海外参加者など 幅広いタ ーゲッ ト の

参加者応募を目指せる 提案になっている か。  

・ 参加者増加計画に応じ たス タ ート /フ ィ ニッ シュ エリ ア等の非接

触機器によ る 受付管理など 効率的な運営計画になっている か。  

【 安全対策配置及び設営の効率化】  

・ R４ 年度の実績を踏ま え、コ ース 上の資機材・ 人員配置に関し 、重

点ポイ ント を設け、 安全性に十分配慮し 、 必要な資機材、 人員を効

率かつ適正に配置し ている か。  

・ 交通規制時間の厳守に配慮し た実現可能な設営・ 撤去方法、 ス ケ

ジュ ールになっている か。  

・ コ ス ト 削減も 考慮し た提案になっている か。  

【 参加者満足度の向上】  

・ 参加者へのサービス（ コ ース 上、ス タ ート /フィ ニッ シュ 会場、エ

イ ド ス テーショ ン、 VI P ラ ウ ンジ、 沿道応援など） の計画がホス ピ

タ リ ティ に富んでいる か。  

・ 海外参加者対応の人材や案内サイ ン配置が提案さ れている か。海

外参加者も 楽し める 内容になっている か。  

【 参加者の走行管理の提案】  

・ GPS を携帯し た走行管理ラ イ ダー等によ る サポート やト ラ ブル対

応でき る 計画になっている か。  

・ I Cチッ プなどによ る リ アルタ イ ムで走行状況・ 動態管理ができ る

計画になっている か。  

・ ラ イ ブカメ ラ 等を 設置し リ アルタ イ ム で状況把握ができ る 計画

になっている か。  

・ 走行管理ラ イ ダーも 具体的な募集計画が提案さ れている 。  

【 ス タ ート セレ モニー計画】  

・ 参加者の盛り 上げに寄与し 、メ ディ アにと ってニュ ース バリ ュ ー

が高いオープニングセレ モニーが提案さ れている か。  

・ アス リ ート 等を 招待し 誘客でき る 計画になっ ている か。  

【 ク リ テリ ウ ム等デモンス ト レ ーショ ンの計画】  

・ 集客が見込める 内容が提案さ れている か。  

・ ラ イ ド イ ベン ト から の転換や資機材の転用など 効率的な運用の

提案になっている か。  

広報関連業務 【 広報計画】  

・ 応募内容や参加規約等がわかり やすいウ ェ ブレ イ アウ ト で、参加

者が間違えず応募でき る 工夫が提案さ れている か。  

・ 魅力のある 参加賞が提案さ れている か。  
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仕 様 書 

 

１  件名 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計画策定支援及

び運営委託 

 

２  目的 

現在、 東京都では、 環境にやさ し く 、 健康にも よ い自転車を更に身近なも のと し 、 国内外に東

京の魅力を発信する ため、 様々なイ ベント を「 GRAND CYCLE TOKYO」 プロ ジェ ク ト と し て進めて

いく こ と と し ている 。 そこ で、 東京 2020 オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク 競技大会（ 以下「 東京

2020 大会」 と いう 。） で自転車ロ ード レ ース の舞台と なった多摩地域において、 レ ガシーコ ース

を 活用し たロ ード レ ース や都民参加型レ ース を開催し 、 ス ポーツ サイ ク ル等自転車の活用推進を

図る と と も に、 地域の魅力発信を行い大会のレ ガシーと し て未来に繋いでいく 。  

 

３  契約期間 

契約確定の日の翌日から 令和６ 年３ 月 29 日ま で 

 

４  履行場所 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会（ 以下「 委託者」 と いう 。） が指定する 場所 

 

５  受託要件 

警備業法（ 昭和 47 年法律第 117 号） 第４ 条に規定さ れている 認定を受けている こ と 。 東京都

以外の公安委員会で認定さ れている 場合は、同法第９ 条に規定さ れている 東京都公安委員会の受

付印のある 届出書の写し も 添付する こ と 。  

 

６  通則 

（ １ ） 受託者は、 本業務を 実施する に当たり 、 委託者と 詳細に協議を 行い、 委託者の承認を受けて

作業を進める も のと する 。  

ま た、 本仕様書の解釈に疑義が生じ た場合、 その都度、 委託者と 受託者が協議し て決定する

も のと する 。  

（ ２ ） 受託者は、 本業務を 実施する に当たり 、 労働基準法等法令を遵守し て業務を 遅滞なく 進める

こ と 。  

（ ３ ） 受託者は、 契約締結後直ちに、 委託業務を履行する ための全体ス ケジュ ールを委託者と 協議

の上、 委託者に提出する こ と 。 実施に当たっては本業務の趣旨を 十分に理解し 、 円滑な遂行に

留意し て委託者に進捗状況を 報告し ながら 業務を遅滞なく 進める こ と 。  

（ ４ ） 受託者は、 本事業の実施に当たり サス テナビリ ティ に配慮し 、 事業に伴い発生し た廃棄物等

を最大限リ サイ ク ルする など 、 環境への負荷を最小限にする よ う 努める こ と 。 ま た、 東京都グ

リ ーン購入ガイ ド （ 2022 年度版） の基準を満たすこ と 。 なお、 プラ ス チッ ク 素材（ 塩ビ 加工を

含む） を使用し たも のを作成・ 使用する 場合には、 委託者と 事前に協議する も のと する 。  

（ ５ ） 受託者は本事業の効果を最大化する ため、 別に委託する 以下の GRAND CYCLE TOKYOプロ ジェ

ク ト に係る 受託事業者と 必ず連携を図る こ と 。 特に、 味の素ス タ ジアムで同日に開催する イ ベ
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ント （ 以下の「 イ 」 の契約） については、 一体的な運営と なる よ う 当該受託事業者と 協力し な

がら 進める こ と 。  

ア 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

イ  令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOマルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支

援及び運営委託 

ウ  令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局補助委託 

エ その他 GRAND CYCLE TOKYO事業に係る 全ての受託事業者 

 

７  支払方法 

  業務完了後、 委託者が履行を 確認し た後、 受託者から の適法な請求書に基づき 、 一括で支払

う 。  

 

８  多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 大会概要 

  以下の（ １ ） から （ ３ ） ま での内容を 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 大会（ 仮称。 以下

「 大会」 と いう 。） と し て開催する 。  

（ １ ） 自転車ロ ード レ ース  

東京 2020 大会で自転車ロ ード レ ース の舞台と なっ た多摩地域において、 その感動や興奮を

再現し 後世につなげる ため、 レ ガシーコ ース を活用し たロ ード レ ース を開催する 。  

ア 開催日時 

令和５ 年 12 月３ 日（ 日曜日）  

エリ ート 男女： 9: 00～11: 30（ 予定）  パラ サイ ク リ ング男女： 8: 00～9: 30（ 予定）  

イ  会場 

競技種別 ス タ ート  フ ィ ニッ シュ  

自転車ロ ード レ ース  八王子市富士森公園 

（ 東京都八王子市台町二丁目２ ）  

武蔵野の森公園前 

ス タ ジアム通り  

 パラ サイ ク リ ング 武蔵野の森公園前ス タ ジアム通り  

ウ  競技者のカテゴリ ー、 人数及び距離 

① エリ ート （ 男子）： 130 名～140 名程度 72. 6km 

② エリ ート （ 女子）： 40 名～60 名程度 49. 8km 

③ パラ サイ ク リ ング タ ンデム タ イ ムト ラ イ アル（ 男子）： 10 名程度 24. 4km 

④ パラ サイ ク リ ング タ ンデム タ イ ムト ラ イ アル（ 女子）： 10 名程度 18. 3km 

エ コ ース  

    別表「 カテゴリ ー別レ ース コ ース マッ プ」 のと おり  

（ ２ ） 都民参加型レ ース  

ス ポーツ サイ ク ル初心者から 経験者ま でが幅広く 参加し 、 自転車競技に関心を持っても ら う

こ と を目的と し 、 都民参加型レ ース を企画・ 開催する 。  

ア 開催日時 

令和５ 年 12 月２ 日（ 土曜日） 8: 00～16: 00（ 予定）  

  イ  実施会場及びコ ース  

    味の素ス タ ジアム外周車路及び付帯広場における 構内特設コ ース  

  ウ  参加規模 

    延べ 800～1, 000 名程度 

（ ３ ） 自転車ロ ード レ ース 開催プレ イ ベント  

ロ ード レ ース の観戦促進に向けた気運醸成等を図る ためのプレ イ ベント を企画・ 開催する 。 
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ア 開催日時 

令和５ 年 11 月 26 日（ 日曜日） 10: 00～17: 00（ 予定）  

イ  実施会場 

    八王子市明神町三丁目１ ９ －２  東京たま 未来メ ッ セ（ 東京都立多摩産業交流センタ ー） 

※詳細は委託者と 協議の上決定する が、 当該施設の仮予約及び施設借用料については委託

者が実施及び負担する 。  

  ウ  来場者 

    延べ 3, 000～4, 000 名程度 

 

９  委託内容 

 本事業の目的を十分理解し た上で、 委託者から 提供する 「 大会基本計画書（ 以下「 基本計画」

と いう 。 指名業者通知時に配布する 予定。）」 に基づき 実施計画を作成し 、 大会を運営する こ と 。

併せて、 大会の円滑な開催に向け、 委託者等と 連絡調整を行う と と も に、 全体の進捗管理及び取

り ま と めを行う こ と 。  

なお、 委託費には、 業務を実施する に当たり 本仕様書に特に定めのある 場合を 除き 、 事業実施

に際し て必要な手続及びそれら に係る 諸経費（ 権利関係の処理等に係る 費用を含む。 ） 等、 本委

託の履行に必要と なる 一切の経費を含むも のと する 。  

（ １ ） 実施計画の作成に係る 提案 

   下記に掲げる 実施計画について、 別紙「 実施計画の提案」 を 参照し 、 計画の骨子を提案する

こ と 。 なお、 作成し た計画について、 準備、 実施、 後処理、 広報等に必要な全ての費用を項目

ごと にリ ス ト 化し 、 必要な経費を 算出する こ と 。  

Ⅰ 全体計画 

（ ⅰ） 大会概要 

（ ⅱ） 組織体制 

（ ⅲ） 準備ス ケジュ ール（ 業務実施工程）  

（ ⅳ） 当日ス ケジュ ール 

Ⅱ 自転車ロ ード レ ース 実施計画 

（ ⅰ） 競技運営計画 

（ ⅱ） ス タ ート ・ フ ィ ニッ シュ 会場運営計画 

（ ⅲ） ス タ ート セレ モニー・ 表彰式計画 

（ ⅳ） コ ース 運営全体計画 

（ ⅴ） 交通規制実施計画 

（ ⅵ） 人員・ 資機材配置計画（ 安全対策計画）  

（ ⅶ） 警備計画 

（ ⅷ） ボラ ンティ ア計画 

（ ⅸ） その他、 委託者が必要と 認める 事項 

Ⅲ 都民参加型レ ース 実施計画 

 

Ⅳ プレ イ ベント 実施計画 

 

Ⅴ 広報計画 

（ ⅰ） 交通規制広報計画 

（ ⅱ） エント リ ー計画 

（ ⅲ） 東京の魅力発信計画 

 

Ⅵ その他の計画 

（ ⅰ） 救護医療計画 

（ ⅱ） 緊急時対応計画 

（ ⅲ） 新型コ ロ ナウ イ ルス 対応計画 

（ ２ ） 実施計画の作成及び運営体制の構築に係る 業務 

ア 実施計画の作成 

委託者から 提供する 基本計画に基づき 、 少なく と も 上記計画を含む、 大会運営に必要な各

実施計画について、 契約締結後２ か月以内を目途に作成する こ と 。 内容は委託者と 協議の上

詳細を決定し 、 委託者の承認を受ける と と も に、 適宜見直し を 行い、 関係者が常に最新の情

報を共有でき る よ う にする こ と 。  
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ま た、 作成し た計画について、 委託者が求める 場合には数量や費用等に係る 根拠資料を用

いて詳細な説明をする こ と 。  

イ  運営体制の構築 

  （ ア） 人員体制の構築 

受託者は、 契約締結後直ちに委託業務を 履行する のに必要な人員を確保する と と も に、

業務責任者、 事業実施体制、 連絡体制について書面で提出する こ と 。 ま た、 変更が生じ る

場合は、 委託者に事前に協議し 、 承認を得る こ と 。  

なお、 大会当日は競技運営やロ ード レ ース コ ース 管理、 都民参加型レ ース 管理等、 実施

項目ごと に運営を 統括する 責任者等を適宜配置し 、 業務責任者の指揮命令のも と 、 円滑な

運営管理が行える よ う 体制を整える こ と 。  

  （ イ ） 業務責任者の設置 

業務責任者は、 本委託業務全体を 統括する 責任者と し て以下の業務を行う こ と 。 業務責

任者が不在の場合は代行責任者が行う こ と 。  

ａ  業務進捗及び課題等の把握・ 管理 

ｂ  自治体・ 警察・ 施設管理者など 関係機関連絡会議等への出席 

ｃ  緊急時対応状況の一元管理 

ｄ  委託者、 自治体・ 警察・ 施設管理者など関係機関等の各関係者と の連絡調整等 

ｅ  大会当日の全体管理及び連絡体制・ 通信手段の確保 

  （ ウ ） 定例会の実施 

委託者と 受託者で定期的に打ち合わせ（ 以下「 定例会」 と いう 。） を実施する こ と 。 定例

会は、 委託者が指定する 場所で、 週１ 回程度の頻度で実施する こ と 。 委託者と 受託者で定

例会を行った事項については、 終了後３ 日以内を目途に議事録を提出する こ と 。  

ま た、 委託者が同席し ない場合における 外部と の打合せ事項についても 同様に議事録を

提出する こ と 。  

（ エ） 委託者と の連絡体制 

受託者と 委託者の諸連絡は、 電話、 電子メ ール等を用いる 。 ま た、 緊急の場合は、 夜間・

休日でも 速やかな対応ができ る よ う 連絡体制・ 通信手段を整える こ と 。 その他、 受託者内

部及び関係者間の情報共有を密に行う こ と 。  

  （ オ） その他 

本委託を 含め、「 レ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託」「 マルチス ポーツ 、

多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支援及び運営委託」 のう ち計２ つ以上の契約を 受注す

る 場合には、 各業務において何一つ支障が出ないよ う 、 同時並行で業務を進めら れる 十分

な体制を組むこ と 。  

（ ３ ） 運営マニュ アル、 進行台本等の作成 

委託者の指定する 日時ま でに、 大会について、 少なく と も 以下の事項を 含めた運営マニュ ア

ル、 進行台本等を作成し 、 提出する こ と 。  

  ア 競技運営マニュ アル 

  イ  会場運営マニュ アル 

  ウ  ス タ ート セレ モニー・ 表彰式マニュ アル 

  エ ロ ード レ ース コ ース 運営マニュ アル 

  オ ボラ ンティ ア運営マニュ アル 

  カ 都民参加型レ ース 運営マニュ アル 
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  キ プレ イ ベント 運営マニュ アル 

（ ４ ） 大会の運営 

９ （ １ ） の実施計画等の作成及び９ （ ３ ） の運営マニュ アル、 進行台本等の作成に基づき 、

以下の事項を含めた大会の準備、 運営等、 事業実施に付帯する 一切の業務を 行う こ と 。 ま た、

業務に係る 費用は全て受託者が負担する こ と 。  

ア 国内競技団体等と の調整、 連携を含めた大会の円滑な運営 

イ  プロ 選手等の出場選手の確保 

  ウ  車両等を含めた運営に必要な資機材の調達 

  エ 登壇者、 アス リ ート 等に対する アテンド （ 接遇、 飲食物提供、 誘導、 通訳等含む）  

オ 通訳（ 英語を基準と し 、 必要に応じ て多言語対応を行う こ と 。）  

カ 各種制作物等の作成 

  キ 参加者の取り ま と め、 問い合わせ対応 

  ク  各種事務局の設置・ 運営 

（ ア） ボラ ンティ ア事務局 

募集から 当日の活動終了ま でに必要な作業を行う と と も に、 ボラ ンティ ア参加者対応窓

口と し て事務局を 開設し て対応する こ と 。 詳細は委託者と 協議の上決定する 。  

（ イ ） 交通規制対応事務局 

交通規制公表後から 令和５ 年 12 月末ま での間、問い合わせ窓口を開設し 対応する こ と 。

詳細は委託者と 協議の上決定する 。  

（ ウ ） 広報事務局 

メ ディ アに配布する 全ての関係資料の作成（ 翻訳含む）、メ ディ アの動員、当日の受付、

メ ディ ア対応、 掲載フ ォ ロ ー、 モニタ ー、 事後メ ディ ア対応等を実施する 広報事務局を開

設し 、 大会がメ ディ アを通じ て国内外に発信さ れる こ と を意図し て、 適切な撮影・ 取材ス

ペース を設ける こ と 。  

  ケ イ ベント 保険への加入（ 味の素ス タ ジアムで同日に開催する イ ベント に係る 運営委託（ ６

（ ５ ） イ の契約） 保険と の重複を避ける こ と 。）  

  コ  当日の様子の撮影（ 参加者に対し 撮影の許諾を得る こ と 。）  

  サ 障害者のアク セシビリ ティ への配慮 

シ 会場来場者及び沿道観戦者等の誘導、 動線の確保、 警備等の実施及び必要に応じ たト イ レ

等の確保 

ス  大会に係る 苦情対応 

セ 来場者が大会運営ス タ ッ フ、 ボラ ンティ ア等を容易に識別する ためのス タ ッ フ ウ ェ ア等準

備（ 気温、 天候等を考慮し た仕様のも のを用意する こ と 。）  

  ソ  実施に際し て必要と なる 識別諸票（ 車両証、 通行証、 関係者識別票（ ス タ ッ フ タ グ） 等） 

を 発行する こ と 。 ま た、 その他印刷物（ サイ ン等含む） 等が必要な場合は、 適宜手配又は作

成し 、 必要数を用意する こ と 。）  

 タ  実施及び検証報告書の作成（ 大会終了後、 本件業務にかかわる 大会の実施結果を取り まと

めた実施報告書（ 記録写真、 参加者数、 出席メ ディ アリ ス ト 、 各種広報物配布数、 数値等を

用いた効果検証を含む） を 作成する と と も に、 次回大会に向けた課題等について、 関係者及

び団体等の聞き 取り 等を含めた報告書をと り ま と める こ と 。）  

 チ その他実施に当たり 必要と なる 事項 

（ ５ ） 広報関連業務 
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大会の広報関連業務について、 以下を行う こ と 。 なお、 大会全体の広報計画については、 味

の素ス タ ジアムで同日に開催する イ ベント に係る 運営委託（ ６ （ ５ ） イ の契約） で作成・ 実施

する 予定のため、 本委託には含ま ないこ と と する 。  

ア ウ ェ ブページの作成・ 運用 

本事業に係る ウ ェ ブページ（ 以下「 ウ ェ ブページ」 と いう 。） を 作成し 、 公開する こ と 。 開

催に向けた気運醸成を図る ため、 ウ ェ ブページを活用し 、 積極的なＰ Ｒ を行う こ と 。 その際

は音声読み上げの機能を 付す等、 情報アク セシビ リ ティ に留意する こ と 。 内容については、

事前に委託者と 協議の上、 承認を 得る こ と 。 情報発信に際し ては以下の点を 踏ま える こ と 。 

（ ア） 自転車ロ ード レ ース（ 一般応募枠） 及び都民参加型レ ース の参加者は事前登録制を予定

し ており 、 募集に当たってはウ ェ ブページを活用する こ と 。  

（ イ ） 委託者の公式ウ ェ ブサイ ト （ ht t ps: //gr and-cycl e-t okyo. j p） から ウ ェ ブページへリ ン

ク する ためのバナー画像を必要に応じ 作成する こ と 。  

（ ウ ） 他の GRAND CYCLE TOKYO事業に係る 受託事業者から ウ ェ ブページの更新等に関係する 依

頼等があった場合は、 その依頼等に誠実に対応する こ と 。  

イ  ウ ェ ブページ、 委託者の公式ウ ェ ブサイ ト 、 ソ ーシャ ルメ ディ ア等を活用し た大会に関す

る 事前・ 事後の広報活動 

（ ア）大会を事前から 盛り 上げ、積極的に大会の趣旨及び活動を広報する ため、ウ ェ ブページ、

委託者の公式ウ ェ ブサイ ト 、 ソ ーシャ ルメ ディ ア等を活用し 、 コ ンテンツ を計画的に用意

し 、 広く 都民、 国内外の人々が広く 認識でき る 広報活動を行う こ と 。  

（ イ ） 事業当日の様子がソ ーシャ ルメ ディ ア（ SNS、 主に I nst agr am、 Twi t t er、 Facebook 等）

を通じ て広く 拡散さ れる こ と が期待でき る よ う な企画と する こ と 。  

ウ  記録写真又は映像の撮影 

大会当日の写真に加えて、 事前準備、 当日の準備、 撤去作業等、 後年度においても 一見し

て運営手順や様子がわかる よ う に記録写真又は映像を撮影し 、 一連の流れを 理解し やすいよ

う にま と める こ と 。  

  エ 来場者数の測定及びアンケート に係る 業務 

（ ア） 参加者数及び来場者数の測定を 行い、 開催当日の速報値を含め、 委託者の求めに対し 速

やかに報告でき る 体制と する こ と 。  

（ イ ） 来場者に対し 、 アンケート を実施する こ と 。 アンケート で質問する 内容については、 委

託者と 事前に調整し 、 決定する こ と 。 併せて、 アンケート の集計・ 分析を行う こ と 。  

（ ウ ） アンケート の実施方法等については、 デジタ ル技術の活用を 積極的に検討する こ と 。  

（ ６ ） 第２ 回大会に係る 基本計画策定支援 

大会準備と 並行し て、第２ 回大会に係る 基本的事項( 日程・ 会場・ コ ース 及びその他イ ベント

等) 等について、委託者が行う 基本計画等の策定支援を行う こ と 。具体的には、開催に向けて策

定する 第２ 回大会の基本計画について、 競技特性等を十分に考慮し 立案する こ と 。  

当該基本計画策定支援を行う に当たっ ては、 こ れま での見識や専門的知見を 最大限活用し つ

つ本件業務の遂行にて培っ た見識も 踏ま え、 現実的かつ実現可能な計画案を提案・ 作成し 、 委

託者の合意を 得る こ と 。 その上で、 次のアから ク ま でに掲げた項目を含む基本計画を作成する

こ と 。  

ア 準備体制に関する 計画 

（ ア） 実施年度の準備体制時に必要な人員・ 組織機能に関する 計画 

※ 大会における 具体的な人員配置等は、 実施運営計画にて策定し ていく ため作成不要 

https://grand-cycle-tokyo.jp
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（ イ ） 大会開催に当たっての予算計画 

※ 検討の深度化に合わせて「 人員・ 組織機能に関する 計画」 及び「 予算計画」 の暫定版を

提示し 、 その後随時更新し ていく  

イ  広報・ マーケティ ング・ 参加登録に関する 計画・ 対応 

（ ア） 競技愛好者を含む一般参加者への広報・ プロ モーショ ン、 気運醸成計画 

（ イ ） HP の作成及び参加申し 込みの受付に関する 決済を 含めたシス テムの構築に関する 計画 

（ ウ ） ス ポンサー獲得へ向けた企業等へのプロ モーショ ン計画 

（ エ） ウ の計画に基づいた企業等へのプロ モーショ ン活動 

ウ  競技に関する 基本計画 

（ ア） 大会開催に当たってのカテゴリ ー設置に関する 計画 

（ イ ） ス タ ート 及びゴール地点に関する 計画（ 駐車場等を 含む）  

（ ウ ） 審判員、 ボラ ンティ ア等の人員配置及び給水設置箇所等（ 沿道対応含む）  

（ エ） コ ース に関する 実地・ 実測調査（ 競技のための正確な実測調査は想定し ない）  

（ オ） 宿泊・ 輸送（ 人、 自転車等） に関する 計画 

（ カ） 救急・ 救護対応に関する 計画（ 指定病院等を 含む）  

（ キ） 当日の本部運営体制に関する 計画 

エ 交通規制・ 警備関連計画  

（ ア） 道路状況及び近隣施設等の把握のための実地踏査の実施  

（ イ ） 交通規制位置、 規制ス ケジュ ールの計画  

（ ウ ） 一般交通の迂回路の計画  

（ エ） 人員（ 誘導員等） の配置及び資機材（ 鉄柵等） の設置・ 撤去計画並びに人員・ 資機材の

ために必要なコ ース 沿道の用地のリ ス ト アッ プ 

（ オ） 標識被覆、 標識追加設置の計画  

（ カ） 誘導看板デザイ ン、 配置の計画  

（ キ） 住民、 一般交通への事前告知の手法、 サイ ン計画、 告知ス ケジュ ールの計画  

  オ ボラ ンティ ア関連計画 

（ ア） ボラ ンティ アの募集・ 研修・ 配置に関する 計画 

  カ 付帯イ ベント に係る 計画 

（ ア） 付帯イ ベント （ 都民参加型レ ース 等） の内容、 実施会場、 人員・ 備品等の配置等に関す

る 計画 

  キ 各計画の策定に必要な関係各所と の調整に関する こ と  

（ ア） 道路管理者・ 警察・ 自治体・ 沿道事業者・ 沿道住民等の関係者と の打合せのための情報

の収集・ 資料作成・ 各種調整（ 必要に応じ て打合せへの同席や説明会準備・ 個別対応など ）   

ク  継続的な大会（ 付帯イ ベント を含む） 実施に関する 全体戦略 

（ ア）今後の大会（ 付帯イ ベント を 含む） の継続的な発展・ 拡大を踏ま えた全体戦略の検討（ 例：

規模拡大、 国際競技団体の公認取得のプロ セス 、 観光と の相乗効果、 参加者・ ボラ ンティ

アデータ 活用施策、 継続に向けた収支プラ ンの策定等）  

（ ７ ） その他 

  ア 関係者と の調整等 

道路管理者、 交通管理者、 会場管理者、 国内競技団体、 東京都庁内関係部署、 関係自治

体等と の交渉や打合せに関し 、 調査・ 分析や実施運営に係る 内容に基づき PowerPoi nt ・

Excel データ 等の編集可能な様式によ る 資料作成を行う と と も に、 必要に応じ て出席し 説明
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を 行う こ と 。 打合せの内容によ り 、 実施内容の修正や追加の必要が生じ た場合は、 委託者

と 協議の上、 対応する こ と 。  

イ  住民説明会補助 

コ ース 、 会場付近の地域住民及び事業者等への説明会への同席、 開催場所の確保、 資料

作成や開催案内・ 調整等、 運営補助を 行う こ と 。  

ウ  関係官公署と の協議・ 手続等 

（ ア）関係官公署等への手続について、申請先や申請時期等を 調査し 、リ ス ト を作成し た上で、

必要な対応を 行う こ と 。  

（ イ ） 法令に基づく 申請が必要な場合は、 申請に必要な書類の原案を作成し 、 委託者に提出す

る こ と 。 ま た、 当該申請又は受領の際の説明等、 必要な対応を行う こ と 。  

（ ウ ） 関係官公署等と の打合せを行った場合は、 その内容について、 受託者の作成する 書面に

よ り 報告する こ と 。  

エ 協賛企業等の募集 

大会について、協賛金や備品など の提供を受ける こ と ができ る よ う 以下の（ ア） 及び（ イ ）

を 踏ま えた協賛企業等を募集する 計画を作成する こ と 。 作成に当たっては、 金額を段階的に

し た募集方法にする 等、 協賛等が集ま り やすい工夫を委託者と 協議する こ と 。  

なお、 協賛企業等には、 味の素ス タ ジアムで同日に開催する イ ベント への露出の権利も 付

与する 予定である 。  

（ ア） 協賛企業等の選定 

協賛企業等の選定に当たっては、 以下の取組を行っている 企業等を選定する よ う 努める

こ と 。  

ａ  環境への配慮を意識し た取組を行っている こ と 。  

ｂ  都民の健康増進に繋がる 取組を行っている こ と 。  

ｃ  都が進める 自転車施策に賛同し ている こ と 。  

（ イ ） 協賛金等の活用 

受託者は、 大会に関し て想定さ れる 以下の金員等（ 例示） について収受する こ と ができ

る こ と と し 、 金員等の合計額に相当する 大会に関する 業務内容を 委託者に提供する こ と 。

具体的な業務内容は、 別途委託者が指示する も のと し 、 相当する 業務内容がない場合は、

委託者に金員等を 返還する 場合がある 。 ま た、 それ以外の収入等が発生し た際には委託者

と 協議の上、 取扱い方法を決定する 。  

ａ  協賛企業等から 収受し た協賛金から 受託者の手数料を控除し た残額 

ｂ  協賛企業等から 提供さ れた物品又は役務によ って支出が不要と なっ た費用 

ｃ  大会参加費 

オ 事業効果測定 

    事業効果測定は本業務には含ま ず、「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多

摩自転車イ ベント 実施運営計画策定支援及び実施運営委託」 の受託事業者で対応する も のと

する 。  

よ って、 必要な情報等は当該受託事業者に適宜共有を図る こ と 。 当該受託事業者から 必要

な情報を 求めら れた場合は、 誠実に対応する こ と 。  

カ その他、 運営全般に係る 業務 

（ ア） 受託者の責任の下、 全作業を完了する こ と 。 万が一ト ラ ブルが発生し た場合は、 受託者

の責任において処理する と と も に、 速やかに委託者に報告する こ と 。  



9 

（ イ ） 本事業終了後は、 関係法令の定めに従い、 迅速に撤去作業、 原状回復及び清掃を行う こ

と 。 制作物等がある 場合は納品する こ と 。 ただし 、 納品の必要のないも のについては受託

者において処分する こ と 。  

キ 合理的配慮の徹底 

「 障害を理由と する 差別解消の推進に関する 法律」 及び「 東京都障害者への理解促進及び

差別解消の推進に関する 条例」 等に基づいた合理的配慮を徹底する こ と 。  

 

10 成果品 

（ １ ） 成果物の納品部数は以下のと おり と する 。 原則と し てＡ ４ サイ ズ資料を提出し 、 電子データ

を Mi crosof t  Teams のファ イ ル共有機能を利用する か、 DVD-R等の記録媒体に収録し 、 提出す

る こ と 。 電子データ は Mi crosof t  of f i ce ソ フ ト Wi ndows 形式にて表示可能なも のと する 。  

ア 実施計画書 10 部 

イ  業務運営マニュ アル及び進行台本 10 部（ ただし 、最終稿の納品部数については別途通知

する 。）  

ウ  実施及び検証報告書 ５ 部（ 来場者アンケート の集計・ 分析は終了後３ 週間以内を 目途に

行い、 結果を 報告する こ と 。）  

  エ 記録写真データ （ 広報等に使用可能な著作権許諾がさ れたも のを 含む。） １ 式 

オ 記録映像データ （ 広報等に使用可能な著作権許諾がさ れたも のを 含む。） １ 式 

  カ 自転車ロ ード レ ース の中継配信映像データ  １ 式 

  キ 作成し たウ ェ ブページに関連する データ  １ 式 

（ ２ ） 成果品については、 事前に版下案を委託者に提出の上、 内容の確認を受ける こ と 。 成果品の

納入後、 内容に不備等があった場合には、 速やかに受託者の負担で修正等を行う こ と 。  

（ ３ ） ウ ェ ブページ等において、 終了後速やかに事業終了の告知を行い、 記録写真等によ り 当日の

様子を公開する こ と 。  

（ ４ ） 納入先は、 以下のと おり と する 。  

   東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会（ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課

内）  

 

11 危機管理体制の整備 

（ １ ）大会当日は、参加者及び来場者等の安全に十分に配慮し 、危険防止等の安全策を講じ る こ と 。

ま た、 非常時には参加者及び来場者等の安全確保、 避難誘導に万全を期すこ と 。  

（ ２ ） 大会当日のほか、 準備期間等も 含めて作業中に発生し た事故についての責任は、 第一義的に

は受託者が負う も のと する 。 ま た、 事故が発生し た場合は、 速やかに委託者に報告する と と も

に、 損害賠償等の請求があっ た場合には、 受託者が誠意を も って処理する も のと する 。  

 

12  秘密の保持 

受託者は、 本契約締結の事実並びに本契約の諸条件に従った業務の遂行、 その他契約上の債務

の履行に関し て委託者から 受領し 、 又は、 その他の方法によ り 知り 得た一切の事実又は情報につ

いて、 委託者が事実を承諾し ない限り 、 何人に対し ても その内容を 一切公開せず、 ま た開示も し

ないこ と 。  

受託者は、 業務遂行を通じ 知り 得た一切の事実又は情報を、 本契約以外の目的には使用し ない 
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こ と 。ただし 、その事実又は情報を既に適法に知っていたか、若し く は公知の事実と なったも の、  

又は法令の適用によ り 若し く は官公署、 裁判出頭命令、 指導、 通達等によ り 提出する 事実につい

ては、 こ の限り ではない。  

受託者が秘密保持義務に違反し 、 委託者が損害を被っ た場合、 受託者は、 その損害の補償をす

る こ と 。  

なお、 契約終了後においても 同様と する 。  

 

13 個人情報の取り 扱い 

委託者が貸与する 資料に記載さ れた個人情報及び業務に関し て知り 得た個人情報は全て委託

者の保有個人情報であり 、 委託者の許可なく 複写、 複製又は第三者へ提供し てはなら ない。 委託

期間の満了後は、 保有個人情報が記載さ れた資料（ 電子媒体に記録さ れたも のを含む。） を GRAND 

CYCLE TOKYO実行委員会に返却する も のと する 。 仕様書別紙１ 「 個人情報を 取り 扱う 事務に係る

委託契約特記事項」 を遵守する こ と 。  

 

14 著作権等 

（ １ ）本委託の成果物（ 成果品、作成途中の成果品及び業務の履行に当たり 作成し た記録等を含む。）

の著作権は、 著作権法（ 昭和 45 年法律第 48 号） 第 27 条及び第 28 条に規定する 権利も 含め、

全て委託者に帰属する も のと する 。 ただし 、 従前よ り 受託者又は第三者の有する 著作物の著作

権は、 当該受託者又は第三者に留保さ れる も のと する 。  

なお、受託者は、委託者の承諾なく 成果品等を第三者に閲覧、貸与又は譲渡し てはなら ない。  

（ ２ ） 受託者は、 成果物の作成等に当たり 映像、 文献等を 引用・ 使用する 際には、 著作権の使用

許諾等に関し 、 受託者の責任において、 必要な処理を行わなければなら ない。  

 

15 一括再委託の禁止 

受託者は委託の履行に際し 、 委託内容の全部又は主要部分を一括し て第三者に委託する こ と が

でき ない。「 主要部分」 と は、 業務における 総合的な企画及び判断並びに業務遂行管理を いい、受

託者は、 こ れを再委託する こ と はでき ない。  

受託者は、 委託内容の全部又は主要部分及び簡易な業務を 除く 業務の一部を 再委託する に当

たっては当該業務の遂行能力を 有する 者の中から 選定し なければなら ない。 ま た、 再委託先（ 以

下「 協力会社」 と いう 。） が東京都の競争入札参加有資格者である 場合は、 指名停止期間中であっ

てはなら ない。  

受託者は、 協力会社が東京都の競争入札参加有資格者でない場合、 東京都の契約から 排除す

る よ う 警視庁から 要請があった者でないこ と を確認する こ と 。  

 

16 情報セキュ リ ティ の確保 

電子情報の取扱いに関し ては、 受託者は、 東京都サイ バーセキュ リ ティ 基本方針及び東京都サ

イ バーセキュ リ ティ 対策基準（ 令和４ 年 11 月１ 日施行） と 同様の水準でのセキュ リ ティ を 確保

する こ と 。 仕様書別紙２ 「 電子情報処理委託に係る 標準特記仕様書」 を 遵守する こ と 。  

 なお、受託者が情報セキュ リ ティ を確保する こ と でき なかったこ と によ り 委託者が被害を被っ

た場合には、委託者は受託者に損害賠償を 請求する こ と ができ る 。委託者が請求する 損害賠償額

は、 委託者が実際に被った損害額と する 。  

 

17 環境によ り 良い自動車利用 
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本委託の履行に当たり 、 仕様書別紙３ 「 １  東京都グリ ーン購入推進方針」 及び「 ２ 環境によ り

良い自動車利用」 を遵守する こ と 。  

 

18 契約不適合責任 

（ １ ） 契約目的物に、 その契約の内容に適合し ないも のがある と き は、 GRAND CYCLE TOKYO実行委

員会は、 受託者に対し て相当の期間を定めてその修補によ る 履行の追完又はこ れに代えて若し

く は併せて損害の賠償を請求する こ と ができ る 。  

（ ２ ） 上記（ １ ） の規定によ る その契約の内容に適合し ないも のの修補によ る 履行の追完又はこ れ

に代えて若し く は併せて行う 損害賠償の請求に伴う 通知は、 GRAND CYCLE TOKYO実行委員会が

その不適合を 知った日から １ 年以内に、 こ れを行わなければなら ない。  

 

19 その他 

（ １ ） 受託者は、 本委託の履行に際し 、 本仕様書に定める 事項等に疑義が生じ た場合は、 速やか

に委託者と 協議する も のと する 。  

（ ２ ） 本仕様書について、 あら かじ め記載さ れていない事項及びその後の状況変化があった事項等

については、 その都度、 双方で協議の上、 対応する も のと する 。  

（ ３ ） 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大又は荒天等を理由に、 やむを得ず企画を延期、 中止する 場

合がある 。 中止に伴う 対応については、 社会通念上相当かつ合理的な範囲において委託者と

の減額等に係る 協議に応じ る も のと する 。  

（ ４ ） 調達の際は、 紛争や人権問題に加担し ている こ と が疑われる 者又は地域から の調達は避け

る 等の配慮を する よ う に努める こ と 。  

 

20 担当 

  東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 

  （ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

  GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 
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【 別表】 カテゴリ ー別レ ース コ ース マッ プ 

（ １ ） エリ ート 男子・ 女子 コ ース マッ プ 

 

 

（ ２ ） パラ サイ ク リ ングコ ース マッ プ 

 

※本コ ース については、 大会運営上の事由等によ り 、 変更さ れる 場合があり ま す。  
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仕様書別紙 

 

１  実施計画の提案 

Ⅰ 全体計画 

（ ⅰ） 大会概要 

東京 2020 オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク 競技大会で自転車ロ ード レ ース の舞台と な

っ た多摩地域において、 レ ガシーコ ース を 活用し たロ ード レ ース や都民参加型レ ース

を開催し 、ス ポーツ サイ ク ル等自転車の活用推進や地域の魅力発信を図り 、大会のレ ガ

シーと し て未来に繋いでいく 。  

（ ⅱ） 組織体制 

計画・ 調達・ 実施の各段階での十分な業務体制・ 人員体制を提案する こ と 。  

ま た、担当者等の過去のス ポーツ イ ベント 実績、交通規制を伴う イ ベント の実績など、

規模（ 具体的な参加人数など ） や知見の有無も 含め提示する こ と 。  

（ ⅲ） 準備ス ケジュ ール（ 業務実施工程）  

   契約から 完了ま でのス ケジュ ールについて、 それぞれの業務内容に応じ た適切かつ

具体的なス ケジュ ールを提案する こ と 。  

（ ⅳ） 当日ス ケジュ ール 

   当日の運営に応じ た適切かつ具体的なス ケジュ ールを提案する こ と 。  

 

Ⅱ 自転車ロ ード レース 実施計画 

（ ⅰ） 競技運営計画 

自転車ロ ード レ ース 、パラ サイ ク リ ングレ ース 競技の実施に向けて、以下を踏ま えた

計画を提案する こ と 。  

・ 自転車ロ ード レ ース に高い知見やノ ウ ハウ を有する 国内競技団体等と の緊密な連携・ 調

整、 競技審判等の運営ス タ ッ フ等の人員体制の構築、 競技備品・ 車両等の適切な手配な

ど 、 全てのカテゴリ ー（ 種目） を安全かつ円滑に実施する ための競技運営方法について

提案する こ と 。  

・ 自転車ロ ード レ ース については、多く の観戦者が見込める 競技レ ベルの高いレ ース と す

る ため、 それに向けたプロ 選手等のト ッ プアス リ ート の参加の確保や人数について提

案する こ と 。 ま た、 競技の安全性を考慮し た上で、 レ ース への一般競技者の参加、 参加

資格、 参加人数、 募集方法や参加費についても 提案する こ と 。  

・ パラ サイ ク リ ングレ ース については、競技人口を 踏ま えた選手の確保が必要なため、国

内自転車競技連盟等と の連携・ 協力も 見据えた上で、海外選手の招聘をベース に検討す

る こ と 。  

・ 出場する 選手へのイ ンセンティ ブと し て、各種表彰や賞金など の設定について提案する
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こ と 。  

・ レ ース 後の選手への防寒対策について提案する こ と 。  

・ 選手や競技運営ス タ ッ フ 等の想定人数に応じ た宿泊・ 輸送等を確保する こ と 。  

・ 臨場感のある レ ース 映像の制作方法、国内外を 問わず多く のフ ァ ンがリ アルタ イ ムで視

聴でき 、レ ース の魅力を最大限伝える こ と ができ る 効果的な媒体やコ ンテンツ 、実況方

法等を提案する こ と 。 ま た、 レ ース 映像の配信や実況において、 多摩地域の魅力発信に

つながる コ ンテン ツについても 提案する こ と 。  

（ ⅱ） ス タ ート ・ フ ィ ニッ シュ 会場運営計画 

   ス タ ート ・ フィ ニッ シュ ガント リ ーの形状・ デザイ ン、 各種運営諸室や配置・ レ イ ア

ウ ト 、駐車場の配置、 Ｖ Ｉ Ｐ やゲス ト の観覧席の設置、 フィ ニッ シュ 地点における レ ー

ス 映像の上映など 、 ス タ ート ・ フ ィ ニッ シュ 会場の運営方法について提案する こ と 。  

（ ⅲ） ス タ ート セレ モニー・ 表彰式計画 

以下を踏ま えたス タ ート セレ モニー・ 表彰式計画を 提案する こ と 。  

・ 多く の誘客が見込め、メ ディ アにと っ てニュ ース バリ ュ ーが高いス タ ート セレ モニーを

企画する こ と 。 M C や音楽、 特殊効果等によ る 演出も 行い、 来賓者対応やメ ディ ア対応

も 行う こ と 。必要に応じ てデジタ ル技術も 活用する こ と 。出演者については委託者と 協

議の上、 決定する こ と 。 レ イ アウ ト 、 参加者誘導、 ス ケジュ ール等を含むこ と 。  

・ Ｖ Ｉ Ｐ を 受け入れる 休憩場所や飲食の提供など、参加者が満足でき る ホス ピ タ リ ティ を

提供する こ と 。  

・ 雨天、 防寒対策も 含むこ と 。  

・ 全競技終了後、 速やかに表彰式を実施でき る ス ケジュ ールと する こ と 。  

・ 表彰式は、味の素ス タ ジアム内ス テージで実施する こ と（ ス テージの設営は当委託には

含ま ない）。  

・ カテゴリ ーごと の表彰式プレ ゼンタ ーを 提案する こ と 。  

（ ⅳ） コ ース 運営全体計画 

自転車ロ ード レ ース の安全かつ確実な実施に向けたコ ース 設営及び運営について、

交通規制や安全対策方法など 全体的な考え方、 方針について提案する こ と 。  

（ ⅴ） 交通規制実施計画 

交通規制の実施について、地域への影響を最大限考慮し た上で、規制区域（ ブロ ッ ク ）

の設定や規制時間の最小化など の計画を提案する こ と 。 なお、提案にあたっては、警察

署管轄単位、 道路・ 施設管理者単位、 制限ブロ ッ ク 単位など 渉外調整を効率的に実施で

き る こ と を想定し たも のと する こ と 。ま た、イ ベント 当日の交通規制中の通行可能な一

般車両動線や歩行者等の横断運用、 緊急車両への対応等も 含める こ と 。  

（ ⅵ） 人員・ 資機材配置計画（ 安全対策計画）   

交通規制時間を 最小限と する ためのコ ース 上及びコ ース 周辺の資機材や人員配置

（ ボラ ンティ アの活用を含む） 及び設営（ 設置・ 撤去） 方法、 設定時間など について提
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案する こ と 。 警察から の指導を想定し 、 選手や観客等の事故・ ト ラ ブルが予見さ れる 注

意すべき 区間や箇所へは重点的に対策を講じ る など 、メ リ ハリ ある 計画と する こ と 。資

機材については設営体制や概算数量、 場所、 規格等を 記載する こ と 。  

（ ⅶ） 警備計画 

   ロ ード レ ース を 安全・ 確実かつ円滑に実施する ため、交通規制及び雑踏対策など 効果

的な警備計画や人員体制規模等を提案する こ と 。  

（ ⅷ） ボラ ンティ ア計画 

   コ ース 運営に必要な資機材の設置や雑踏整理等へのボラ ン ティ アの募集・ 活用及び

事前研修等について提案する こ と 。 ま た、 ボラ ンティ アの活用に際し て生じ る 費用（ 保

険加入に要する 費用及び交通費等） は受託者負担と する 。費用の額及び交通費等の支給

方法については、 契約締結後、 委託者から 通知する 。  

 

Ⅲ 都民参加型レ ース 実施計画 

ス ポーツ サイ ク ル初心者から 経験者ま でが幅広く 参加し 楽し める 都民参加型レ ース の

実施計画について提案する こ と 。  

（ ⅰ） コ ース 設定 

以下を 踏ま え、 味の素ス タ ジアム外周車路及び付帯広場等を 活用し た周回型コ ース

を提案する こ と 。 ス タ ート ・ フ ィ ニッ シュ 、 参加者の受付・ 待機エリ ア等のレ イ アウ ト

の提案も 含む。  

・ ス ポーツ サイ ク ル初心者等でも 安全に参加でき 、最大限事故を回避でき る コ ース と する

こ と 。  

・ １ 周当たり の距離を可能な限り 長 く する こ と 。  

・ 参加者にと って可能な限り 魅力的なコ ース と する こ と 。  

（ ⅱ） プロ グラ ム、 参加人数及び開催ス ケジュ ール 

以下を踏ま え、 可能な限り 多く の人数が参加でき る よ う プロ グラ ム、 参加人数、 参加

費及び開催ス ケジュ ールを提案する こ と 。  

・ ス ポーツサイ ク ル初心者から 自転車愛好家等ま で、レ ース 経験の有無や年齢、性別に関

わら ず幅広く 安全に参加でき る プロ グラ ム について、 プロ グラ ムごと のク ラ ス 分けや

各参加人数等も 合わせて提案する こ と 。なお、ス ポーツ サイ ク ル初心者等については、

レ ベルに応じ てレ ース 前のス ク ール実施を 組み合わせる など 、 安全面を 最大限考慮す

る こ と 。  

・ レ ース の合間に、選手の先導等によ り 子供が自転車に乗る こ と を家族で楽し める フ リ ー

ラ イ ド の様なプロ グラ ムも 一部提案する こ と 。 プロ グラ ムの内容によ ってレ ンタ サイ

ク ルの活用についても 検討する こ と 。  

・ 当日のス ケジュ ールについては、 日没、 受付時間、 表彰式等を考慮し て設定する こ と 。  

・ 多く の参加希望者が見込める よ う 、プロ グラ ムの内容に加え、顕彰や参加賞等によ り 、
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参加へのイ ンセン ティ ブを高める こ と 。  

・ プロ グラ ム の合間に、プロ 選手等によ る エキシビ ショ ン等、レ ース 以外のコ ンテンツに

ついても 提案する こ と 。  

 

Ⅳ プレイ ベント 実施計画 

  自転車ロ ード レ ース 開催直前期に、レ ース への観戦促進や気運醸成を図る ため、ス タ ー

ト エリ ア近隣においてプレ イ ベン ト を 開催する 。 ス テージコ ン テンツ や自転車体験イ ベ

ント 等で構成し 、子ども から 大人ま で多く の来場者が自転車に親し め、ロ ード レ ース への

期待を 促すよ う なイ ベント を 提案する こ と 。開催場所は、東京たま 未来メ ッ セ（ 八王子市）

と する 。  

（ ⅰ） プロ グラ ム及び開催ス ケジュ ール 

以下の要素を考慮し 、話題性・ 集客力の面で効果の高いプロ グラ ムや開催ス ケジュ ー

ルを 提案する こ と 。  

・ 自転車競技のデモンス ト レ ーショ ンや体験、 交通安全教室、 パラ サイ ク ル体験など、 自

転車愛好家のほか、不特定多数の一般来場者が見込める よ う 、年齢や性別を問わず、 幅

広く 楽し める プロ グラ ムと する こ と 。  

・ ロ ード レ ース 参加者の出走エント リ ー受付も 併せて実施する こ と 。  

・ 環境にやさ し く 健康に良い自転車の活用促進に繋がる も の、多摩地域の PR に資する も

の（ グルメ ・ 特産品・ 観光ス ポッ ト 等） など 、 地域と 一体と なった大会と し て情報発信

を行う コ ンテンツ を含むこ と 。  

・ ロ ード レ ース 競技及び自転車全般に対する 興味、関心を高める コ ンテン ツと する こ と 。  

（ ⅱ） アス リ ート の活用 

オリ ンピ アン・ パラ リ ンピ アンやプロ 選手、 ロ ード レ ース 出場選手など 、 著名なアス

リ ート 等の活用を 提案する こ と 。 活用に際し ては、競技デモンス ト レ ーショ ン や、子ど

も を 含めた参加者と の交流など 、 ロ ード レ ース への関心を高めら れる よ う な企画と す

る こ と 。  

 

Ⅴ 広報計画 

（ ⅰ） 交通規制広報計画 

交通規制に対する 地元関係者等（ 地域住民、 事業者、 教育機関、 官公庁等） 等から の

理解や協力を最大限得る ための大会前交通規制広報について、ツ ール・ 媒体、対象範囲、

実施時期など 効果的かつ効率的に実施する ための計画を提案する こ と 。なお、地元関係

者等から の問い合わせ窓口（ コ ールセンタ ー等） の設置についても 含むも のと する 。  

（ ⅱ） エント リ ー計画 

自転車ロ ード レ ース 及び都民参加型レ ース の参加者の募集受付について、 以下を踏

ま えたエント リ ーサイ ト を提案する こ と 。  
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・ 大会用のウ ェ ブページと 連動さ せる こ と 。  

・ エント リ ーフ ォ ームを作成し 、 応募プロ グラ ム、 大会への参加資格や経験、 自転車の持

ち込みの有無（ レ ンタ サイ ク ルの利用有無） などを確認でき る よ う にする こ と 。  

・ 応募者に対し て、 当選落選の結果、 ゼッ ケン等事前送付物の案内、 当日の開催可否など

は、メ ール等で事前連絡し わかり やすく 伝えら れる よ う にし 、複数回発信でき る 体制を

と る こ と 。  

・ アク セス 集中等によ る シス テムダウ ン防止対策を行う こ と 。  

・ 応募内容や参加規約、 注意事項など が分かり やすいウ ェ ブのレ イ アウ ト ・ 構成と し 、 参

加者が間違えずに申し 込みでき る よ う 工夫し 、 ユーザーテス ト を実施する こ と 。  

・ 多言語対応（ 日本語・ 英語等） を行う こ と 。  

・ 参加者受付の際には参加費を徴収し 、キャ ンセルが発生し た際には、キャ ンセルポリ シ

ーに従い適切に対応する こ と 。  

（ ⅲ） 東京の魅力発信計画 

 ・ 自転車ロ ード レ ース 及びパラ サイ ク リ ングで招聘し た海外選手等が、大会前後に都内の

観光施設等を訪問し 、 東京の食や文化等の魅力発信を 行う 企画を提案する こ と 。  

 

Ⅵ その他の計画 

（ ⅰ） 救護医療計画 

大会の参加者、 ス タ ッ フ 、ボラ ンティ ア、 観客等に傷病者が出た場合の救護医療計画

について提案する こ と 。 計画には、 救護施設の設置場所、 AED 等必要と なる 機材や備

品、 搬送のフ ロ ー、 医療従事者配置、 人員体制など について盛り 込むこ と 。  

（ ⅱ） 緊急時対応計画 

悪天候時や大規模自然災害発生時、大会にかかる 事故発生時など、当初計画通り のイ

ベン ト 運営が困難と なった場合の対応について提案する こ と 。 ま た、 緊急時の参加者・

来場者への周知方法を検討する こ と 。  

（ ⅲ） 新型コ ロ ナウ イ ルス 対応計画 

   大会実施時における 新型コ ロ ナウ イ ルス の蔓延状況を想定し 、 委託者と 協議の上、

それぞれの状況に応じ た適切な対策を検討する こ と 。  

  ・ 大会実施時における 新型コ ロ ナウ イ ルス の国・ 都の方針・ 指針等を遵守する こ と 。  

・ 変異ウ イ ルス 等の出現を踏ま え、 イ ベント 開催時期の状況に合っ た計画に随時変更

する こ と 。  

・ 来場者及びス タ ッ フ 等関係者から 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症等の陽性者（ 感染疑い

含む） が発生し た場合の対応・ 連絡フ ロ ーを事前に定める こ と 。  



「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計

画策定支援及び運営委託」 企画提案募集要領 

 

１  契約番号 

05-003 

 

２  件名 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レース 等実施計画策

定支援及び運営委託 

 

３  委託内容 

「 仕様書」 のと おり  

 

４  提示額 

1, 568, 200 千円（ 消費税及び地方消費税の額を 含む）  

 

５  応募要件  

  以下の全ての要件を満たすこ と と し ま す。  

（ １ ） 東京都の物品買入れ等競争入札参加有資格者で 営業種目 120「 催事関係業務」 に登

録がある 又は他の道府県、 市町村等において同等の資格の登録若し く は実績がある こ

と （ 応募時に「 令和３ ・ ４ 年度東京都物品買入れ等競争入札参加資格受付票」 又はそれ

に準ずる も の（ 契約書等を含む） の写し を 提出する こ と 。）。  

（ ２ ） 警備業法（ 昭和 47 年法律第 117 号） 第４ 条に規定さ れている 認定を受けている こ

と 。 東京都以外の公安委員会で認定さ れている 場合は、 同法第９ 条に規定さ れている

東京都公安委員会の受付印のある 届出書の写し も 添付する こ と 。  

（ ３ ） 東京都競争入札参加有資格者指名停止等措置要綱に基づく 指名停止等の期間でない

こ と 。  

 

６  応募期間 

令和５ 年３ 月６ 日（ 月曜日） 午後１ 時から 同月 13 日（ 月曜日） 午後１ 時ま で 

 

７  応募方法 

希望申請する 場合は、 応募期間内に様式１ 「 応募届」 及び応募要件を満たすこ と を 示

す書類を以下のメ ールアド レ ス 宛てに送信し てく ださ い。 その際、 件名を以下のと おり

と し てく ださ い。  

宛先： GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  



メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p（ 受信専用）  

   件名： 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施

計画策定支援及び運営委託 

 

８  仕様説明会 

仕様内容についての説明会を 以下のと おり 開催し ま す。  

なお、 企画提案書の提出に当たっては、 仕様説明会への参加を必須の要件と し ま す。  

（ １ ） 開催日時 

令和５ 年３ 月 17 日（ 金曜日）（ 予定）  ※開催日時等は、 後日改めて連絡し ま す。  

（ ２ ） 開催場所 

Mi crosof t  Teams を利用し たオンラ イ ン会議（ 予定）  

（ ３ ） 出席者 

２ 名以内 

 

９  質問の受付及び回答 

募集要領及び仕様書についての質問がある 場合は、 以下の期間内に受付・ 回答し ま す

ので、 様式２ 「 質問票」 によ り 、 電子メ ールで送信し てく ださ い。  

なお、 対面、 電話等によ る 口頭での質問は一切受け付けま せん。  

（ １ ） 質問期間 

指名通知のあっ た日から 令和５ 年３ 月 23 日（ 水曜日） 正午ま で 

（ ２ ） 質問方法 

質問事項を記入し た様式２ 「 質問票」 を以下のメ ールアド レ ス 宛てに送信し てく ださ

い。 その際、 件名を以下のと おり と し てく ださ い。  

宛先： GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p（ 受信専用）  

件名： 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実

施計画策定支援及び運営委託 

（ ３ ） 回答方法 

電子メ ールによ り 、 全ての指名通知者に質問内容及び回答を公表し ま す。  

なお、 全ての指名通知者から 質問がなかった場合、 その旨の連絡はし ま せんのであ

ら かじ め御了承く ださ い。  

（ ４ ） 回答日（ 予定）  

令和５ 年３ 月 24 日（ 金曜日） 午後５ 時ま でに回答し ま す。  

 

10 提出書類 

（ １ ） 提出書類 
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ア 企画提案書（ 10 部）  

正本（ 社名等を表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印をし ていないも の）  ９ 部  

イ  企画提案書要約版（ 10 部）  

正本（ 社名等を表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印をし ていないも の）  ９ 部  

ウ  経費内訳書記入用紙（ 10 部）  

正本（ 社名等を表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印をし ていないも の）  ９ 部 

エ 企画提案書、 企画提案書要約版及び経費内訳書の電子データ が入った DVD±R 又

は CD-R ２ 枚 

（ ２ ） 提出書類の注意事項 

ア 企画提案書、 企画提案書要約版及び経費内訳書を１ 点ずつま と め１ 部と し 、 左上

を ス テープラ 等で留めたも のを提出する こ と （ 製本、 表紙カバー等は不要）。  

イ  企画提案書要約版は、 企画提案書に記載さ れている 内容のみで構成する こ と 。 ま

た、 ページ数は 10 以内と する 。  

ウ  企業の特定を 防ぐ ため、 企画提案書及び要約版のフォ ーマッ ト は別紙１ のデザイ

ンを 加工せずに使用し て作成する こ と 。  

エ 提案内容は、 文章で簡潔に記載し 、 必要に応じ て文書を補完する ための図表等を

使用し 、 分かり やすく 表現する こ と 。 やむを得ず専門的な用語等を用いる 場合は、

必ず注釈を付記する こ と 。  

オ 文字は図表や注釈等を除き 、 原則と し て MS 明朝の 12 ポイ ント 以上の大き さ と す

る こ と 。  

カ 原則と し て A4 サイ ズにて作成し 、 両面印刷と する こ と 。 縦・ 横は問わない。 ま

た、 必要に応じ て一部が任意のサイ ズや片面印刷と なる こ と は差し 支えない。   

キ 多色刷り は可能と する が、 モノ ク ロ 複写・ 印刷する 場合でも 見やすく なる よ う に

する こ と 。  

ク  社名、 ロ ゴマーク 及び背景色等、 提案者の企業名等が特定・ 類推でき る 記載を 行

わないこ と 。 ま た、 企画提案者、 協力会社及び協力先（ 指導、 助言又は監修等を含

む） の会社名、 担当者名、 こ れら を特定でき る 固有氏名等（ ロ ーマ字などで頭文字

等を イ ニシャ ル表示と する 場合を 含む。） の記載を行わないこ と 。  

（ ３ ） 提出方法、 提出期限及び提出場所 

   以下のいずれかの方法で提出し てく ださ い。 FAX及び電子メ ールによ る 送信は受け

付けら れま せん。 なお、 それぞれで提出期限が異なり ま すので注意し てく ださ い。  

【 郵送（ 書留） 又は信書便（ 書留に準ずる も の） によ る 方法】  

提出期限： 令和５ 年４ 月４ 日（ 火曜日） 必着 



   【 持参によ る 方法】  

    提出期限： 令和５ 年４ 月５ 日（ 水曜日） 提出時間は指名通知で業者ごと に指定 

【 提出場所 】  

〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 18 階南側 

東京都生活文化ス ポーツ 局総務部総務課（ 用度担当）  

（ ４ ） 企画提案応募の辞退 

企画提案応募を 辞退する 場合は、 様式３ 「 辞退届」 を 令和５ 年３ 月 28 日（ 火曜日）

正午ま でに以下のメ ールアド レ ス 宛てに送信し てく ださ い。その際、件名を以下のと お

り と し てく ださ い。  

宛先： GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p（ 受信専用）  

件名： 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実

施計画策定支援及び運営委託 

 

11 企画提案書等作成上の留意点 

  企画提案書等は、 仕様書に基づき 作成し てく ださ い。  

なお、 仕様書の別紙「 実施計画の提案」 に記載の事項については、 必ず含める よ う に

し てく ださ い。  

ま た、指定事項のほかにも 貴社独自の企画提案があれば記載し てく ださ い（ 本提案に要

する 経費は契約金額に含むも のと し ま す。）。  

 

12 企画提案審査委員会 

別途設置する 『「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ー

ス 等実施計画策定支援及び運営委託」 委託先選定委員会』 において、 提出書類、 指名通知

者から の説明及び質疑によ り 審査を行いま す。 ただし 、審査に当たっては応募要件、 必要

書類、 企画提案書等作成上の留意点等を満たし ている こ と を 条件と し ま す。  

審査基準については、 別添『「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転

車ロ ード レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託」 審査基準』 によ る こ と と し ま す。  

（ １ ） 日時 

令和５ 年４ 月 12 日（ 水） から 14 日（ 金） ま でのう ち１ 日（ 予定）  

※開催日時等は、 後日改めて連絡し ま す。  

（ ２ ） 場所 

Mi crosof t  Teams を利用し たオンラ イ ン会議（ 予定）  

（ ３ ） 出席者及び審査時間 

５ 名以内で、 40 分間（ 説明 20 分、 質疑応答 20 分）  

（ ４ ） 注意事項 
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   当日は、 以下の点に注意し てく ださ い。  

ア 提出書類に基づき 、 説明及び質疑を行う こ と 。  なお、 ス ク リ ーン等の使用は不

可と する 。  

イ  説明の主要部分は原則業務責任者と なる 予定の者が行う こ と 。 ま た、 企業名等を

出さ ずに行い、 企業名等が特定ある いは類推さ れる よ う な表現も 避ける こ と 。  

ウ  所定の時間を 厳守する こ と 。  

エ 事前に提出し た書類以外の資料を配付する こ と は禁止する 。  

オ 審査の順番等詳細については、 別途通知する 。  

  

13 その他 

（ １ ） 複数会社によ る 共同企業体で応募届を提出する こ と も 可能です。 その際は、 共同企

業体に参画する いずれかの会社が、 応募要件に記載し た業務実績を有する こ と が必要

になり ま す。  

（ ２ ） 契約方法は企画提案方式です。 指名業者の選定については、 応募要件、 該当性など

から 、 GRAND CYCLE TOKYO実行委員会業者等選定委員会において決定し ます。  

（ ３ ） 審査結果通知は、 審査委員会の翌日に行う 予定です。 なお、 応募届の提出があって

も 、 必ずし も 指名さ れる と は限り ま せん。 指名等通知と 併せて、 令和４ 年度に作成し

た「 大会基本計画書」 を送付する 予定です。 その資料を踏ま え、 企画提案書を作成し

てく ださ い 

（ ４ ） 企画提案応募にかかる 費用は応募者の負担と し ま す。  

（ ５ ） 企画案作成に当たっ て第三者の著作権等に抵触する 恐れのある も のは、 応募者の責

任において適正な処理をし てく ださ い。  

（ ６ ） 応募書類は返却し ま せんので、 あら かじ め写し をと る 等の対応をお願いし ま す。  

（ ７ ） 有効な希望申請受付後、 契約確定の日（ 審査結果通知後に有効な見積書の提出があ

った日） の前日ま でに東京都競争入札参加有資格者指名停止等措置要綱に基づく 指名

停止等の期間に該当し た者は、 その後の審査手続等に参加でき ず、 採用候補者に決定

し た後であっても 契約締結の相手方と し ての対象になり ま せん。  

（ ８ ） 選定さ れた企画提案者は、 その責務と し て別途 GRAND CYCLE TOKYO実行委員会と の

間で委託契約を締結する も のと する 。  

（ ９ ） 本業務委託について、 継続的に事業の質の向上を図る 観点から 、 一定期間における

業務委託の履行状況に関し て委託者が確認を行い、 定期的に開催さ れる 定例会等と は

別の場によ り 、 委託者から 受託者へフ ィ ード バッ ク 等を行う と と も に、 業務改善等に

ついて双方で議論する 機会の設定を予定し ている 。  

 

14 担当 

  GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 



  （ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ総合推進部国際大会課内）  

  〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 



項目例示 金額（億円） 備考

 １　全体業務管理・実施計画書等作成

① 全体業務推進・進捗管理
・業務別進行管理
・渉外業務（資料作成含む）

② 実施計画書等作成 ・各種計画、マニュアル等の作成

項目概要 金額（億円） 備考

① 競技運営 ロードレースの競技運営

② 選手・審判管理 選手及び競技審判員等の管理サポート

③ 会場及び式典運営 ロードレース会場設営・式典運営等

④ レース中継・配信 レースの中継・配信

（２） ロードレースコース運営・安全対策

① コース管理・運営 コース管理・運営スタッフの配置等

② 交通規制の実施 資機材の調達・運搬、警備等人員の手配

③ その他 道路環境保全及び使用申請等の対応

① 実施運営関連 計測関連、スタッフ配置、式典、医療・救護等

② 制作物関連 参加賞、ゼッケン、完走賞、記録証等

③ 設営関連経費
会場・コース整備のための資機材・看板等の調達
及び設営

① 実施運営関連
会場設営、運営スタッフ等の配置、備品調達、会場
装飾等

② イベントプログラム実施 イベントプログラムの運営

項目概要 金額（億円） 備考

① 交通規制等事前広報
ポスター、看板、横断幕、メディア等による事前周
知

② ウェブページ運用 大会用ウェブページの作成・運用

③ 各種事務局運営
参加者、ボランティア、交通規制等への問い合わせ
窓口

④ その他 マーケティング、プレス対応、記録・報告書作成

小計

管理費(率)

管理費

消費税(10%)

合計

（１）　競技運営関連

（３）　都民参加型レース

（４）　ロードレースプレイベント

令和５年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における自転車ロードレース等実施計画策定支援及び運営委託　経費内訳書

項目名

 ２　競技運営関連

項目名

項目名

３　広報関連
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【 様式 1】  

応募届 

 

令和５ 年  月  日  

 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 御中  

 

 「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計画策

定支援及び運営委託」 企画提案に応募し ま す。  

 

 

     住所 

                                                                                

     名称 

                                                                              

     代表者名                            

                                                                                

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ －Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                            

 

【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の応募届はメ ールにて送付する こ と  

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【 様式 2】  

質問票 

件名 
令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ

ース 等実施計画策定支援及び運営委託 

連絡先 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ：  

kei yaku_ grandcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p 

＊こ の質問票は電子メ ールで送信する こ と  

質問受付期間 指名通知のあった日から 令和５ 年３ 月 23 日（ 木） 正午ま で 

質問事項 

*仕様書、募集要領等の

文書名、 該当番号、 段

落等を記入し 、 質問事

項を 明確にする こ と 。  

 

質問者 

（ 必ず記入する こ と ）  

企業名等：  

担当者所属・ 氏名：  

電話番号：  

メ ールアド レ ス ：  

 

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【 様式 3】  

辞退届 

 

令和５ 年  月  日  

 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 御中  

 

 「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計画策

定支援及び運営委託」 企画提案への応募を辞退し ま す。  

 

 

     住所 

                                                                              

     名称 

                                                                                

     代表者名                            

                                                                                

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                  

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ －Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                              

 

【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の辞退届はメ ールにて送付する こ と  

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等 

実施計画策定支援及び運営委託」 審査基準 

 

 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。） 事務局が発注する 「 多摩

地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託」 に係る 審査基準につ

いては、 次のと おり と する 。  

 

１  審査機関 

（ １ ） 本委託業務の企画提案書に関する 審査については、 「 多摩地域における 自転車ロ ー

ド レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託」 委託先選定委員会において実施する 。   

（ ２ ） 委託先選定委員会は、 仕様書に記載し ている 必要要件を 満たし ている かの判断、 下

記２ の（ ２ ） に基づき 付与する 点数の判断及び企画提案書の内容について審査、 評価

する 。  

 

２  審査基準 

（ １ ） 採用候補者の決定方法 

評価点（ 委託先選定委員会各委員の採点を 合計し 、採点し た委員の数で割ったも の）

が最も 高い者を採用候補者に決定する 。  

ただし 、最高得点者が２ 者以上ある と き は、当該の者にく じ を引かせて採用候補者を

決定する 。 こ の場合において、 出席し ない者又はく じ を 引かない者がある と き は、 審査

事務に関係ない事務局職員等にく じ を引かせ、 採用候補者を決定する 。  

なお、 以下に該当する 企画提案書については、 無効と する 。  

ア 提出が必須と さ れた資料について未提出の場合 

イ  提出さ れた資料及び様式の内容に虚偽及び捏造が確認さ れた場合 

（ ２ ） 評価点の配分 

240 点を満点と する 。  

なお、 評価項目及び配点は、 表１ のと おり と する 。  

（ ３ ） 採用最低基準 

委託先選定委員会各委員の採点を 合計し 、 採点し た委員の数で割った評価点の算定

結果が 120 点以上である こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表１  企画提案書の審査、 評価項目及び配点に係る 点数配分表 

評 価 項 目 配点 

１  業務実施体制等 40 

２  企画内容  

( 1) 自転車ロ ード レ ース 実施計画 110 

( 2) 都民参加型レ ース 実施計画 30 

( 3) プレ イ ベント 実施計画 20 

( 4) 広報関連業務 40 

評 価 点 計 240 

 

３  評価方法 

（ １ ） 評価は、 企画提案書によ っ て行い、 ４ の評価基準に基づき 行う も のと する 。  

（ ２ ） 評価点は、 委託先選定委員会各委員の採点を 合計し 、 採点し た委員の数で割ったも

のと する 。 当該算定結果については、 小数点以下１ 桁ま でを有効と し 、 小数点以下２

桁目で四捨五入する 。  

 

４  評価基準 

  企画提案書の評価基準は、別紙「 審査基準における 評価の内容、観点」のと おり と する 。  

（ １ ） 提案内容に係る 加点 

別紙「 審査基準における 評価の内容、 観点」 の１ から ３ ま でについて、 次の方法によ

り 算出する 。  

  ・ 評価は１ から ５ までの５ 段階と する 。 詳細は表２ のと おり と する 。  

   なお、 一部項目は１ から ３ ま での３ 段階と し 、 詳細は表３ のと おり と する 。  

 

表２  ５ 段階評価項目 

評価 加点 

段階 内容 

５  傑出し て非常に優れている 提案  分類別配点 × 1. 0 

４  特に優れている 提案  分類別配点 × 0. 8 

３  優れている 提案  分類別配点 × 0. 6 

２  やや優れている 提案  分類別配点 × 0. 4 

１  必要事項の記載のみ  分類別配点 × 0. 2 

 

表３  ３ 段階評価項目 

 



評価 加点 

段階 内容 

３  要求事項が特に優れている 提案  分類別配点 × 1. 0 

２  要求事項を満たし た提案  分類別配点 × 0. 5 

１  要求事項を満たし ていない提案  分類別配点 × 0. 0 

 



別紙 

「 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託」 審査基準における 評価の

内容、 観点 

 

○ 評価項目 

記載項目 記載の観点 

１  業務実施体制等 ・ 本事業の実施に当たり 、 計画・ 調達・ 実施の各段階で十分な業務

体制・ 人員体制が確保さ れている か。  

・ 業務責任者等について、 当該業務を 円滑な実施が期待でき る 知

識・ 経験・ 実績のある 者が配置さ れている か。  

・ ス ポーツ イ ベント の開催実績・ 運営及び交通規制等を実施し た経

験を有し ている か。  

・ 契約から 完了ま でのス ケジュ ールについて、それぞれの業務内容

に応じ た適切かつ具体的なス ケジュ ールが提案さ れ、確実に進行管

理し 十分に実現可能なも のと なっている か。  

・ 事業費が業務内容と 整合し 、 人数・ 資機材等において、 調達の実

績や調達先が明確に提示さ れる など 、 履行の確実性が確認でき る

か。  

・ 提案がオーバース ペッ ク でなく 、提案内容と 費用のバラ ンス があ

り 、 必要経費が過剰に圧縮さ れていないか。  

・ 経費抑制の考え方や工夫し た提案がある か。費用対効果の高い提

案と なっ ており 、 期待さ れる 効果がわかり やすく 説明さ れている

か。  

２  企画内容 自 転車 ロ ー ド

レ ー ス 実施 計

画 

【 競技運営計画】  

・ 自転車ロ ード レ ース に高い知見やノ ウ ハウ を 有する 国内競技団

体等と の連携・ 調整、 競技審判等の運営ス タ ッ フ 等の人員体制の構

築、 競技備品・ 車両等の手配など 、 確実なレ ース 実施に向けて、 具

体的かつ実現可能性がある 提案である か。  

【 参加選手の確保】  

・ 多く の観戦者が見込ま れる 競技性の高いレ ース と する ため、プロ

選手等のト ッ プアス リ ート の参加の確保について提案がさ れてい

る か。  

【 レ ース 映像の配信】  

・ 魅力的なレ ース 映像の制作及び国内外問わず多く のフ ァ ンが視

聴でき 、レ ース の魅力を 最大限伝える こ と ができ る 効果的な媒体や

コ ンテンツ についての提案がさ れている か。  

・ コ ース の沿道と なる 多摩地域の魅力を 発信でき る コ ン テンツ や

工夫が提案さ れている か。  

【 ス タ ート セレ モニー・ 表彰式計画】  

・ 誘客効果が十分に期待でき る 演出、 出演者、 プロ グラ ム等が提案

さ れている か。  

・ 集客につながり 、メ ディ アにと ってニュ ース バリ ュ ーが高いオー

プニングセレ モニーの提案がさ れている か。  



・ ま た、国内外で行われている レ ース に付帯し たセレ モニーなどの

事例を 提示し 、 それら のノ ウ ハウ を 取り 入れた提案と なっ ている

か。  

【 交通規制計画】  

・ 交通規制の実施について、 地域への影響を 考慮し た上で、 規制範

囲や規制時間が最小化さ れた提案である か。  

【 安全対策及び設営の効率化】  

・ 安全対策に必要な資機材やス タ ッ フ ・ 警備員等を適切に配置し 、

参加者・ 観戦者が安心・ 安全に楽し める コ ース 環境を 整える 計画と

なっている か。 ま た、 コ ス ト 縮減の意識を 取り 入れている か。  

・ 地域ごと の特性を十分考慮し 、新たな運営方法や安全対策などが

提案さ れている か。 近隣住民や道路利用者への配慮がある か。  

都 民 参 加型 レ

ース 実施計画 

【 コ ース 設定】  

・ 参加者にと って魅力的と 思える よ う なコ ース と なっ ている か。  

・ ス ポーツ サイ ク ル初心者等でも 安全に参加する こ と ができ る コ

ース と なっている か。  

【 プロ グラ ム、 参加人数】  

・ ス ポーツ サイ ク ル初心者、 自転車愛好家、 フ ァ ミ リ ー層等、 レ ー

ス 経験の有無や年齢、 性別に関わら ず、 幅広い方が参加でき 、 楽し

める プロ グラ ム（ 種目） が提案さ れている か。  

・ 人数設定についても 多く の方が参加でき る も のと なっている か。 

プレ イ ベント  【 プロ グラ ム及び開催ス ケジュ ール】  

・ 自転車ロ ード レ ース 開催直前期における 、レ ース への観戦促進や

気運醸成を図る と いう 目的を 踏ま え、 話題性・ 集客力の面で効果の

高いプロ グラ ムが提案さ れている か。  

・ 自転車愛好家のほか、 不特定多数の一般来場者が見込める よ う 、

年齢や性別を問わず、幅広く 楽し める プロ グラ ムが提案さ れている

か。  

広報業務関連 【 交通規制広報計画】  

・ 交通規制に対する 地元関係者等（ 地域住民、 事業者、 教育機関、

官公庁等） 等から の理解や協力を最大限得る ためのツ ール・ 媒体、

対象範囲、 実施時期などが具体的かつ効果的に提案さ れている か。 

・ 地元関係者等から の問い合わせ窓口（ コ ールセンタ ー等） の設置

についても 具体的に提案さ れている か。  

【 エント リ ー計画】  

・ 応募内容や参加規約、 注意事項など 、 わかり やすいウ ェ ブのレ イ

アウ ト ・ 構成と する など 、 参加者が間違えずに申込みでき る よ う 工

夫さ れたエント リ ー計画が提案さ れている か。  
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仕様書 

１  件名 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計

画策定支援及び運営委託 

 

２  履行場所 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会が指定する 場所 

 

３  契約期間 

  契約確定の日の翌日から 令和６ 年３ 月 15 日ま で 

 

４  目的 

現在、 東京都では、 環境にやさ し く 、 健康にも よ い自転車を更に身近なも のと し 、 国内外

に東京の魅力を発信する ため、 様々なイ ベント を「 GRAND CYCLE TOKYO」 と し て進め

ていく こ と と し ている 。  

令和５ 年度は、多く のレ ガシー施設が集ま る 臨海部等において、地域一体と なってス ポー

ツ を楽し める イ ベント 「 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 」 を令和４ 年度に引き

続き 開催予定である 。 さ ら に、 東京 2020 オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク 競技大会（ 以下、

「 東京 2020 大会」 と いう 。） のレ ガシーを活用し たス ポーツ の振興及び健康増進を図る た

め、 多摩地域において自転車イ ベント の開催を 予定し ている 。  

併せて東京における サイ ク ルス ポーツ 文化の醸成や自転車の利用によ り 興味・ 関心を 持

っ ても ら う ため、 サイ ク ル活用推進事業を 実施する 。  

本委託業務は、 上記イ ベント の運営実施に向けた計画の作成、 運営に向けた準備、当日の

運営及び広報に係る 業務等を 行う こ と を目的と する 。  

 

５  受託要件 

警備業法（ 昭和 47 年法律第 117 号） 第４ 条に規定さ れている 認定を受けている こ と 。 東

京都以外の公安委員会で認定さ れている 場合は、 同法第９ 条に規定さ れている 東京都公安

委員会の受付印のある 届出書の写し も 添付する こ と 。  

 

６  通則 

（ １ ）  受託者は、 本業務を実施する に当たり 、 GRAN D CYCLE TOKYO 実行委員会（ 以

下「 委託者」 と いう 。） と 詳細に協議を行い、 委託者の承認を受けて、 作業を 進める も

のと する 。 ま た、 本仕様書の解釈に疑義が生じ た場合には、 その都度、 委託者と 協議の

上、 決定する も のと する 。  
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（ ２ ）  受託者は、契約締結後直ちに、委託業務を履行する ための全体ス ケジュ ールについ

て委託者と 協議の上、委託者に提出する こ と 。実施に当たっては本業務の趣旨を十分に

理解し 、 円滑な遂行に留意し て委託者に進捗状況を 報告し ながら 業務を遅滞なく 進め

る こ と 。  

（ ３ ）  受託者は、 本事業の実施に当たっ ては、  サス テナビ リ ティ に配慮し 、 事業に伴い

発生し た廃棄物等は最大限リ サイ ク ルする など 、 環境への負荷を最小限にする よ う 努

める こ と 。 ま た、 東京都グリ ーン購入ガイ ド （ 2022 年度版） の基準を満たすこ と 。 な

お、 プラ ス チッ ク 素材（ 塩ビ 加工を含む） を使用し たも のを作成・ 使用する 場合には、

委託者と 協議の上、 決定する こ と と する 。  

（ ４ ）  受託者は、 本事業の効果を最大化する ため、 別に委託する 以下の GRAND CYCLE 

TOKYO に係る 受託者と 必ず連携を 図る こ と 。 特にマルチス ポーツ と レ イ ンボーラ イ

ド 、多摩イ ベント と 多摩ロ ード レ ース はそれぞれ同日に開催する イ ベント のため、一体

的な運営と なる よ う それぞれの受託事業者と 協力し ながら 進める こ と 。  

・ 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ンボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営

委託 

（ 以下、「 レ イ ンボーラ イ ド 業務委託」 と いう 。）  

・ 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施

計画策定支援及び運営委託 

 （ 以下、「 多摩ロ ード レ ース 業務委託」 と いう 。）  

・ 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局補助委託 

・ その他 GRAND CYCLE TOKYO に係る すべての受託者 

 

７  支払方法 

業務完了後、 委託者が履行を確認し た後、 受託者から の適法な請求書に基づき 、 一括で

支払う 。  

 

８  委託内容 

以下の業務を行う こ と 。 なお、 GRAND CYCLE TOKYO 関連イ ベント のう ち、 本委託   

業務に含ま れる 範囲と 本仕様書で使用する 言葉の定義については別紙１ を参照する こ と 。 

（ １ ） マルチス ポーツ 

本業務は、 マルチス ポーツ に関する 効果的な事業を企画・ 運営する と と も に、 イ ベント

を適切かつ効果的に実施する ための事務局の運営を行う 。  

 

●イ ベント 概要 

 日程・ 時間（ 予定）： 令和５ 年１ １ 月２ ３ 日（ 木・ 祝） ９ 時３ ０ 分～１ ７ 時頃 

（ 屋内会場は１ ０ 時～１ ７ 時頃）  
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 内容： 同日に開催する 自転車ラ イ ド イ ベント 「 レ イ ンボーラ イ ド 」 のフ ィ ニッ シュ 会場 

（ 青海未利用地約 1.5ha を 想定） 及び屋内会場 1 会場（ テレ コ ムセンタ ービ ル） で

行う ス ポーツ 体験イ ベント  

 

ア 運営計画の策定 

別紙２  アを参照し 、運営計画を作成する こ と 。提出期限等は９（ １ ）のと おり だが、

関係機関等から 計画について指導等があっ た場合には、 最終提出期限後であっ ても 適

宜更新作業を行う こ と 。  

 

(ア)   全体概要 

a. イ ベント 概要 

b. 組織体制 

c. 準備ス ケジュ ール 

d. 当日ス ケジュ ール 

 

(イ )   マルチス ポーツ 

a. 会場計画 

b. コ ンテンツ に関する 計画 

c. 雨天時計画 

 

イ  運営実施 

各種運営計画及び運営マニュ アル・ 進行台本に基づき 必要な資機材・ ス タ ッ フ 等を

確保し 、 事業の管理・ 設営・ 運営・ 撤去等、 事業実施に付帯する 一切の業務を行う こ

と 。警備については、設営時から 開始前の間及び本業務終了後から 撤去時ま での間、

日中のほか必要に応じ て夜間警備を配置し 、委託者の指示等に従い、盗難事故防止、

安全管理等の措置を十分に行う こ と 。なお、会場使用費及び業務に係る 費用等は全て

受託者が負担する こ と と し 、関係機関と の協議など によ り 、資機材や人員の数量に変

更が生じ た場合には、 委託者と 協議の上、 対応する こ と 。  

（ ア） 各イ ベント 会場の運営・ 実施 

作成し た計画及びマニュ アル・ 進行台本に基づき 、 来場者の満足度を最大限に

高めら れる よ う イ ベント を 運営・ 実施する 。  

・ 出展・ 協力団体と 綿密にコ ミ ュ ニケーショ ンを取り ス ムーズに運営でき る よ う

にする こ と 。  

・ 本部を設置し マルチス ポーツ イ ベント の全体管理を 行う こ と 。  

・ 会場管理者及び関係機関等と 綿密に調整し 、 会場の使用に係る 条件及び注意事
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項等を遵守し た上で、 必要な設営・ 装飾を行い、 安全対策に万全を 期すこ と 。

イ ベント 会場内の設営・ 撤去に当たっ ては安全性が高く 、 かつ巡回し やすい動

線を確保し 、 見通し の良い設営を行う と と も に、 ユニバーサルデザイ ンに配慮

する こ と 。 特に、 来場者と し て期待さ れる フ ァ ミ リ ー層の未就学児等に配慮す

る こ と 。  

・ ア（ イ ） c.で作成し た雨天時計画に基づき 、 イ ベント 全体の各会場等において雨

天時対策及び防寒対策を 実施する こ と 。 なお、 防寒対策については、 来場者や出

演者、 ス タ ッ フのそれぞれについて取り 組むこ と 。  

・ 撤去後は清掃を 行う と と も に、 廃棄物については適切に処理する こ と 。  廃棄

物処理については、 専門業者に委託の上、 法令に基づいた処理を行い、 適正に

処理し たこ と が確認でき る 書類を提出する こ と 。  

・ 運営計画等に記載さ れた会場設備、 備品及び装飾品等は受託者が用意し 、 事業

の円滑な運営のため、 委託者と 調整の上、 事業当日の状況に応じ て柔軟に対応

する こ と 。  

・ 当日ま でにス タ ッ フ オリ エンテーショ ンやリ ハーサル、 ま た、 机上及び現地で

の訓練など を委託者と 調整し て実施する こ と 。  

 

（ ２ ） サイ ク ルイ ベント 及び多摩地域魅力発信イ ベント （ 多摩イ ベント ）  

本業務は、 GRAND CYCLE TOKYO と し て多摩地域で自転車ロ ード レ ース 大会（ 別紙

３ -1 参照） を開催する にあたり 、 当日に行う イ ベント に関する 効果的な事業を企画し 、

実施運営を行う 。  

  

●イ ベント 概要 

・ 開催期間 

令和５ 年 12 月２ 日（ 土） 及び 12 月３ 日（ 日）  

・ 実施会場 

 味の素ス タ ジアム及び外周、 味パンダ広場等（ 東京都調布市西町 376-３ ）  

●参考（ 自転車ロ ード レ ース 大会及び都民参加型レ ース（ 以下、 両者を合わせて「 多摩ロ

ード レ ース 」 と いう ）  

東京 2020 大会のレ ガシーを未来に繋ぎ、 ス ポーツサイ ク ルなど 自転車の活用推進や多

摩地域の魅力向上等を 図っ ていく こ と を 目的と し て、 プロ ス ポーツ 選手等が参加する 自

転車ロ ード レ ース 大会を初めて開催する 。なお、多摩ロ ード レ ース については別途委託発

注を行う ため、 本業務には含ま ない。  

・ 開催日程 

令和５ 年 12 月３ 日（ 日）  

・ コ ース 及び規模 
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  東京 2020 大会の自転車ロ ード レ ース のコ ース や都内会場を一部活用し 開催。 パラ サイ

ク リ ングレ ース も あわせて開催。  

 ・ その他、ス ポーツ サイ ク ルに関心を 持った人々など が、チャ レ ンジでき る 場と なる よ う 、

初級者向け等の周回型都民参加型レ ース を 開催する（ 令和５ 年 12 月２ 日（ 土）、味の素

ス タ ジアム外周にて実施予定）  

 ・ サイ ク ルイ ベント 及び多摩地域魅力発信イ ベント は、上記の多摩ロ ード レ ース と 同じ 日

程、 場所で実施する こ と から 、 こ れら 委託（ 多摩ロ ード レ ース 業務委託） と 連携し 、 事

業全体がよ り 効果的なも のと なる よ う 努める こ と 。  

  

ア 運営計画の作成 

委託者が提供する 自転車の大会等開催に向けた基本計画を踏ま え、 少なく と も 以下の

項目を 盛り 込み、 運営計画を 作成する こ と 。 提出期限については９ （ １ ） のと おり だが、

関係機関等から 計画について指導等があっ た場合には、 最終提出期限後でも あっ ても 適

宜更新を行う こ と 。 その他、 運営計画の作成及び留意点については、 別紙３ -２ を 参照す

る こ と 。  

  

（ ア） 全体計画 

  a. コ ンセプト 及び事業効果、 イ ベント 概要 

  b. 組織体制 

  c. ス ケジュ ール（ 開催ま での準備及び事業当日）  

  d. 事務局の設置 

 

（ イ ） サイ ク ルイ ベント 及び多摩地域魅力発信イ ベント （ 多摩イ ベント ）  

  a. イ ベント 実施運営計画（ 各コ ンテンツ 運営）  

  b. ブース 出店及びス テージ出場に係る 募集、 受付、 申請等に係る 準備 

  c. 会場使用計画（ デザイ ン、 レ イ アウ ト ）  

  d. 会場における 案内・ 誘導計画 

  e. 会場設営／資機材の設置・ 搬入／車両管理計画 

  f. ス タ ッ フ 及びボラ ンティ ア運営計画 

  g. 警備計画 

  h. ス テージコ ンテンツ 及び映像配信 

  i. 雨天時・ 荒天時対応、 寒さ 等に関する 対応計画 

  j. 清掃・ 廃棄物処理 

  k. その他実施にあたり 必要と なる 事項 

  

イ  運営実施 
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（ ア） 運営マニュ アル・ 台本の作成 

アで作成し た運営計画に基づき 、運営マニュ アル及び進行台本を作成し 、委託者の

指定する 日時ま でに提出する こ と 。  

a. 運営マニュ アルは、 運営計画の項目を 踏ま え原則作成する こ と 。 マニュ アルはス

タ ッ フ 及びボラ ンティ ア研修用のも のも 作成する こ と 。  

b. ス テージコ ンテンツ に合わせ進行台本を作成する こ と 。 なお、 多摩ロ ード レ ース

に係る オープニングイ ベント 及び表彰式については、 ス テージを共用する こ と と な

り 、 別途委託（ 多摩ロ ード レ ース 業務委託） で対応する 。 進行台本及び VIP ほか出

場者における 動線等作成に当たっ ては、 協力する こ と 。  

（ イ ） 資機材、 ス タ ッ フ、 ボラ ンティ ア等の確保 

アで作成し た運営計画に基づき 確保する こ と 。関係機関等と の協議によ り 、資機材

や人員の数量に変更が生じ た場合には、 委託者と 協議のう え、 対応する こ と 。  

（ ウ ） 全体計画と し ての進行管理 

  本業務全体の進行管理を 行う ための運営本部を設置し 、全体管理を行う こ と 。ま た、

当日ま でにス タ ッ フ 等へのオリ エンテーショ ンや机上訓練、 リ ハーサルを必要に応

じ て行う こ と 。 運営に当たっ ては、 気候条件等も 踏ま えた必要な対応を 行う こ と 。  

（ エ） イ ベント 会場設営・ 撤去等 

  本業務に関する イ ベント 会場の設営・ 撤去作業を 行う に当たっ ては、以下の点を留

意し 対応する こ と 。 特に走路の設営に関し ては、実施運営計画に基づき 、 資機材及び

人員を配置し 、 安全対策に万全を期すこ と 。  

a. イ ベント 会場の設営及び撤去に当たっ ては、 多摩ロ ード レ ース の開催が予定さ

れている こ と から 、搬入出車両の運行計画を事前に作成し 、支障ないよ う 進める

こ と 。 業務責任者は、 会場の設営及び撤去の指揮、 監督を行い、 設営及び撤去の

完了ま で立ち会う こ と 。  

b. 本業務実施に必要な全ての設営を行う こ と 。 関係機関、 施設管理者、 出店者等と

事前調整を行う と と も に、 電気、 給排水など 必要な設備を確保する こ と 。 電気の

容量については、 特に十分な確認及び確保を行う こ と 。  

c. イ ベント 会場内の設営・ 撤去に当たっ ては安全性が高く 、かつ巡回し やすい動線

を確保し 、見通し の良い設営を行う と と も に、ユニバーサルデザイ ンに配慮する

こ と 。特に来場者と し て期待さ れる フ ァ ミ リ ー層の未就学児や、多摩ロ ード レ ー

ス （ パラ サイ ク リ ング） の観戦で来場が見込ま れる 障害者へ配慮する こ と 。  

d. 設営の留意点 

・ 設営内容については、 随時委託者と 協議を行う こ と 。  

・ イ ベント 会場設営に付帯する 配線等の各種作業を 滞り なく 行う こ と 。  

・ 清掃を行い、 場内を 清潔に保つこ と 。  

・ 必要な安全確保対応を行う と と も に、効率的かつ円滑に搬入作業が行える よ う 、動
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線や作業ス ペース の確保、ス タ ッ フ によ る 誘導案内を 行い、確実な搬入出管理を行

う こ と 。  

・ 設営に際し 、 必要に応じ て養生を行う こ と 。  

・ 設営時から 開始前の間及び本業務終了後から 撤去時ま での間について、日中の警備

のほか必要に応じ て夜間警備を配置し 、 委託者の指示等に従い、盗難事故防止、安

全管理等の措置を 十分に行う こ と 。  

・ 廃棄物処理については、 専門業者に委託の上、 法令に基づいた処理を行い、 適正に

処理し たこ と が確認でき る 書類を提出する こ と 。  

・ イ ベント 会場の設営及び撤去に当たっては、会場関係者や他の一般利用者の妨げと

なら ないよ う に作業を行う こ と 。  

・ 12 月 3 日（ 日） については味の素ス タ ジアム外周における 自転車の試乗会等の企

画を実施する こ と と し 、 実施に当たっては、 12 月 2 日（ 土） 都民参加型レ ース で

用いた機材を そのま ま 利用する こ と が可能である 。 機材撤去については行う など

別途委託する 事業者と 連携を 図り 、 効率的な運用に努める こ と 。  

（ オ） 本業務の実施 

 各種運営計画及び運営マニュ アル、 進行台本等に基づき 、 下記本業務における 管

理・ 設営・ 運営・ 撤去等、 実施に付帯する 一切の業務を 行う こ と 。 業務に係る 費用は

全て受託者が負担する こ と 。   

（ カ） その他運営全般に係る 業務 

a. 責任を持って全作業を完了する こ と 。万が一ト ラ ブルが発生し た場合は、受託者の

責任において処理する と と も に、 速やかに委託者に通知する こ と 。  

b. 本業務終了後は、 関係法令の定めに従い、 迅速に撤去作業、原状回復及び清掃を行

う こ と 。 作成し た印刷物、 パネルその他造作物等がある 場合は納品する こ と 。 ただ

し 、 別に指示する 場合は受託者において処分する こ と 。  

  

（ ３ ） サイ ク ル活用推進事業 

     本業務は、 GRAND CYCLE TOKYO と し て東京における サイ ク ルス ポーツ文化を醸

成し 、自転車の利用によ り 興味・ 関心を持っても ら う こ と を目的と し て、都内区市町村

（ 島し ょ 部を含む） において自転車活用を 推進する 事業を実施する 。  

●イ ベント 概要 

・ 開催期間 

令和５ 年夏から 秋頃を 主と し て想定（ 遅く と も 令和６ 年 2 月末ま で）  

   都内区市町村と 調整のう え、開催期間内において複数回実施する（ 20 回程度を想定）  

・ 実施会場 

   都内区市町村と 調整のう え決定 
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ア 運営計画の作成 

委託者が提供する 自転車の大会等開催に向けた基本計画を踏ま え、 少なく と も 以下の項

目を盛り 込み、 運営計画を 作成する こ と 。 提出期限については９ （ １ ） のと おり だが、 関係

機関等から 計画について指導等があった場合には、 最終提出期限後でも あっ ても 適宜更新

を 行う こ と 。 その他、 運営計画の作成及び留意点については、 別紙４ を参照する こ と 。  

  

（ ア） 全体計画 

  a. コ ンセプト 及び事業効果、 イ ベント 概要 

  b. 組織体制 

  c. ス ケジュ ール（ 開催ま での準備及び事業当日）  

  d. 事務局の設置 

（ イ ） サイ ク ル活用推進事業 

  a. 事業実施運営計画（ 各コ ンテンツ運営）  

  b. 実施に向けた準備（ 自治体及び会場等と の調整及び募集、 受付、 申請等）  

  c. 会場使用計画（ デザイ ン、 レ イ アウ ト 、 来場者導線等を 含む）   

  d. 会場における プロ モーショ ン実施 

  e. 雨天時・ 荒天時対応、 気候等に関する 対応計画 

  f. その他実施にあたり 必要と なる 事項 

  

  

イ  運営実施 

（ ア） 運営マニュ アル・ 台本の作成 

アで作成し た運営計画に基づき 、運営マニュ アル及び進行台本を作成し 、委託者の指

定する 日時ま でに提出する こ と 。運営マニュ アルは、運営計画の項目を踏ま え原則作成

する こ と 。台本については、実施する 事業の特性を踏ま え委託者と 要否について協議の

う え作成する こ と 。  

（ イ ） 資機材、 ス タ ッ フ等の確保 

アで作成し た運営計画に基づき 確保する こ と 。関係機関等と の協議によ り 、資機材や

人員の数量に変更が生じ た場合には、 委託者と 協議のう え、 対応する こ と 。  

（ ウ ） イ ベント 会場設営・ 撤去等 

本業務に関する イ ベント 会場の設営・ 撤去作業を行う に当たっては、以下の点を留意

し 対応する こ と 。 実施運営計画に基づき 、 資機材及び人員を配置し 、 安全対策に万全を

期すこ と 。  

a. 業務責任者は、 会場の設営及び撤去の指揮、 監督を行い、 設営及び撤去の完了ま

で立ち会う こ と 。  

b. 本業務実施に必要な全ての設営を行う こ と 。 関係機関、 会場管理者等と 事前調整
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を行う と と も に、 電気など 必要な設備を確保する こ と 。  

c. イ ベント 会場内の設営・ 撤去に当たっ ては会場管理者等と 調整のう え安全性が高

く 、 かつ巡回し やすい動線を確保し 、 見通し の良い設営を 行う と と も に、 ユニバー

サルデザイ ンに配慮する こ と 。 特に、 来場者と し て期待さ れる フ ァ ミ リ ー層の未就

学児等に配慮する こ と 。  

d. 設営の留意点 

・ 設営内容については、 随時委託者と 協議を行う こ と 。  

・ イ ベント 会場設営に付帯する 配線等の各種作業を滞り なく 行う こ と 。  

・ 効率的かつ円滑に搬入作業が行える よ う 、動線や作業ス ペース の確保、ス タ ッ フ

によ る 誘導案内を 行い、 確実な搬入出管理を行う こ と 。  

・ 設営に際し 、 必要に応じ て養生を行う こ と 。  

e. 会場管理者等と 調整のう え、必要に応じ て警備を配置し 、委託者の指示等に従い、

盗難事故防止、 安全管理等の措置を十分に行う こ と 。  

f. 廃棄物処理については、会場管理者等と 調整し 、法令に基づいた処理を 行う こ と 。  

g. イ ベント 会場の設営及び撤去に当たっては、 関係者や他の一般利用者の妨げと な

ら ないよ う に作業を行う こ と 。  

（ エ） 本業務の実施 

 各種運営計画及び運営マニュ アル、 進行台本等に基づき 、 下記本業務における 管

理・ 設営・ 運営・ 撤去等、 実施に付帯する 一切の業務を 行う こ と 。 業務に係る 費用は

全て受託者が負担する こ と 。   

（ オ） その他運営全般に係る 業務 

a. 責任を持って全作業を完了する こ と 。 万が一ト ラ ブルが発生し た場合は、 受託者

の責任において処理する と と も に、 速やかに委託者に通知する こ と 。  

b. 本業務終了後は、 関係法令の定めに従い、 迅速に撤去作業、 原状回復及び清掃を

行う こ と 。 作成し た印刷物、 パネルその他造作物等がある 場合は納品する こ と 。 た

だし 、 別に指示する 場合は受託者において処分する こ と 。  

 

（ ４ ） 広報関連業務 

別紙５ を参照し 、 当該計画を基に委託者と 協議の上、 以下の業務を 行う こ と 。 なお、

【 GCT 臨海】（ 定義については別紙１ 参照）【 GCT 多摩】（ 定義については別紙１ 参照）

及び【 サイ ク ル活用推進事業】 に関する 広報関連業務については全て本委託業務に含め

る（ ただし 、「 レイ ンボーラ イ ド 業務委託」 及び「 多摩ロ ード レース 業務委託」 に含む交

通規制に係る 広報は除く ） ため、 他の業務委託の受託者等と も 連携し ながら 業務を進め

る こ と 。  

 

ア イ ベント 実施前 
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(ア)  イ ベント 特設ウ ェ ブサイ ト 運営 

既存のイ ベント ホーム ページアド レ ス （ https://grand-cycle-tokyo.jp/） を 引き  

継ぎ、 GRAND CYCLE TOKYO 特設ウ ェ ブサイ ト を制作する 。 なお、 ト ッ プペー

ジから ①【 GCT 臨海】、 ②【 GCT 多摩】、 ③【 サイ ク ル活用推進事業】 の大き く 3

つのページに分かれる も のと する こ と 。  

・ ホームページのレ イ アウ ト デザイ ンは刷新する こ と 。  

     事前にレ イ アウ ト 等について委託者の了解を得て、 ユーザーテス ト を実施し 、

6 月中に全体の刷新を完成する こ と （ ただし 、 委託者の指示に従い、 完成し た

ページから 順次公開する こ と ）。  

     ・ 創意工夫を凝ら し 、 類似イ ベント の参加者及び国外のサイ ク リ ス ト を 含む、 広

く 一般ユーザーを 想定し て制作する こ と 。  

     ・ レ イ ンボーラ イ ド 及び多摩ロ ード レ ース の情報については、掲載内容の作成以

外は本受託者が担当する こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド 業務委託及び多摩ロ ード レ ース 業務委託で作成さ れる 参加

者エント リ ーサイ ト を 当ウ ェ ブサイ ト で案内し 、 申込希望者がス ムーズに申

し 込める 仕様と する こ と 。  

・ 参加者登録・ キャ ンセル・ 資格確認・ 参加料の支払、 ボラ ンティ アの募集・ 管

理、 交通規制情報の周知等が可能である こ と 。  

・ ホームページ更新時は日本語及び英語を 同時に更新する こ と と し 、委託者から

依頼があってから 、文言修正等の簡易なも のは１ 日以内、その他についても 委

託者と 協議の上、 原則 3 日以内に更新を完了さ せる こ と 。  

・ 東京都が所有する ホームページ等から WEB ページへリ ンク する ためのバナー

画像等を 必要に応じ 作成する こ と 。  

・ 委託者においても 管理・ 編集可能なよ う アカウ ント 情報や作業マニュ アル等を

共有する こ と 。  

・ 次年度も 継続する 場合には次の受託者にウ ェ ブサイ ト 運営を円滑に引き 継げ

る よ う にする こ と 。  

なお、 ホームページの仕様は以下のと おり と する こ と 。  

a. 添付１ 「『 東京都公式ホームページ作成に関する 統一基準』 準拠に係る 標準特

記仕様書」 に準拠する こ と 。 ま た、 添付 2「 東京都公式ホームページ作成に関

する 統一基準(平成 29 年 7 月 1 日)」 を参考と する こ と  

b. ホームページ公開サーバーを 用意する こ と 。なお、レ ンタ ルサーバーを使用す

る 場合は、受託者がその使用料を負担する こ と 。ウ ェ ブサイ ト 管理シス テムを

構築する こ と  

c. 標準的なイ ンタ ーネッ ト 利用環境でス ムーズに動作し 、PC、ス マート フォ ン、

タ ブレ ッ ト 端末等、 ど の媒体でも 快適に閲覧でき る ウ ェ ブサイ ト と する こ と  

https://grand-cycle-tokyo.jp/
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d. HTML によ る デザイ ン、 レ イ アウ ト データ 、 画像データ 及びス ク リ プト 等を

組み合わせたホームページと する こ と  

e. ホームページ及び構成素材に含ま れる 第三者の著作権その他全ての権利につ

いての交渉、処理は受託事業者が行う こ と と し 、その経費は委託料に含むこ と  

f. 不正アク セス 防止対策を講じ る こ と  

g. SNS 等のサービス を活用し て利用者情報を取得する 場合のプラ イ バシーポリ

シーを適切に整備する こ と  

h. 効果測定を行う ため、ウ ェ ブサイ ト には解析ツ ールを 設置し 、毎月内容を委託

者に報告する と と も に、 広報計画に反映する こ と 。  

 

(イ )  アンバサダーの選定、 活用 

   GRAND  CYCLE TOKYO のアンバサダー候補者を複数提案する こ と 。 アンバ

サダーは、 GRAND  CYCLE TOKYO の普及啓発・ 定着に向けた全体及び各事業に

おける 広報・ PR を 行う も のと する 。  

なお、 アンバサダー就任に当たっての交渉、費用の負担、 肖像権や著作権に係る

調整、イ ベント 等参加に当たっての日程調整や事前説明、当日の案内等は受託者が

行う こ と 。  

人選に当たっては、 GRAND CYCLE TOKYO の趣旨及び自転車競技と の関係性、

本業務に関する 集客力の観点から 複数の候補者を抽出の上、 委託者やその他関係

団体と 十分に調整を行い選定する こ と 。  

アンバサダーの詳細要件は以下の通り と する 。  

a. 選定人数は 2 名（ グループでも 可） と し 、 それぞれ異なる 特性を 活かし た選定

を 行う こ と  

b. 東京都の事業である GRAND CYCLE TOKYO のアンバサダーと し てふさ わ

し い方 

c. ス ポーツ サイ ク ルに興味のある 方だけでなく 、 広く 多く の方に認知さ れてい

る 方 

d. 【 Ｇ Ｃ Ｔ 臨海】 及び【 Ｇ Ｃ Ｔ 多摩】 に参加でき る こ と 、 ま たは動画等での出演

が可能である こ と  

（【 Ｇ Ｃ Ｔ 多摩】 は 12/2,3 両日参加でき る こ と が望ま し いが、ど ちら か 1 日でも  

可能）  

e. アンバサダー本人の HP、 ブロ グ、  SNS 等から 本業務に関する 情報発信、 イ

ベント 等の PR 等を 行う こ と  

f. 下記（ ウ ） で作成する Ｐ Ｒ 動画や次回大会・ イ ベント に向けたメ ッ セージ動画

へも 出演を依頼する こ と  

g. その他、 サイ ン色紙の提供やポス タ ー・ チラ シ製作への協力等、 アンバサダー
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の特性に応じ た協力を 依頼する こ と  

 

(ウ )  イ ベント 広報の実施 

広報物と し て、 【 GCT 臨海】 及び【 GCT 多摩】 についてはチラ シ、 ポス タ ー、 リ ー

フ レ ッ ト 及びイ ベント PR 動画を、【 サイ ク ル活用推進事業】 についてはチラ シを制作

する こ と 。 具体の広報物・ 動画内容、 配布・ 配信時期、 印刷部数、 配布・ 配信先等につ

いては、 令和４ 年度の実績等を踏ま え、 委託者と 協議の上決定する こ と と する 。 ま た、

作成に当たっては、 GRAND CYCLE TOKYO の認知度向上に配慮し 、 ス ポンサーほか

関連ス テーク ホルダーと の掲載調整を必要に応じ 行う こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド 及び多摩ロ ード レ ース に関する 交通規制の周知に関し てはレ イ

ンボーラ イ ド 業務委託、 多摩ロ ード レ ース 業務委託で対応する 。  

・【 GCT 臨海】 及び【 GCT 多摩】 については、 イ ベント 会場近隣の住民や事業者等

へのポス ティ ン グや広報は必須と し 、 デジタ ルサイ ネージ及び鉄道会社の広報媒

体を活用し た広報も 実施する こ と 。  

 なお、 多摩ロ ード レ ース に係る 交通規制に係る 広報は、 別途委託（ 多摩ロ ード レ ー

ス 実施運営計画策定支援及び実施運営委託） で対応する 予定であり 、ポス ティ ング

及び広報実施に当たっては、 連携し て効率的な実施に努める こ と 。  

   ・ イ ベント PR 動画については【 GCT 臨海】 及び【 GCT 多摩】 それぞれ長 短 2 パタ

ーン（ 60 秒程度・ 15 秒程度）、 GRAND CYCLE TOKYO と し ての合体版（ 15 秒

程度） の計 5 種類程度制作する こ と 。短編パタ ーンは鉄道会社の車内広告や街頭広

告に使用でき る 内容・ 仕様に合わせる も のと する 。 なお、 動画は国外に向けた発信

も 想定し ている ため、 日本語に加えて英語版を 制作する こ と を 必須と する 。  

・ イ ベン ト 直前期の天候等によ る 開催可否や実施可能コ ンテンツ 等の決定事項につ

いても ス ムーズに周知でき る よ う にする こ と 。  

・ 委託者が指定し た場所へ掲載する ための、データ のリ サイ ズ等編集作業及びデータ

送信作業等にも 対応する こ と 。  

(エ） SNS 運用 

既存の SNS アカウ ント（ Twitter、Facebook、Instagram）を引き 継ぎ、GRAND CYCLE 

TOKYO 関連イ ベント に関わる 情報を 随時発信する こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド 及び多摩ロ ード レ ース の情報発信については、投稿内容の作成以

外は本受託者が担当する こ と 。  

・ 投稿頻度、時期およ び内容については委託者と 協議の上、具体の運用計画を定める

こ と 。  

・ 発信内容については受託者が案を 作成し 、委託者に確認の上、委託者が指定し た日

時に発信する こ と 。  

・ 委託者においても 管理・ 投稿可能なよ う アカウ ント 情報を共有する こ と 。  
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（ オ） 各種メ ディ アへの取材要請 

事前周知や事業実施当日の様子を 事業実施の前後で伝える こ と ができ る よ う 国内外

のメ ディ ア各社と 交渉し 、【 GCT 臨海】、【 GCT 多摩】 合計で 300 媒体を 目標にメ ディ

ア露出を確保する こ と 。露出の最大化を目指し 、メ ディ アへのコ ンタ ク ト 状況を随時報

告する こ と 。  

（ カ） イ ベント グッ ズの販売 

ロ ゴマーク を使用し たグッ ズを制作・ 販売する こ と 。グッ ズは今年度の実績も 踏ま え

て２ 種類程度を提案し 、 制作個数は各 100 個程度と する こ と 。  

・【 Ｇ Ｃ Ｔ 臨海】 開催前（ １ か月前程度を想定） から オンラ イ ンで販売でき る よ う EC

サイ ト を立ち上げ、 運営する こ と 。  

・【 Ｇ Ｃ Ｔ 臨海】、【 Ｇ Ｃ Ｔ 多摩】 当日にも 現地で販売でき る よ う にする こ と 。  

・ 販売する グッ ズが確定し たら 、そのカテゴリ の商標登録をする こ と 。登録に際し 発

生する 費用は全て受託者が負担する も のと する 。  

 

イ  イ ベント 当日 

以下の広報を行う こ と 。なお、撮影し た映像はイ ベン ト 後にも シティ セールス など の

広報に活用する ため、 魅力的な映像が撮影でき る よ う 工夫する こ と 。  

(ア)  写真及び動画の撮影 

事業の各コ ンテンツについて、 広報及び記録用と し て写真及び動画を撮影する 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド の撮影にはド ロ ーン等によ る 空撮を必ず含める こ と 。  

・ 【 GCT臨海】 の様子についてリ アルタ イ ム配信を 行う こ と 。  

・【 GCT 臨海】、【 GCT 多摩】 及び【 サイ ク ル活用推進事業】 の様子について、 リ ア

ルタ イ ムに SNS 等で情報発信する こ と 。  

・ ウ  イ ベント 実施後（ ア） オンラ イ ンでの疑似体験ツ ールを作成する ため、 レ イ ン

ボーラ イ ド のコ ース 撮影を実施する こ と 。  

・ 写真及び動画の著作権は委託者に帰属し 、 委託者の広報で写真及び動画を使用す

る こ と ができ る よ う 出演者等と 権利関係を 整理し たう えで納品する こ と 。  

(イ )  イ ベント 全体の事業効果測定の実施 

別紙５ で策定し た事業効果測定計画をも と に、 【 GCT臨海】 、 【 GCT多摩】 及

び【 サイ ク ル活用推進事業】 について事業効果を測定・ 検証する こ と 。 レ イ ンボー

ラ イ ド 及び多摩ロ ード レ ース については各受託事業者等から 必要な情報を収集し た

上で検討する こ と 。  

検証の結果は、 KPI（  Key Perform ance Indicator）  に対する 評価（ 良好点・ 問

題点の抽出、 改善点の掲示） を含め、 定性的及び定量的な形で事業効果を整理し 、

報告する こ と 。 問題点や改善点については、 準備段階における 課題や困難であった

調整事項など についても 触れる こ と 。  
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ま た、 【 GCT臨海】 及び【 GCT多摩】 の来場者数及び各企画の来場者数の測定

を 行い、 求めに応じ てすみやかに報告でき る 体制と する こ と 。 総来場者数の測定結

果については、 開催当日速やかに報告する こ と 。  

 

ウ  イ ベント 実施後 

以下の広報を行う こ と 。  

(ア)  オンラ イ ンでの疑似体験ツ ールの作成 

 レ イ ンボーラ イ ド 当日に撮影し た動画や最新のデジタ ル技術を活用する こ と によ

り 、 オンラ イ ンにおいて当日のレ イ ンボーラ イ ド の疑似体験を 後日可能にする など

のツ ールを検討し 、 配信する こ と 。  

(イ )  当日撮影し た動画の編集、 配信 

【 GCT 臨海】 及び【 Ｇ Ｃ Ｔ 多摩】 で当日撮影し た映像を編集し 、 イ ベント 後速やか

に当日のダイ ジェ ス ト 動画（ 90 秒程度を想定） を制作・ 公開する こ と 。  

・ 具体の動画内容、 配信時期、 配信先等については、 委託者と 協議の上決定する こ

と 。  

・ 閲覧者がイ ベント 当日の様子について振り 返る こ と のでき る 内容と し 、多く の人

に閲覧さ れる よ う 広く 周知する こ と 。  

・ 動画は日本語版に加えて英語版を制作する こ と を 必須と する 。  

(ウ )  イ ベント レ ポート の作成 

【 GCT 臨海】、 多摩イ ベント 及び【 サイ ク ル活用推進事業】 について、 ウ ェ ブサ

イ ト 等に掲載する イ ベント レ ポート （【 GCT 臨海】、 多摩イ ベント については 10 ペ

ージ程度、【 サイ ク ル活用推進事業】 については５ ページ程度を想定） を作成する こ

と 。 内容は、 イ ベント の模様（ 当日の写真等を 含む）、 参加者数など の実績、 効果測

定結果を含み、 今後の PR に活用でき る も のと する 。 詳細については、 委託者と 協

議の上決定する も のと し 、 日本語版に加えて英語版も 作成する こ と 。  

 

（ ５ ） イ ベント 準備対応業務 

以下の業務を行う こ と 。なお、必要に応じ てレ イ ンボーラ イ ド 業務委託及び多摩ロ ー

ド レ ース の受託者等と 連携し ながら 進める こ と 。なお、 コ ールセンタ ーの設置・ 運営は

本業務には含めず、 レ イ ンボーラ イ ド 業務委託及び多摩ロ ード レ ース 業務委託で対応

する も のと する 。  

ア 定例会の実施 

 受託者は、 委託者の求めに応じ てオンラ イ ンも 含め、【 Ｇ Ｃ Ｔ 臨海】、【 Ｇ Ｃ Ｔ 多摩】、 サ

イ ク ル活用推進事業それぞれで週に 1 回程度定期的に委託者と 打合せを実施する こ と 。

その際に必要な資料及び議事録の作成は受託者が行い、 当日中に委託者に送付する こ

と 。  
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イ  渉外業務 

委託者から の要請に応じ 、マルチス ポーツ 及び多摩イ ベント 、サイ ク ル活用推進事業

の実施のために必要な関係機関(自治体・ 警察・ 道路管理者・ 消防・ 施設管理者など )と

の協議等へ参加し 、 必要な支援及び連絡・ 調整業務を担う こ と 。 ま た、 各種協議や協力

依頼、打合せに必要と なる 資料の作成等を委託者と 協議の上、実施する こ と 。 資料に使

用する 写真、 地図等については、 著作権上の問題が無いよ う 、 受託者の責任によ り 権利

者の同意を得たも の又は受託者が権利を有する も のと する こ と 。  

ウ  行政機関と の諸調整等 

マルチス ポーツ 及び多摩イ ベント 、 サイ ク ル活用推進事業の内容に応じ て必要と な

る 施設及び設備に関する 建築基準法、消防法、食品衛生法を 始め各種関係法令等の諸調

整を 行う こ と 。  

エ 関係官公署等への申請手続き  

  施設・ 道路・ 鉄道等に関する 使用申請、 屋外広告物やド ロ ーンの使用に関わる 申請等、

イ ベント 実施のために必要な申請手続を委託者と 協議し ながら 行う こ と 。 手続に当た

っては、申請先や申請時期等の調査、申請先のリ ス ト 作成等についても 行う こ と と する 。 

オ 会場、 諸室の確保 

委託者から の要請に応じ 、運営、実施及び準備等に使用する 会場や諸室（ 運営ス タ ッ フ 、

警備、 警察、 消防、 ボラ ンティ ア用等） の確保を行う こ と 。 なお、 会場や諸室の確保に

係る 使用料等については受注者が負担する こ と と する が、 レ イ ンボーラ イ ド のフ ィ ニ

ッ シュ 会場（ 青海未利用地約 1.5ha を 想定） の会場使用料については本委託契約金額に

含ま ない。  

カ 出演者、 関係招待者等の選出及び調整 

委託者と 協議の上、マルチス ポーツ及び多摩イ ベント のそれぞれについて選出し 、ス

ケジュ ールや出演交渉等の調整を 進める こ と 。 出演者に関する 提案の内容については

別紙２ 、 ３ を参照する こ と 。  

・ 関係招待者は、 東京都や地元関係者、 ス ポンサー等を 想定。  

・ 出演者など の飲食物に対する 費用、 旅費、 謝礼、 宿泊費など は、 全て受託者が負担

する こ と 。  

キ 必要な資料作成等 

各種協議や打合せに必要な資料の作成等を 委託者と 協議の上、 実施する こ と 。  

ク  イ ベント グッ ズ等の保管等 

 ・ イ ベント グッ ズ等の制作にあたっては、余剰が発生し ないよ う 予め制作数を精査す

る こ と と する が、 万が一イ ベン ト 後に制作物に余剰が発生し た際の各制作物の保

管場所を確保し 、 ま た、 配布先等についても 受託者が事前に検討し 、 委託者と 協議

の上配布する こ と 。    

・ 令和４ 年度中に制作し た GRAND CYCLE TOKYO に関する 制作物の在庫分を引
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き 継いで保管し 、 委託者と 協議の上、 各イ ベント 等で活用する こ と 。   

・ レ イ ンボーラ イ ド で使用し たフ ェ ンス 幕等の制作物についても 引き 継いで保管し 、

GRAN D CYCLE TOKYO 関連イ ベント での使用申請があった場合等には、委託者

と 協議の上、 適宜貸し 出し ・ 返却対応を行う こ と 。  

・ 制作し た印刷物、 パネルその他造作物等がある 場合は、 最終的に納品する こ と 。 た

だし 、 別に指示する 場合は受託者において処分する こ と 。  

 

 

（ ６ ） その他 

ア ボラ ンティ ア運用 

・（ ４ ） ア（ ア） で制作する ウ ェ ブサイ ト などを通じ てボラ ンティ アを募集し 、【 GCT

臨海】 及び多摩イ ベント で合計６ ６ ０ 人程度を 確保する こ と 。 なお、 外国人の来場者

を 案内でき る 程度の英語力のある ボラ ンティ アについても １ ０ 名程度集める こ と 。  

・ ボラ ンティ アの募集先は 5 団体程度を想定し ている 。なお、自治体等よ り ボラ ンテ

ィ アの活用依頼があった場合は別途対応する こ と 。  

・ ボラ ンティ アの運用に必要な研修会の実施・ 運営を行う こ と 。 なお、 研修会場は都

内主要駅から のアク セス が良い場所など を 選定・ 確保し 、会場にかかる 費用は委託費

に含める こ と 。 ま た、 研修会実施当日は説明会参加者の出欠等の管理をする こ と 。  

・ 研修実施にあたって、 必要な人員・ 備品、 配布物等の手配を 行い、 当日支給する 物

品等の一時保管・ アッ センブリ 等を行う こ と 。 なお、 運営等を 円滑に行う ため、 必要

に応じ て実施会場の事前視察等を行う こ と 。  

・ イ ベント 当日ま でボラ ン ティ アのモチベーショ ン を 高めら れる よ う 適宜連絡を 行

う こ と 。  

・ 参加し たボラ ンティ アには交通費相当額（ 一人当たり 1,000 円） を支給する こ と 。

具体の支給方法等については委託業者と 協議し て決める こ と と する 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド のボラ ンティ ア運用についても 本業務委託で対応する も のと す

る 。なお、ボラ ンティ ア運用に必要なラ イ ド イ ベント に関わる 各計画等の情報提供、

必要人数集計、研修等で必要な資料作成、研修会の講師等はレ イ ン ボーラ イ ド 業務で

行う 。  

イ  物販売上金の扱い 

受託者は、本件イ ベント に関する 物販の売上金について収受する こ と ができ る こ と

と し 、その合計額に相当する イ ベント に関する 業務を 委託者に提供する こ と 。業務の

具体的内容は、別途委託者が指示する 。なお、本仕様書に記載のない事項に関し ては、

委託者と 別途協議する 。  

 

９   成果品 
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（ １ ）  提出物（ 別途期限を定めたも のを除く ）  

ア マルチス ポーツ  

（ ア） 運営計画及び予算、 調達計画 

第一稿提出期限：  令和５ 年７ 月３ 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

第二稿提出期限：  令和５ 年９ 月４ 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

 （ イ ）  運営マニュ アル・ 進行台本 

    提出期限：  イ ベント 開始前１ ０ 日以内（ 電子データ 一式）  

以下のマニュ アルは必ず作成する こ と 。別途、イ ベント 当日の携行用には簡略版の

マニュ アルを委託者と 内容を 協議の上、 作成する こ と 。  

・ マルチス ポーツ 運営マニュ アル 

（ ウ ）  イ ベント 来場者数等やメ ディ ア露出実績等の速報データ  

  提出期限： イ ベント 終了後 1 時間以内（ 電子データ 一式）    

（ エ）  予算の使用実績内訳書（ 調達物の単価と 数量がわかる 詳細なも の）  

  提出期限：  令和５ 年１ ２ 月１ ５ 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

（ オ）  イ ベント レ ポート   

  HP への公開期限： 令和 6 年１ 月 19 日（ 金）  

（ カ）  イ ベント 当日の写真や映像、事後広報用素材、効果測定結果およ びその他本委託

内で作成し たデータ 類 

提出期限： 令和 6 年１ 月 25 日（ 木）（ 電子データ 一式）  

 （ キ）  業務報告書 

   提出期限： 令和 6 年３ 月 14 日（ 木）（ 電子データ 一式）  

 

イ  多摩イ ベント  

（ ア） 運営計画 

第一稿提出期限：  令和５ 年５ 月 15 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

第二稿提出期限：  令和５ 年７ 月 10 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

最終提出期限 ：  令和５ 年 10 月 13 日（ 金）（ 製本 2 部及び電子データ 一式）  

（ イ ） 運営マニュ アル・ 進行台本 

第一稿提出期限：  令和５ 年８ 月７ 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

第二稿提出期限：  令和５ 年 10 月 13 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

最終提出期限 ：  イ ベント 開始前 10 日以内（ 製本各 10 部及び電子データ 一式）  

（ ウ ） イ ベント 来場者数等やメ ディ ア露出実績等の速報データ  

   提出期限： イ ベント 終了後 1 時間以内（ 電子データ 一式）    

（ エ） 予算の使用実績内訳書（ 調達物の単価と 数量がわかる 詳細なも の）  

   提出期限：  令和５ 年１ ２ 月１ ５ 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

（ オ） イ ベント レ ポート   
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   HP への公開期限： 令和 6 年１ 月 19 日（ 金）  

（ カ） イ ベント の写真や映像、 事後広報用素材、 効果測定結果およ びその他本委託内で 

作成し たデータ 類 

令和６ 年３ 月 15 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

 

ウ  サイ ク ル活用推進事業 

（ ア） 運営計画 

第一稿提出期限：  令和５ 年 5 月 15 日（ 月）（ 電子データ 一式）  

最終提出期限 ：  令和５ 年 7 月 31 日（ 月）（ 製本 2 部及び電子データ 一式）  

（ イ ） 運営マニュ アル・ 進行台本 

第一稿提出期限：  令和５ 年 5 月 31 日（ 水）（ 電子データ 一式）  

最終提出期限 ：  イ ベント 開始前 10 日以内（ 製本各 10 部及び電子データ 一式）  

（ ウ ） イ ベント レ ポート   

HP への公開期限： 令和 6 年３ 月１ 日（ 金）  

（ エ） イ ベント の写真や映像、 事後広報用素材、 効果測定結果およ びその他本委託内で 

作成し たデータ 類 

令和６ 年３ 月 15 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

（ オ） 予算の使用実績内訳書（ 調達物の単価と 数量がわかる 詳細なも の）  

提出期限：  令和６ 年３ 月 15 日（ 金）（ 電子データ 一式）  

 

（ ２ ）  納入先 

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会  

（ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

 

（ ３ ）  電子データ の提出は以下によ る こ と  

ア 委託者の端末（ OS： Windows） で表示可能なも のと する こ と 。  

イ  電子データ は、 文章については、 ワ ープロ ソ フ ト （ M icrosoft社Word シリ ーズ） 、

計算表等については、 表計算ソ フ ト （ M icrosoft社Excel シリ ーズ） で編集可能な形

式と する こ と を基本と する 。 ま た、 CADデータ については、 フ リ ーCADソ フ ト

（ Jw_ cad） によ り 編集可能な形式と する こ と を 基本と する 。  

ウ  格納媒体はCD±R（ RW） 及びDVD±R（ RW） を基本と する 。 ま た、 収納ケー

ス 、 CD±R（ RW） 及びD VD±R（ RW） 等に、 委託年度及び委託件名等を付記す

る こ と 。  

エ フ ァ イ ル名はその内容を示す分かり やすいも のと し 、 フ ァ イ ルリ ス ト も 添付する こ

と 。  
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（ ４ ）  成果品の納入後、内容に不備等があった場合は、速やかに受託者の負担で修正等を  

行う こ と 。  

 

１ ０  人員体制の構築 

   受託者は、 契約締結後直ちに、 委託業務を履行する ために必要な人員を確保し 、 委託

者と 協議の上、 業務体制を整え、 業務実施体制図を委託者に提出する こ と 。 本業務当日

は、 展開する 事業ごと に運営進行チーフ を配置し 、 業務責任者の指揮命令のも と 、 円滑

な進行管理が行える よ う 体制を整える こ と 。 ま た、 司会、 警備員、 プレ ス 対応等の必要

な人員を配置する こ と 。  

 

（ １ ） 全体の統括責任者、 各業務・ 工程毎の責任者・ 担当者を置く こ と 。 業務にあたる 要

員は、 本仕様書に定める 業務内容を 十分理解し 、実施する ために必要な経験・ 実績、

知識・ 能力を有する 者である こ と 。  

（ ２ ） 統括責任者は、 本委託業務全体を 統括する 責任者と し て以下の業務を行う こ と 。業

務責任者が不在の場合は代行責任者が行う こ と 。  

ア 業務進捗及び課題等の把握・ 管理 

イ  連絡会議等の出席及び連絡会における 意思決定 

ウ  緊急時対応状況の一元管理 

エ 委託者、 出展者等の各関係者と の連絡調整等 

オ 本事業当日の全体管理及び連絡体制・ 通信手段の確保 

（ ３ ） 委託業務に関し て委託者への連絡、 報告及び相談等を綿密に行い、 業務全体の円滑

な進行を図る こ と 。  

（ ４ ） 関係者調整を効率的に実施でき る よ う 、 オンラ イ ン会議の環境を整える こ と 。  

（ ５ ） 体制を変更する 必要が生じ た場合には、 1 週間前に変更内容を 記載し た書面と 代行

する 担当者を反映さ せた業務実施体制図をも っ て委託者に報告し 、 事前に承認を得

る こ と 。 なお、 担当者の異動が発生する 場合には、 後任の担当者に対し て、 本業務に

支障をき たさ ないよ う に十分な業務の引継ぎを行う こ と 。  

（ ６ ） 本委託を含め、「 レ イ ンボーラ イ ド 業務委託」「 多摩ロ ード レ ース 業務委託」 のう ち

計２ つ以上の契約を受注する 場合には、各業務において一切の支障が出ないよ う 、同

時並行で業務を進めら れる 十分な体制を組むこ と 。  

 

１ １  危機管理体制の整備 

以下について対応する こ と 。 なお、【 GCT 臨海】 に係る 参加者・ ス タ ッ フ・ ボラ ンテ

ィ ア・ 観客・ 歩行者等に傷病者が出た場合の医療対応についてはレ イ ンボーラ イ ド 業務

委託にて対応する も のと する 。  
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（ １ ）  緊急時対応 

荒天時や大規模自然災害発生時、イ ベント にかかる 事故発生時など 、当初計画通り の

イ ベント 運営が困難と なった場合の対応について検討する こ と 。ま た、開催可否の判断

基準等や緊急時の参加者への周知方法を検討する こ と 。  

（ ２ ）  安全管理体制の確立 

不慮の事故がないよ う 、搬入から 開催日、搬出ま での全期間、十分な安全管理を行い、

快適な会場空間の維持、 提供に努める こ と 。  

（ ３ ）  新型コ ロ ナウ イ ルス 対応 

本事業実施時における 国・ 都の方針・ 指針等を遵守し 、 委託者と 協議の上、 新型コ

ロ ナウ イ ルス の蔓延状況を 複数想定し 、 それぞれの状況に応じ た適切な対策を 検討

する こ と 。各種の感染症対策は、必要な項目ごと に対策を 整理する こ と 。ま た、催物、

ス ポーツ イ ベン ト 等に係る 国や関係団体から の通知及びガイ ド ラ イ ン など を 参考に

感染症対策の実施レ ベルに応じ 、適切なイ ベント 規模を検討する こ と 。変異ウ イ ルス

等の出現を 踏ま え、 イ ベン ト 開催時期の状況に合っ た計画に随時変更する こ と 来場

者及びス タ ッ フ等関係者から 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症等の陽性者（ 感染疑い含む）

が発生し た場合の対応・ 連絡フロ ーを事前に定める こ と 。 なお、 レ イ ンボーラ イ ド 業

務委託及び多摩ロ ード レ ース 業務委託における 新型コ ロ ナウ イ ルス 対応計画と の整

合を 図る こ と 。  

 

（ ４ ）  保険の加入 

不慮の事故発生に対する 準備を怠ら ないと と も に、以下に挙げる 保険等に加入し 、要す

る 経費については契約金額に含める こ と 。なお、加入内容についてはレ イ ンボーラ イ ド 業

務委託及び多摩ロ ード レ ース 業務委託と 重複等のないよ う 事前に調整する こ と 。  

   ア イ ベント 保険 

・ 会場施設そのも のの構造上の欠陥や管理の不備（ 会場側に重大な過失がある 場

合を除く ）、 も し く は事業当日の運営上のミ ス 等によ り 、 来場者など第三者の

身体を 害し 、 ま たは財物に損害を 与えたこ と によ り 受託者が負担する 法律上

の賠償損害に対する 保険 

・ 来場者等が会場内で怪我を し た場合等に発生する 損害に対する 保険  

・ 火災、 盗難、 破損、 運送中の事故等によ って、 機材、 展示品等について生じ た

損害に対する 保険 

・ 悪天候等、不測かつ突発的な事由によ り イ ベント の中止を余儀なく さ れた場合

に、 中止に伴い臨時に支出が必要と なった費用に対する 保険 

  イ  ボラ ンティ アやス タ ッ フ に対する 保険 

 

１ ２  合理的配慮の徹底 
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「 障害を理由と する 差別解消の推進に関する 法律」 及び「 東京都障害者への理解促進及

び差別解消の推進に関する 条例」 等に基づいた合理的配慮を徹底する こ と 。  

 

１ ３  機密の保持 

（ １ ）  受託者は、 本業務で得ら れたデータ 等を目的外に使用し てはなら ない。  

（ ２ ）  受託者は、 本業務で得た画像等の使用、 保存処分等に当たっては、 細心の注意をも      

っ てあたり 、絶対に外部に漏えいする こ と のないよ う 、秘密の保持に万全を期すこ と 。 

（ ３ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報を秘密と し て保持し 、事前に委託者の書 

面によ る 承諾を得る こ と なく 、 第三者に開示又は漏洩し てはなら ない。  

（ ４ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報を知得し た自己の役員又は使用人（ 秘密 

情報を知得後退職し た者も 含む。） に対し 、 本契約に定める 秘密保持義務の遵守を徹

底さ せる も のと する 。  

（ ５ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報の秘密を保持する ため、当該秘密情報の 

一部又は全部を含む資料、記録媒体及びそれら の複写物等について、秘密が不当に開

示又は漏洩さ れないよ う 他の資料等と 明確に区別を 行い、 管理し なければなら ない。 

（ ６ ）  委託者は、受託者が秘密保持に関する 義務違反又は義務を怠っ た場合、受託者に対 

し て契約書等にある 契約解除及び損害賠償等の措置を行う も のと する 。  

 

１ ４  個人情報の取扱い 

委託者が貸与する 資料に記載さ れた個人情報及び業務に関し て知り 得た個人情報は全

て委託者の保有個人情報であり 、委託者の許可なく 複写、複製又は第三者へ提供し てはな

ら ない。 委託期間の満了後は、 東京都保有個人情報が記載さ れた資料（ 電子媒体に記録さ

れたも のを含む。） を東京都に返却する も のと する 。  

 

１ ５  権利の帰属 

（ １ ）  本委託において作成し た全ての成果物において、 その著作権（ 著作者人格権を 除  

く 。） は、 委託者に帰属する も のと する 。 受託者は、 委託者の承諾なし に、 本委託に

よ る 成果物を、 ほかに公表、 貸与又は使用し てはなら ない。  

（ ２ ）  受託者は、 成果物の作成等に当たり 映像、 文献等を引用・ 使用する 際には、 著作権 

の使用許諾等に関し 、受託者の責任において、必要な処理を行わなければなら ない。  

 

１ ６  一括再委託の禁止 

受託者は委託の履行に際し 、 委託内容の全部又は主要部分を一括し て第三者に委託 

する こ と ができ ない。 ただし 、 あら かじ め、 委託者の承諾を得たと き は、 こ の限り で 

はない。「 主要部分」 と は、業務における 総合的な企画及び判断並びに業務遂行管理をいい、  

受託者は、 こ れを 再委託する こ と はでき ない。  



22 

 

受託者は、 前項に規定する 業務及び簡易な業務を除く 業務の一部を 再委託する に当 

たっては当該業務の遂行能力を有する 者の中から 選定し なければなら ない。 ま た、 再 

委託先（ 以下「 協力会社」 と いう 。） が東京都の競争入札参加有資格者である 場合は、  

指名停止期間中であってはなら ない。  

受託者は、協力会社が委託者の競争入札参加有資格者でない場合、委託者の契約から 排除

する よ う 警視庁から 要請があった者でないこ と を確認する 。  

 

１ ７  環境によ り 良い自動車利用 

本契約の履行にあたって自動車を 使用し 、又は利用する 場合は、次の事項を遵守する こ と 。 

（ １ ）  都民の健康と 安全を確保する 環境に関する 条例(平成 12 年東京都条例第 215 号)第

37 条のディ ーゼル車規制に適合する 自動車である こ と 。  

（ ２ ）  自動車から 排出さ れる 窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における 総量の削減

等に関する 特別措置法（ 平成４ 年法律第 70 号） の対策地域内で登録可能な自動車であ

る こ と 。  

なお、 当該自動車の自動車検査証（ 車検証）、 粒子状物質減少装置装着証明書等の提

示又は写の提出を 求めら れた場合には、 速やかに提示し 、 又は提出する こ と 。  

 

１ ８  情報セキュ リ ティ の確保 

電子情報の取扱いに関し ては、受託者は、東京都サイ バーセキュ リ ティ 基本方針及び東京

都サイ バーセキュ リ ティ 対策基準（ 平成 2４ 年１ １ 月１ 日施行） と 同様の水準での情報セキ

ュ リ ティ を確保する こ と 。  

なお、 受託者が情報セキュ リ ティ を 確保する こ と でき なかっ たこ と によ り 委託者が被害

を 被っ た場合には、委託者は受託者に損害賠償を請求する こ と ができ る 。委託者が請求する

損害賠償額は、 委託者が実際に被った損害額と する 。  

 

１ ９  その他留意事項 

（ １ ）  契約金額には、本仕様書に特に定めのある 場合を除き 、催事実施に際し て必要な手

続及びそれら に係る 諸費用（ 著作物に係る 費用を含む。） 等、 本委託の履行に必要と な

る 一切の経費を含むも のと する 。  

（ ２ ）  受託者は、本委託の履行に際し 、本仕様書に定める 事項等に疑義が生じ た場合は、

速やかに委託者と 協議する も のと する 。  

（ ３ ）  新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大及び荒天等を理由に、やむを得ず企画を延期、中止

する 場合がある 。中止に伴う 対応については、合理的な範囲において委託者と の減額等

に係る 協議に応じ る も のと する 。  

（ ４ ）  調達の際は、紛争や人権問題に加担し ている こ と が疑われる 者・ 地域から の調達は

避ける 等配慮する よ う 努める こ と 。  
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２ ０  担当 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 

（ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 



 

GR AND CYCLE TOKYO 

GCT 多摩 GCT 臨海 

レインボーライド マルチスポーツ 多摩ロードレース 多摩イベント  

サイクル活用 

推進事業 

開催日: 2023 .11/23( 木・祝)  開催日: 2023 .12/2,3 (土,日) 開催日: 2023 年夏～秋頃中心 

2024 年２ 月頃まで 

・・・本委託業務に含む 

・・・本委託業務に一部含む（ 広報関連業務、イベント運営事務局補助業務）  

本委託業務の範囲と言葉の定義について 

※GRAND CYCLE TOKYO とは、環境にやさしく、

健康にもよい自転車を更に身近なものとし、 

国内外に東京の魅力を発信するために 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会が 

実施するイベント等の傘の名称です。 

別紙１  
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仕様書別紙２  

（ マルチス ポーツ  ）  

 

ア 運営計画の策定 

(ア)  全体概要 

a. イ ベント 概要 

令和 4 年度と 同様に、 本事業の日時・ 会場等を 十分に考慮し 、 東京 2020 大会のレ ガシ

ーを活用し た更なる ス ポーツ 振興、 国内外に向けた東京の魅力発信及び地域振興に効

果的なコ ンテンツ と し 、 サス テナビリ ティ ・ ダイ バーシティ に配慮し 、 子ど も や地元住

民も 参加でき る よ う なイ ベント と する 。  

提案にあたっては、 令和 4 年度の開催実績や、 海外で行われた類似イ ベント の成功要

素を 踏ま えた上で、 本事業における イ ベント 運営や広報等に反映する こ と 。  

b. 組織体制 

計画・ 調達・ 実施の各段階での十分な業務体制・ 人員体制を提案する こ と 。  

c. 準備ス ケジュ ール 

d. 当日ス ケジュ ール 

 

（ イ ） マルチス ポーツ 

a.  会場計画 

・ レ イ ンボーラ イ ド のフィ ニッ シュ 会場（ 青海未利用地約 1.5ha を想定） 及び雨天時で

も コ ンテンツ を 実施でき る 屋内会場 1 会場（ テレ コ ム センタ ービ ル１ 階アト リ ウ ム、

２ ～５ 階： 合計約 5,000 ㎡を想定） の、 計２ 会場を使用する こ と 。 なお、 フ ィ ニッ シ

ュ 会場はレ イ ンボーラ イ ド 業務委託内で最終決定する 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド のフ ィ ニッ シュ 会場と テレ コ ムセンタ ー会場と の一体感が出る よ

う な演出方法を 提案する こ と 。  

・ 離れた会場であっても 参加者を 集め、 回遊を 促す仕組みや、 バス ・ 自転車等、 会場

間を 巡回する 手段を提案する こ と 。  

 ・ 計画には各会場の諸室のレ イ アウ ト 、必要な電源の確保、参加者及びス タ ッ フ の動線、

清掃・ 廃棄物処理等を含むこ と 。各会場における ス タ ッ フ の休憩ス ペース 並びに参加

者及びス タ ッ フ のための適切な数のト イ レ の設置についても 検討する こ と 。  

 ・ 会場の設えを 検討する 際には障がいのある 方や性的マイ ノ リ ティ の参加者の来場も

考慮に入れる こ と 。  

b. コ ンテンツに関する 計画 
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・ フ ァ ミ リ ー層を主なタ ーゲッ ト と し 、 自転車コ ンテンツ 、 アーバンス ポーツ、 パラ ス

ポーツ、デジタ ルス ポーツ を含めた競技体験・ アス リ ート によ る デモンス ト レ ーショ

ンなど、 2 会場で合計 15 種類程度のコ ンテンツ を実施する こ と 。  

・ 会場毎に目玉と なる キラ ーコ ンテンツを含める こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド フ ィ ニッ シュ 会場のコ ンテンツは、自転車関連の競技体験・ アス リ

ート によ る デモンス ト レ ーショ ンをメ イ ンと し て提案する こ と 。  

・ 自転車全般（ 自転車を使用し た競技のみなら ず、普段の自転車利用に対する 安全意識

への向上など も 含む） に関心を抱かせる 内容と する こ と 。  

・ 屋内会場のコ ンテンツ は、アーバンス ポーツ の競技体験・ アス リ ート によ る デモンス

ト レ ーショ ンを メ イ ンと し て提案する こ と 。  

・ 各会場にス テージを用意し 、 誘客の期待でき る コ ンテンツを 提案する こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド のフ ィ ニッ シュ 会場では、当日の盛り 上がり に寄与する よ う なマル

チス ポーツのオープニングセレ モニーを提案する こ と 。  

・ 事前予約制のコ ンテンツを 複数提案し 、雨天時など 当日の集客が難し い状況でも 一定

の集客が見込める よ う にする こ と 。  

・ イ ベント 参加者や観覧者が撮影し SNS に投稿し た写真が会場の大画面に表示さ れる

デジタ ル写真展など 、 デジタ ルツ ールを 活用し た来場者参加型のコ ン テンツ を提案

する こ と 。  

・ 東京２ ０ ２ ０ 大会のレ ガシーを 実感でき る よ う なコ ンテンツ を含める こ と 。  

・ 司会進行者、 デモンス ト レ ーショ ン出演者、 各競技体験、 競技実演出演者、 各イ ベン

ト ス テージ及びコ ンテンツ 出演者等を 提案する こ と 。  

 

なお、 以下については必ず計画に含め、 出展・ 協力団体と の調整状況を委託者と 共有

し ながら 計画策定・ 調整を 進める こ と 。  

・ ス テージ等、地域の文化団体約１ ０ 団体がパフ ォ ーマンス を実施でき る 場を設ける

こ と 。  

・ 東京都生活文化ス ポーツ局都民安全推進部と 連携・ 調整し 、東京都自転車安全利用

サポータ ー企業等ブース を 出展する こ と 。  

・ 東京都交通局のブース 出展について連携・ 調整する こ と 。  

・ 警視庁、消防庁等と 適宜連携・ 調整し 、自転車に関する 安全講習等を実施する こ と 。  

・ レ イ ンボーラ イ ド のフィ ニッ シュ 会場にビ ジョ ンカーや大型ビ ジョ ン等を設置し 、

レ イ ンボーラ イ ド やス テージコ ンテンツ 、 競技デモンス ト レ ーショ ン等の様子を

リ アルタ イ ムで発信する こ と 。  

 

c. 雨天時計画 
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イ ベン ト 当日に雨が降った場合にも 多く の方にイ ベン ト を楽し んでも ら える よ う 工夫

をする こ と 。なお、レ イ ンボーラ イ ド 業務委託及び多摩レ ース 業務委託における 雨天時

計画と の整合を図る こ と 。  

・ 予め屋内会場のコ ンテンツ を充実さ せ、屋外会場についても ス テージに屋根を 設置す

る 等の防雨対策を 実施し 可能な限り 晴天時と 同様の充実し たコ ンテン ツ を実施可能な

よ う 検討する こ と 。  

・ 飲食エリ アについても 雨を凌げる よ う 屋根を 設置する 等の対策を 行う こ と 。  

 

 



1 

 

 

多摩ロ ード レ ース 概要 

競技日程 2023年12月３ 日（ 日）  

カテゴリ

ー 

①エリ ート （ 男子・ 女子）  

②パラ サイ ク リ ング タ ンデム タ イ ムト ラ イ アル（ 男子・ 女子）  

競技時間 8:00-9:30  パラ サイ ク リ ング タ ンデム タ イ ムト ラ イ アル男子・ 女子 

9:00-11:30 エリ ート 男子・ 女子 

競技会場 ① エリ ート ： 富士森公園（ 八王子市） →武蔵野の森公園前ス タ ジアム通り  

② パラ サイ ク リ ング： 武蔵野の森公園周辺周回コ ース  

コ ース ・

距離 

コ ース ： 次ページのと おり  

距離： エリ ート 男子 74.8km  

エリ ート 女子 49.8km  

パラ サイ ク リ ング男子 24.4km  

パラ サイ ク リ ング女子 18.3lm  

選手数 ①エリ ート 男子： 100～150名程度 エリ ート 女子50名程度   

②パラ サイ ク リ ング男子・ 女子： 各10名程度 
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（ １ ） エリ ート 男子・ 女子 コ ース マッ プ 

 

 

（ ２ ） パラ サイ ク リ ン グコ ース マッ プ 

 

※交通規制によ る 影響など を考慮し 、 今後変更さ れる 可能性があり ま す。  
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都民参加型レ ース 概要 

日程 2023年12月２ 日（ 土） 8:00～16:00（ 予定）  

ﾌ゚ ﾛｸﾞ ﾗﾑ（ 種目）  安全性等を考慮し 、 今後決定 

時間 8:00～16:00（ 予定）  

会場 味の素ス タ ジアム外周車路及び付帯広場における 構内特設コ ース  

コ ース ・ 距離 安全性等を考慮し 、 今後決定 

参加者数 安全性等を考慮し 、 今後決定 
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仕様書別紙３ ʷ ２ （ 多摩イ ベント ）  

 

運営計画の作成及び留意点 

ア 全体計画 

（ ア） コ ンセプト 及び事業効果、 イ ベント 概要 

 本事業は、 東京2020大会のレ ガシーを未来に繋ぎ、 ス ポーツ サイ ク ルなど 自転車の活用

推進や更なる ス ポーツ 振興、 多摩の魅力向上を図っていく ため行う も のである 。  

 作成に当たっては、 委託者が提供する 自転車の大会等開催に向けた基本計画を参考と す

る こ と 。 ほか以下の視点を も って運営計画を作成する こ と 。  

a サス テナビリ ティ ・ ダイ バーシティ に配慮し 、 子ど も や障害のある 方も 参画でき る イ

ベント の設えと する こ と 。  

b 地元住民等が親し みを持ち、 気軽に参加でき る 企画と する こ と 。 企画に当たっては、

集客力や話題性等も 鑑みた内容と する こ と 。  

c  イ ベント 等開催に当たっては、 自転車利用への関心を高め、 メ ディ アへの訴求及び集

客効果の高い出演者等を活用する など 、 企画の充実を図る こ と 。  

d  自転車を ス ポーツ と し て楽し むこ と ができ 、 裾野が広がる 企画と する こ と 。  

e  GRAND CYCLE TOKYOを 踏ま え、 ス ポーツ と し ての自転車利用だけでなく 日常的な自

転車利用についても 興味・ 関心を 持つ企画を含むこ と 。  

f  本事業はレ ガシーと し ての側面を持つこ と から 、 イ ベント 会場等における 東京2020大

会マス コ ッ ト の活用やアーカイ ブ資産等の展示など 、 大会の感動や記憶を喚起する 効

果的な企画を含むこ と 。  

g  作成し た運営計画については、 委託者の承認を受ける と と も に、 策定期限後も 必要に

応じ て適宜見直し を行い、 関係者が常に最新の情報を共有でき る よ う にする こ と 。  

多摩イ ベント 概要（ サイ ク ルイ ベント 及び多摩地域魅力発信イ ベント で構成）  

 【 日 時】  令和５ 年12月２ 日（ 土） 、 ３ 日（ 日）  

 【 場 所】  味の素ス タ ジアム及びその外周、 味パンダ広場 

【 時 間】  両日と も ８ 時~ 17時の実施を 想定 

【 規 模】  10,000人以上（ 2日間）  

【 備 考】  ・ 12月２ 日（ 土） は、 味の素ス タ ジアム外周で都民参加型レ ース を実施 

      ・ 12月３ 日（ 日） に、 自転車ロ ード レ ース 大会を実施 

 ※都民参加型レ ース と 自転車ロ ード レース 大会を 合わせて「 多摩ロ ード レ ース 」 と いう  

 

（ イ ） 組織体制 

  計画・ 調達・ 実施の各段階での十分な業務体制・ 人員体制を構築する こ と 。  

（ ウ ） ス ケジュ ール（ 開催ま での準備及び事業当日）  

  以下のス ケジュ ールについては必ず作成し 、 進捗及び委託者の求め等に応じ て随時変
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更等を行い、 進行管理を図る こ と 。  

・ 準備のス ケジュ ール（ 工程表を 含む） 。   

 ・ 当日のス ケジュ ール  

（ エ） 事務局の設置 

  各企画を行う に当たっ ては、 出店者及び参加者、 関係機関、 ス テーク ホルダー等と の

外部調整を行う 必要があり 、 準備のための事務局を設置し 対応する こ と （ 仕様書記載

「 8 委託内容 （ 5） イ ベント 準備対応業務」 ）  

 

イ  サイ ク ルイ ベント 及び多摩地域魅力発信イ ベント  

 多摩ロ ード レ ース 開催に併せて、 自転車に親し み、 体験でき る 機会を提供する サイ ク ル

イ ベント と 、 多摩ロ ード レ ース を行う 多摩地域の魅力に触れても ら い、 幅広い年代の方に

楽し んでも ら う こ と を 目的と し たイ ベント （ 多摩地域魅力発信イ ベント ） を開催する 。  

 本イ ベント については、 サイ ク ル活用推進事業ほかGRAND CYCLE TOKYOと の連動性

をも った展開を想定し ている 。 ま た、 多摩地域の魅力発信に当たっては、 多摩地域の市町

村等の協力を得て行う も のと する 。  

（ ア） イ ベント 実施運営計画（ 各コ ンテンツ 運営）  

a  サイ ク ルイ ベント  

ス ポーツ サイ ク ル愛好者が関心を 持ち来場意欲につながる コ ンテンツを複数実施する

こ と 。 ま た、 地元住民等が自転車に気軽に親し むこ と 、 体験する こ と ができ る コ ンテン

ツ についても 複数実施する こ と 。 特に12月３ 日（ 日） については、 味の素ス タ ジアム外

周部分を 活用し た企画を行う こ と 。 併せて、 コ ンテンツに応じ て必要と なる テント 、 備

品等についても 用意する こ と 。  

必要に応じ て、 NF（ 公益財団法人日本自転車競技連盟） など ス テーク ホルダーと の連

携を積極的に図り 、 理解・ 協力を 得ら れる よ う 努める こ と 。  

b  多摩地域魅力発信イ ベント  

イ ベント 会場においては、 多摩産特産物の販売やグルメ を楽し むなど、 多摩地域30市

町村等に関する PRする ブース を35以上設置する こ と （ キッ チンカーを含む） 。 設置に係

る 詳細は以下のと おり 。  

・ ブース 設置に当たっては、 多摩地域の魅力発信に効果的な装飾及びレ イ アウ ト を制

作のう え統一性を持たせる こ と 。 レ イ アウ ト 等詳細は委託者と 協議のう え決定する

こ と 。  

・ キッ チンカーの設置は、 ８ 以上と する が、 市町村の意向等によ り 変更する 場合があ

る 。 ま た、 ブース において飲食を販売する 場合も 想定する こ と 。  

・ グルメ の提供に当たっては、 多摩産食材を使った内容も 含める こ と 。  

・ ブース の大き さ は、 1.5間×２ 間を 標準と する 。  

・ ブース 設置に当たっては、 各ブース を視認でき る 看板や備品等を 用意する こ と 。  

・ イ ベント 会場には来場者向け飲食ス ペース を 設ける こ と 。 但し 新型コ ロ ナウ イ ルス

感染症の状況等によ り 変更する 場合がある 。  

・ ブース ・ キッ チンカー等の出店社等の選定に当たっては、 多摩地域と の関係性、 集
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客力、 公平性等を勘案し 、 委託者と 協議し て決定する こ と 。  

・ 多摩地域に関連する 親子で楽し める 体験型コ ンテンツ を2つ以上含める こ と 。  

・ その他、 多摩地域における 自転車の魅力発信につながる 内容、 集客効果につながる

コ ン テンツ等があれば提案する こ と 。  

ｃ   デジタ ル技術の活用 

  自転車及びほか路上競技の魅力を 体験でき る VRイ ベント 等のコ ンテンツを 盛り 込むこ

と 。 ま た、 イ ベント に来場し た参加者だけでなく 、 自宅など遠隔地から も 参加でき る 仕

組についても 検討する こ と 。  

 ｄ  子ども 向け企画 

  子ど も が多く 参加し 、 ス ポーツと し ての自転車活用及び裾野拡大につながる 企画を実

施する こ と 。 実施場所と し て味パンダ広場を活用する こ と 。  

 e  東京2020大会のレ ガシー 

  本事業は東京2020大会のレ ガシーと し ての側面を 持つこ と から 、 パラ 自転車の体験型

コ ンテンツ等を実施する こ と 。  

 f   東京都関連プロ グラ ム 

  自転車の利用安全推進及び東京都のス ポーツ 振興等に関し てブース 出展及びコ ンテン

ツ の提供を予定し ている 。 ブース の数は契約締結後、 委託者から 指示する が、 5ブース

以上を想定する こ と （ テン ト 対応を想定。 看板、 防寒対策、 備品等を含む） 。 詳細は、

委託者と 協議のう え決定する も のと する 。  

東京都生活文化ス ポーツ 局都民安全推進部が、 東京都自転車安全利用サポータ ー企業

等ブース を出展する 予定である ため、 連携し 調整する こ と 。 ま た、 東京都交通局につい

ても ブース を出展する 予定である ため、 連携し 調整する こ と 。  

 g 受付案内ブース を 設置し 、 受付・ 案内業務（ 会場内及び多摩ロ ード レ ース 、 迷子・

遺失拾得物対応、 その他来場者サービ ス 業務対応等） を行う こ と 。  

  h   その他、 来場者の参画意欲及び回遊性を高める 企画など 、 集客増及びGRAND 

CYCLE TOKYOの認知度向上の視点から 、 受託者が有用と 考える 独自の取組を 企画する こ

と 。  

（ イ ） ブース 出展及びス テージ出場に係る 募集、 受付、 申請等に係る 準備 

 上記（ ア） に関し ての出店者及びス テージ出場等の募集に係る 業務も 本委託に含むこ と

と する 。 募集及び受付、 出店者への事前説明会開催、 出店に係る 事業者及び関係機関等と

の調整、 必要な申請等のフ ロ ーを含めた計画を策定する こ と 。  

 a   多摩地域魅力発信イ ベント に関する ブース 出展については原則ブース 設置・ 手配は

受託者が行う も のである が、 各市町村が自ら 出店する こ と を希望する 場合及び各市町

村から 出店事業者の推薦がある 場合は、 受託者によ る 出展者の募集は不要である 。  

b  施設管理者等から 求めがある 場合など既存店舗への一定の配慮についても 検討する

こ と 。  

c  飲食物の提供に当たっては可能な限り 、 フード ロ ス を減ら すよ う 検討する こ と 。  

 d  施設管理者と 調整のう え、 出店に係る 事業者及び自治体等を対象と し た現地確認の

機会を設ける こ と 。  
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 e  手配する 備品と し ては、 出店者用のテーブル、 椅子、 冷蔵・ 冷凍ショ ーケース 等が

想定さ れる 。 必要数を手配し 、 設置する こ と 。 ま た、 必要と なる 電気の供給、 給排水

設備があれば、 対応する こ と 。  

f キッ チンカー等を配置する に当たって、 排水は持ち帰る 等の対応を取る こ と （ 汚水桝

に流すこ と は禁止） 。  

（ ウ ） 会場使用計画（ デザイ ン、 レ イ アウ ト ）  

  全体と し ての統一感に配慮し たデザイ ン、 レ イ アウ ト を制作する と と も に、 来場者の

SNS等によ る 情報拡散が期待でき る 会場装飾に留意する など、 効果的な集客と 誘導、 回

遊性の向上を志向する こ と 。  

a  可能な限り ユニバーサルデザイ ンを取り 入れる も のと し 、 特に子供への対応、 ベビ

ーカー置き 場の設定など 、 家族連れに配慮する こ と 。 ま た、 障害のある 方の来訪も 想

定さ れ、 その状況に応じ た合理的な配慮を提供する こ と （ こ れま での例： 車いす席の

確保、 誘導員の確保、 手話通訳の手配）  

b  計画の策定に当たっては、 諸室等のレ イ アウ ト を含むも のと する 。 なお、 12月2日

（ 土） の都民参加型レ ース 及び12月3日（ 日） の自転車ロ ード レ ース 大会においても  

味の素ス タ ジアム内諸室を 利用する 可能性があり 、 ほか事業者と 必要な連携を 図る こ

と 。  

c  会場である 味の素ス タ ジアムにおいて賑わいを体感でき る 仕立てと なる よ う 、 全体

デザイ ン及びレ イ アウ ト 案を制作する こ と 。  

（ エ） 会場における 案内・ 誘導計画 

  会場内だけでなく 、 最寄駅（ 飛田給駅及び多磨駅） から 会場ま での案内・ 誘導につい

ても 配慮し た計画と する こ と 。 ま た、 開催する 多摩ロ ード レ ース によ る 交通規制等の影

響を踏ま えて計画を立てる こ と 。  

（ オ） 会場設営／資機材の設置・ 搬入／車両管理計画 

  車両管理に当たっ ては、 参加者、 関係者車両、 運営資機材等の搬出入車両など の駐車

場所及び出退場フ ロ ー、 安全対策等についても 計画に盛り 込むこ と 。  

  多摩地域30市町村等に関する PRする ブース 出店に当たり 、 搬出入用の車両ス ペース を

確保する こ と 。  

（ カ） ス タ ッ フ 及びボラ ンティ ア運営計画 

  各日30名程度のボラ ンティ アの活用について検討を行い、 活動内容の設定から 募集、

管理、 連絡、 研修、 参加ツ ール、 当日における 対応等に関し て計画する こ と 。 ス タ ッ フ

も 含めてイ ベント を一体と なって盛り 上げ、 効果的な活用及び参加し たボラ ンティ アの

満足度が高い計画を作成する こ と 。 その他、 詳細については委託者と 協議する こ と （ 仕

様書記載「 （ 6） その他」 参照）  

（ キ） 警備計画 

  イ ベント を実施し ていない時間帯における 警備については、 施設管理者等と の指示に

従い、 必要な措置を行う こ と 。 イ ベント が複数日に及ぶこ と から 、 施設管理者の指示等

に応じ て夜間警備等、 必要な対応を取る こ と 。  

（ ク ） ス テージコ ンテンツ 及び映像配信 
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a   ス テージ 

ス テージを会場内に設置し 、 誘客の期待でき る コ ンテンツ を複数実施する こ と 。 なお

多摩ロ ード レ ース の表彰式についても ス テージ上にて実施する 想定と なる （ 別途委託に

おいて対応） 。  

ま たス テージ構成の一部と し てス テーク ホルダー等他主体によ る コ ンテンツ の実施を

想定し ている 。 関係者及び委託者と 連携し 、 会場運営や使用設備等についての調整を行

う など 、 両者と 十分協議の上、 効率的かつ効果的な運営を 行う こ と 。  

 b  映像配信 

  多摩ロ ード レ ース の様子について、 イ ベント 会場にて配信を行う こ と 。 なお通信に最

適な環境の整備等は受託者の負担で行う こ と と する 。  

  ほかス テージの様子等、 会場内モニタ ー及びSNS等においても 中継を行う など 、 来場

者等へ臨場感が伝わる よ う 工夫する こ と 。  

（ ケ） 雨天時・ 荒天時対応、 寒さ 等に関する 対応計画 

  雨天時・ 荒天時における 対応について計画する こ と 。 ま た、 気温が低い時期である こ

と から 、 寒さ 対策等を 十分考慮し た内容と する こ と 。 対応内容については委託者と 十分

協議する こ と 。  

ま た、 事前予約制のコ ンテンツを 提案する など 、 雨天時など当日の集客が難し い状況

でも 一定の集客が見込める よ う にする こ と 。  

（ コ ） 清掃・ 廃棄物処理 

施設管理者等と の指示に従い、 必要な措置を行う こ と 。  

（ サ） その他実施にあたり 必要と なる 事項 

  上記項目のほか、 本事業全体の効果を最大化する ため、 委託者と 協議の上、 有用と 考

える 独自の取組を 企画する こ と も 可と する 。  

 

以上 
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仕様書別紙４ （ サイ ク ル活用推進事業）  

 

運営計画の作成及び留意点 

ア 全体計画 

（ ア） コ ンセプト 及び事業効果、 イ ベント 概要 

 本事業は、 GRAND CYCLE TOKYOの趣旨を踏ま え、 都内全域において自転車を「 す

る 」 ス ポーツ の機会を 提供し 、 東京における サイ ク ルス ポーツ 文化の醸成及びス ポーツ 実

施率の向上等につなげる ほか、 活用推進事業を通じ て臨海部ラ イ ド イ ベント やマルチス ポ

ーツ 及び多摩ロ ード レ ース 、 多摩自転車イ ベント など GRAND CYCLE TOKYOの気運醸成

を行っていく 。  

 運営計画作成に当たっては、 委託者が提供する 自転車の大会等開催に向けた基本計画を

参考と する こ と 。 ほか以下の視点をも って運営計画を作成する こ と 。  

a 本事業は、 都内自治体のニーズ等を 踏ま えて実施する 事業と なる 。 実施に当たっての 

効果や実施し やすさ 、 集客性など の視点を踏ま えて計画する こ と 。  

ｂ  自転車をス ポーツ と し て楽し むこ と ができ 、 裾野が広がる 企画を 実施案と し て計画す

る こ と 。  

c  GRAND CYCLE TOKYOを踏ま え、 ス ポーツ と し ての自転車利用だけでなく 、 安全対策

や利便性など日常的な自転車利用についても 興味・ 関心を持つ企画を計画する こ と 。  

d 企画に当たっては、 集客力や話題性等も 鑑みた内容を提案する こ と 。  

e  イ ベント 等開催に当たっ ては、 自転車利用への関心を高め、 メ ディ アへの訴求及び集

客効果の高い出演者等を活用する など 、 企画の充実を図る こ と 。  

f  策定し た運営計画については、 委託者の承認を受ける と と も に、 実際の実施に当たって

は会場要件等が異なる こ と も 予想さ れ、 必要に応じ て適宜見直し を 行い、 ま た実施す

る なかで改善すべき 点があれば随時反映を行う こ と 。  

●サイ ク ル活用推進事業概要 

 【 日 時】  令和５ 年夏から 秋頃を 主と し て想定 ※自治体の意向等を踏ま えて実施 

 【 場 所】  都内全域（ 島し ょ 部を 含む）     ※自治体の意向等を踏ま えて実施 

【 企 画】  複数コ ンテン ツ を自治体に提示する 等によ り 実際に実施する 企画を決定 

【 回 数】  20回程度 

【 規 模】  企画内容によ る （ 最小20名から 最大200名程度の規模を 想定）  

 

（ イ ） 組織体制 

  計画・ 調達・ 実施の各段階での十分な業務体制・ 人員体制を提案する こ と 。  

（ ウ ） ス ケジュ ール（ 開催ま での準備及び事業当日）  

  以下のス ケジュ ールについては必ず作成し 、 進捗及び委託者の求め等に応じ て随時変

更等を行い、 進行管理を図る こ と 。  
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・ 準備のス ケジュ ール（ 工程表を 含む） 。   

 ・ 当日のス ケジュ ール  

（ エ） 事務局の設置 

  各企画を行う に当たっ ては、 都内自治体及び施設管理者、 その他ス テーク ホルダー等

と の外部調整を個別に実施する 必要があり 、 準備のための事務局を 設置し 対応する こ と

（ 仕様書記載「 （ 5） イ ベント 準備対応業務」 ）  

 

イ  サイ ク ル活用推進事業 

  本事業は、 都内自治体のニーズ等を踏ま えて実施する 特性上、 各企画の実施回数及び 

 実施内容が変更と なる 可能性があり 、 委託者と 随時協議のう え進める こ と 。  

ま た、 必要に応じ て、 競技団体などス テーク ホルダーと の連携を積極的に図り 、 理解・

協力を得ら れる よ う 努める こ と 。  

 

（ ア） 事業実施運営計画（ 各コ ンテンツ 運営）  

 以下の視点を踏ま えて、 自転車を「 する 」 コ ンテンツ を 以下それぞれのカテゴ リ ーにおい

て複数案計画する こ と 。 計画は実施可能なプラ ンである こ と を 前提と する 。  

a  ス ポーツ サイ ク ル初心者及び日常的に自転車を利用する 方を対象と する 事業 

b  子供を対象と し て自転車に親し む機会を 提供する 事業 

c  臨海部マルチス ポーツ や多摩自転車イ ベント 等と 連動し て行う 事業   

d  デジタ ル技術を活用し た事業  

  自転車及びほか路上競技の魅力を体験でき る VR イ ベント 等のコ ンテンツ を盛り 込むこ

と 。 ま た、 イ ベント に来場し た参加者だけでなく 、 自宅など遠隔地から も 参加でき る 仕

組についても 検討する こ と 。  

  e  東京 2020 大会における 競技体験など 、 レ ガシーにつながる 事業 

  f   自転車利用を通じ て地域の魅力に触れる こ と ができ る 事業 

  g  その他、 自転車を「 する 」 機会の提供及び GRAND CYCLE TOKYO の趣旨に合致する

視点から 、 受託者が有用と 考える 独自の取組があれば実施する こ と 。  

（ イ ） 実施に向けた準備（ 自治体及び会場等と の調整及び募集、 受付、 申請等）  

委託者によ る 自治体への事業実施意向聴取を行った後における 自治体及び会場等と の調

整及び募集、受付等に係る 業務も 本委託に含むこ と と する 。自治体及び会場等と の調整に向

けた体制整備、 募集及び受付、関係機関等と の調整、 必要な申請等のフ ロ ーを含めた計画を

策定する こ と 。  

（ ウ ） 会場使用・ 設営計画（ デザイ ン、 レ イ アウ ト 、 来場者導線等を含む）   

 当事業全体と し ての統一感に配慮し たデザイ ンを 計画する と と も に、 レ イ アウ ト 案につ

いても 作成する こ と 。 なお、 各々の事業実施においては会場利用条件等に基づき 、 柔軟に対

応する こ と 。  

a  参加者属性等も 踏ま え、 可能な限り ユニバーサルデザイ ンを取り 入れる こ と 。  

b  計画の策定に当たっ ては、 諸室等のレ イ アウ ト を 含むも のと する 。  

c  会場使用に係る 経費（ 使用料、 光熱水費、 付帯設備等） が発生する 場合は、 受託者が負
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担する こ と 。  

（ エ） 会場における プロ モーショ ン実施 

当事業実施に当たっては、 会場において GRAND CYCLE TOKYO のプロ モーショ ンを行う

こ と 。事業実施に併せて行う プロ モーショ ンコ ンテンツについて計画し 実施する こ と 。ま た、

来場者の SNS 等によ る 情報拡散が期待でき る 装飾を 設置する など、 効果的な情報拡散がで

き る よ う 工夫する こ と 。  

（ オ） 雨天時・ 荒天時等対応、 気候等に関する 対応計画 

 雨天時及び荒天時、 実施時期に係る 気候等への影響に対応する 計画を作成する こ と 。  

（ カ） その他実施にあたり 必要と なる 事項 

上記項目のほか、 本事業全体の効果を 最大化する ため、 委託者と 協議の上、 有用と 考え

る 独自の取組を企画する こ と も 可と する 。  

以上 

 

 

 

 



仕様書別紙５ （ 臨海・ 多摩共通）  

広報・ 誘客計画 

 ア 広報計画（ イ ベント 撮影計画を含む。）  

各種媒体を 活用し 既存のロ ゴマーク 、 イ ベント 名称を 用いて効果的な広報施策を 実施す

る こ と 。 特にイ ベント 会場近隣に住むフ ァ ミ リ ー層を タ ーゲッ ト と し た広報を 重点的に実

施する こ と 。  ま た、 GRAND CYCLE TOKYO の認知度向上についても 集客・ 告知活動と

併せ取り 組むこ と 。  受託者は契約締結後 1 か月以内に具体的な広報計画を提出し 、 その後

も 毎月計画をアッ プデート し ながら 、 計画的に広報施策を実施する こ と  

なお、 レ イ ンボーラ イ ド 及び多摩ロ ード レ ース 業務委託の内容も 含むも のと する 。    

なお、 以下については提案する こ と 。   

・ 全体の広報計画・ ス ケジュ ール  

 （ 以下のよ う な視点を含む。  

  ・ 新聞折込や WEB 広告、 電車内ビジョ ンなど のペイ ド メ ディ アの活用 

・ テレ ビや WEB メ ディ ア、 パブリ シティ 等に取り 上げても ら う ための戦略）  

・ 公式Ｈ Ｐ ト ッ プページの刷新デザイ ンイ メ ージ及び全体構成  

・ GRAN D CYCLE TOKYO のアンバサダー候補者 

・ チラ シ・ ポス タ ー・ リ ーフ レ ッ ト ・ イ ベント PR 動画イ メ ージ  

・ 短編動画、 ポス タ ー等の掲出先 

・ SNS の活用方法、 頻度 （ フ ォ ロ ワ ー数増加に向けた工夫）  

・ 物販計画  

・ イ ベント 当日の広報計画  

・ 当日撮影し た動画を基に編集し た PR 映像計画  

 

イ  制作物計画 

ボラ ンティ アへの参加ツール、マルチス ポーツ・ 多摩イ ベント 両方に参加し た方へのノ ベ

ルティ 、 ス タ ッ フ 着用アイ テムなど の制作物を 提案する こ と 。 制作数は、 ボラ ン ティ アへの

参加ツール約６ ６ ０ 名分、マルチス ポーツ・ 多摩イ ベント 両方に参加し た方へのノ ベルティ     

約５ ０ ０ 名分を想定数と し 、その他の制作物数等については受託者提案の上、委託者と 協議

の上決定する こ と と する 。 なお、 制作の際は以下の点に留意する こ と 。   

・ イ ベント 名称やロ ゴマーク を活用し 、多く の人々の目に留ま る 話題性のある デザイ ン

と する こ と 。  

・ ス タ ッ フ・ ボラ ンティ アツ ールは【 GCT 臨海】【 GCT 多摩】 で同じ デザイ ンと する

こ と 。   

・ 各種制作物はイ ベント 後でも 日常的に使用でき 、イ ベント 参加後の満足度が高ま る も

のを 柔軟に検討する こ と 。   



・ デザイ ンに使用さ れる 全てのも の（ 画像・ イ ラ ス ト ・ 書体等） は、 必ず著作権者の承

諾を 得て提出する こ と 。   

  

ウ  誘客計画  

以下の内容を 踏ま え、 当日多く の人を 誘引でき る よ う 提案し 計画策定する こ と 。 なお、

GRAND CYCLE TOKYO 全体での誘客効果が最大化する よ う 計画する こ と 。  

・ 参加者、観覧者等へ飲食物を購入する 機会を 提供する ため、マルチス ポーツ について

はテレ コ ム センタ ービ ルに３ 台程度のキッ チンカーを 設置する こ と （ 多摩イ ベント に

ついては、 別紙 3-2 参照）。  

・ キッ チンカーについては、人気レ ス ト ラ ンの初出店等、こ だわり を持った選定をする

こ と 。  

・ 飲食物の提供にあたっては可能な限り フ ード ロ ス を減ら すよ う 検討する こ と 。   

・【 GCT 臨海】 及び【 GCT 多摩】 に関係する ツ アーパッ ケージの設定や輪行バッ グの

運搬サービス 等、 参加者の利便性を向上さ せる 企画をする こ と 。 なお、 海外から の参加

者も 想定し た内容と する こ と 。   

 

エ 事業効果測定計画 

【 GCT 臨海】、【 GCT 多摩】 及び【 サイ ク ル活用推進事業】 の効果を最大化する ための

KPI を 設定し 、 それに向けての活動内容及び運営方法を提案する こ と 。  

・ 効果測定の指標・ 実施方法等については委託者と 協議の上決定する こ と 。  

・ GRAN D CYCLE TOKYO 事業全体と し ての効果を測定する 項目も 設ける こ と 。  

・ 参加者数など の定量項目だけではなく 、 参加者、 来場者、 ボラ ンティ ア等へのアンケ

ート 実施等によ り 、 事業の満足度等を 測定する こ と 。  

・ アンケート の回答結果は「 上位」 が回答者の 80% 以上を占める こ と を 目標と する こ

と 。  

・ アンケート 回答率を上げる ためのイ ンセンティ ブについても 提案する こ と 。  

 



「 東京都公式ホームページ作成に関する 統一基準」 準拠に係る 標準特記仕様書 

 

委託者から ホームページ作成業務等の委託を受けた受託者は、 契約書及び仕様書等に定

めのない事項について、 こ の特記仕様書に定める 事項に従っ て契約を履行し なければなら

ない。 なお、 こ の特記仕様書の適用範囲は受託者が本契約で作成等する も のに限る 。  

 

１  「 東京都公式ホームページ作成に係る 統一基準」（ 以下「 統一基準」 と いう 。） の対応は

以下のと おり と する 。  

(1) 統一基準で優先度 A と 規定さ れた事項のう ち、 J IS 規格（ J IS  X 8341-3:2016） でア

ク セシビ リ ティ 適合レ ベル A 及び AA と し て規定さ れている 達成基準に該当する 事項

について準拠する こ と 。 なお、「 準拠」 と いう 表記は、 情報通信アク セス 協議会ウ ェ ブ

アク セシビリ ティ 基盤委員会（ 以下「 WAIC」と いう 。）「 ウ ェ ブコ ンテンツ の J IS  X 8341-

3:2016 対応度表記ガイ ド ラ イ ン 2016 年 3 月版」 で定めら れた表記によ る 。  

(2) 統一基準で優先度 A と 規定さ れた事項のう ち、 (1)に規定する 事項以外の全ての事項

について対応する こ と 。  

(3) 統一基準で優先度 B と 規定さ れた事項について、 委託者と 協議の上対応する こ と 。  

 

２  納品前に、 作成し た全ページについてツール（ 総務省が提供する「 みんなのアク セシビ

リ ティ 評価ツ ール m iChecker」（ 以下「 m iChecker」 と いう 。） 又はこ れに相当する ツ ー

ル） によ り アク セシビリ ティ 検証を 行い問題のないこ と を確認し た上で、委託者に報告す

る こ と 。 なお、 既存のページに修正等を実施し た場合の報告内容は、 修正し た箇所のみと

する 。  

 

３  ホームページ新規作成（ 又は全面リ ニュ ーアル） 工程の中での確認事項は以下のと おり

と する 。  

(1) HTML、 CSS のひな形作成段階において、 受託者にて統一基準への対応状況の確認を

実施する こ と 。ツールによ る 判定が可能な検証項目については、ツ ールを用いた上で、

そのツ ール名を記録する こ と 。  

(2) 納品前に、 １ (1)の事項について WAIC「 J IS  X 8341-3:2016 試験実施ガイ ド ラ イ ン」

に基づく 試験を実施する と と も に、 １ (2)の事項についても 確認を行う こ と と し 、 受託

者は試験及び確認結果について委託者に説明を 行い、 その了承を得る こ と 。 なお、 試験

の実施においては、 ツ ールによ る 判定だけでなく 、 人間によ る 判断も 行う こ と 。  
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４  ３ (2)の試験については以下のと おり と する 。  

(1) ３ (2)の試験方法及び確認の対象範囲 

ア 対象ページが 11 ページ以下の場合 

J IS  X 8341-3:2016 の「 J B.1.2 ウ ェ ブページ一式単位」 と し 、「 a 全てのウ ェ ブ

ページを 選択する 場合」 にある 方法を用いて、全てのページで試験及び確認を実施す

る こ と 。  

イ  対象ページの数が 12 ページ以上 100 ページ以下の場合 

J IS  X 8341-3:2016 の「 J B.1.2 ウ ェ ブページ一式単位」 と し 、「 d ウ ェ ブページ

一式を 代表する ウ ェ ブページと ラ ンダム に選択し たウ ェ ブページと を 併せて選択す

る 場合」 にある 方法を 用いて、 両方のページを組み合せて 11 ページ以上を選択し て

試験及び確認を 実施する こ と 。 なお、 組合せにおける「 ウ ェ ブページ一式を代表する

ウ ェ ブページ」 と 「 ラ ンダムに選択し たウ ェ ブページ」 の割合や、「 ウ ェ ブページ一

式を 代表する ウ ェ ブページ」 で選択する ページについては委託者と 協議の上決定す

る 。  

ウ  対象ページの数が 100 ページを超える 場合 

J IS  X 8341-3:2016 の「 J B.1.2 ウ ェ ブページ一式単位」 と し 、「 d ウ ェ ブページ

一式を 代表する ウ ェ ブページと ラ ンダム に選択し たウ ェ ブページと を 併せて選択す

る 場合」 にある 方法を用いて、 両方を組み合せて 40 ページ以上を選択し て試験及び

確認を実施する こ と 。 なお、 組合せにおける「 ウ ェ ブページ一式を代表する ウ ェ ブペ

ージ」 は 7 ページ以上、「 ラ ンダムに選択し たウ ェ ブページ」 は 33 ページ以上と し 、

「 ウ ェ ブページ一式を 代表する ウ ェ ブページ」 で選択する ページについては委託者

と 協議の上決定する 。  

 (2) 達成方法及びその検証方法を特定でき る 技術的根拠（ 実装チェ ッ ク リ ス ト ） の作成 

１ (1)の事項に関し て、 WAIC が公開し ている 「 J IS  X 8341-3:2016 試験実施ガイ ド ラ

イ ン 2016 年 4 月版」 の「 3.1 達成方法及びその検証方法を特定でき る 技術的根拠を示す

方法の例」 を参考にし て実装チェ ッ ク リ ス ト を作成する こ と 。  

なお、 実装チェ ッ ク リ ス ト を作成する 際に必要なツ ールの結果資料（ m iChecker ワ ー

ク シート 等） を添付する こ と 。  

(3) 達成基準チェ ッ ク リ ス ト の作成 

１ (1)の事項に関し て、 WAIC が公開し ている 「 J IS  X 8341-3:2016 試験実施ガイ ド ラ

イ ン 2016 年 4 月版」 の「 3.2 達成基準チェ ッ ク リ ス ト の例」 を参考にし て作成する こ

と 。  

(4) 試験結果ページの作成 

ウ ェ ブサイ ト 上で公開する 試験結果ページを、 J IS X 8341-3:2016 の「 J B.3 試験結果

の表示」 に基づいて作成する こ と 。  
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東京都公式ホームページ（ 以下「 公式ホームページ」 と いう 。） は、 都の施策など の

都政情報の提供や都民と の有力な情報共有手段と し て、 重要なツ ールと なっ ている 。

今後更に、 東京２ ０ ２ ０ 大会に向け、 ま たそれ以降において、 国内外に向けて東京の

魅力を発信する 媒体と し ても 、 公式ホームページの重要性はま すま す高まっ てく る 。  

こ れま で、 総務局及び生活文化局において、 公式ホームページのあり 方等について

検討を進め、 平成 26 年４ 月、 公式ホームページの作成に関し 最低限遵守すべき ルール

と し て「 東京都公式ホームページ作成に関する 統一基準」（ 以下「 統一基準」 と いう 。）

を 策定し た。 統一基準は、 高齢者や障害者を 含めた誰も が必要な情報にアク セス でき

る ウ ェ ブアク セシビリ ティ の JI S 規格である JI S X  8341-3 に対応し ている 。  

こ のたび、 JI S X 8341-3 が改訂さ れたこ と 、 及び公的機関のウ ェ ブアク セシビリ テ

ィ 対応を支援する ために総務省が「 みんなの公共サイ ト 運用ガイ ド ラ イ ン」 を策定し

たこ と を踏ま えて、 統一基準を改正する 。  

平成 28 年４ 月に「 障害を 理由と する 差別の解消の推進に関する 法律（ 障害者差別解

消法）」 が施行さ れ、 ウ ェ ブアク セシビリ ティ についても こ れま で以上に一層の推進

が求めら れている 。こ れま でも 統一基準準拠及びウ ェ ブアク セシビリ ティ の向上に

取り 組んでいる と こ ろである が、 さ ら にウ ェ ブアク セシビリ ティ の確保・ 維持・ 向

上に努めて、 誰も が必要な情報にアク セス でき 、 かつ誰も が使いやすい公式ホーム

ページを目指し ていく 。
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第１  策定について 

１  対象範囲 

原則と し て、 東京都が以下に示すウ ェ ブコ ンテンツ で提供する 情報及びサービ ス す

べてと する 。  

(1) 東京都公式ホームページ 

(2) 都民がブラ ウ ザを 介し て利用する も ので、 特定の用途向けに作成さ れたウ ェ ブア

プリ ケーショ ン及びウ ェ ブシス テム  

(3) 東京都公式ホームページのス マート フ ォ ン向けサイ ト  

(4) 東京都公式ホームページのス マート フ ォ ンを除く 携帯電話（ フィ ーチャ ーフ ォ ン）

向けサイ ト  

(5) 都民向けに K I OSK 端末等で提供さ れる ウ ェ ブコ ンテンツ  

(6) 都民向けに CD・ DVD 等の媒体に収録し て配布する ウ ェ ブコ ンテンツ  

なお、 (4)、 (5)及び(6)については特性が異なる も のも ある ため、 可能な限り 対応する

こ と と する 。  

２  JIS 規格の適用 

JI S X 8341-3:2016「 高齢者・ 障害者等配慮設計指針－情報通信における 機器， ソ フ

ト ウ ェ ア及びサービス －第 3 部： ウ ェ ブコ ンテンツ 」 は、 ホームページ作成に際し て

対応すべき 項目を 61 項目に定め、 こ れら の 61 項目は様々なユーザー層及び状況から

く る ニーズを満たすため、 それぞれ「 A」、「 AA」、「 AAA」 と 3 段階の適合レ ベルに分

類し ている 。 総務省が作成し た「 みんなの公共サイ ト 運用ガイ ド ラ イ ン（ 2016 年版）」

では、公的機関に対し JI S X 8341-3:2016 における 適合レ ベル AA に対応する こ と が求

めら れている 。 こ れを踏ま えて、 本統一基準では適合レ ベル AA に対応し ている 。  

ま た、アク セシビリ ティ の確保に当たり 、よ り 詳細に規格の内容を 検討する 場合は、

各自で JI S 規格、 ま たはウ ェ ブアク セシビ リ ティ 基盤委員会が公開し ている 解説書1と

達成方法集2を 参照する こ と 。  

同様に、「 みんなの公共サイ ト 運用ガイ ド ラ イ ン（ 2016 年版）」 では 1 年に 1 回、 運

用ガイ ド ラ イ ンに基づいたウ ェ ブアク セシビ リ ティ 確保・ 維持・ 向上のための取組に

                                                   

1 h ttp://waic.jp/docs/wcag2/understanding.htm l 
2 h ttp://waic.jp/docs/wcag2/techs.htm l 

http://waic.jp/docs/wcag2/understanding.html
http://waic.jp/docs/wcag2/techs.html
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ついて、 取組内容を 確認し 、 確認結果をホームページ等で公開する こ と が勧奨さ れて

いる ため、JI S 規格の適用と あわせて取組内容確認及び確認結果公開の実施を 推奨する 。 

３  優先度の設定 

こ の統一基準の各項目には、 JI S X 8341-3:2016 を参考に、 次のと おり 優先度を 設定

し ている 。  

［ 優先度 A］： ホームページの作成の際、 必ず実施又は満たすべき 項目 

 （ 優先度 A は JI S X 8341-3:2016 の適合レ ベル「 A」 及び「 AA」 を含む）  

［ 優先度 B］： ホームページの作成の際、 でき る 限り 実施又は満たすべき 項目 

４  目標と する 適合レ ベル 

対象と なる ホームページは、 優先度 A（ JI S X8341-3:2016 の適合レ ベル「 A」 及び

「 AA」 を含む） に準拠する こ と を目標と する 。  
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第２  ページデザイ ン  

１  ユーザーの環境に左右さ れないデザイ ン  

(1) ホームページでは、 ユーザーエージェ ント （ 閲覧ソ フ ト （ 以下「 ブラ ウ ザ」 と い

う 。） や支援技術など ） がソ ース コ ード の構文を正確に解析でき る よ う に、 仕様で認

めら れている 場合を除いて、 H TM L のソ ース コ ード が次の 4 点を満たすこ と 。  

ア 開始タ グ及び終了タ グを仕様に準じ て用いる 。  

イ  要素は仕様に準じ て入れ子と する 。  

ウ  要素には重複し た属性がないも のと する 。  

エ ど の I D も 一意的（ ユニーク ） である も のと する 。  

ま た、 当該コ ント ロ ールの識別名（ I D など）、 役割や状態（ ス テータ ス ） など を、

各種の支援技術プロ グラ ム（ 音声読み上げソ フ ト など ） が解釈でき る よ う 記述する 。

［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(2) コ ン テンツ の情報と 関係性を 適切に記述（ マーク アッ プ） する 。 音声読み上げソ

フ ト など のプロ グラ ム が解釈可能にする こ と ができ ないコ ン テン ツ を 提供する 場合

は、 合わせてそれら の解釈をテキス ト で提供する 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(3) ホームページの閲覧者（ 以下「 ユーザー」 と いう 。） が使用し ている 様々なサイ ズ

のディ ス プレ イ で問題なく 表示でき る よ う レ イ アウ ト する 。［ 優先度 B］  

(4) ユーザーが特定のア プリ ケ ーシ ョ ン を 用意し な いと 見る こ と ができ な い形式

（ M icrosoft W ord、 M icrosoft E xcel など ） のみによ り 、 情報を提供する こ と は行わ

ない。［ 優先度 B］  

(5) コ ン テンツ の意味及び操作の順番と 、 音声読み上げソ フ ト の読み上げの順番及び

フ ォ ーカス の順番を一致さ せる 。［ 優先度 A］ [JIS 適合レ ベル A] 

(6) ユーザーが使用する 様々なデバイ ス （ ス マート フ ォ ンや携帯電話（ フ ィ ーチャ ー

フ ォ ン）など）における コ ンテンツ の表示については、画面幅や解像度など を考慮し 、

最適化さ れたホームページを提供する 。［ 優先度 A］  

(7) M icrosoft W ord、 M icrosoft E xcel の H TM L 変換機能を利用し たウ ェ ブページ作

成は行わない。［ 優先度 B］  

２  ス タ イ ルシート  

(1) カス ケーディ ング・ ス タ イ ル・ シート （ CSS） を使用する 場合は、 別フ ァ イ ルにリ

ンク さ せる 形式を使う 。［ 優先度 B］  
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(2) 使用し ている ウ ェ ブコ ンテンツ 技術によ っ て、 意図し ている 視覚的な表現が可能

である 場合は、 次に掲げる 場合を 除き 、 画像化さ れた文字ではなく テキス ト を 用いて

情報を伝える 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

ア カス タ マイ ズ可能 

画像化さ れた文字がユーザーの要求に応じ て視覚的にカス タ マイ ズでき る 。  

イ  必要不可欠 

文字の特定の表現（ ロ ゴなど ） が、 伝えよ う と する 情報にと っ て必要不可欠で

ある 。  

３  フ レ ーム  

(1) フ レ ームは原則使わない。［ 優先度 A］  

ただし 、 フ レ ームを 利用する 必要がある 場合には、 以下（ 2） ～（ 5） の項目に従

う こ と 。  

(2) フ レ ーム内に表示さ れる 各ページには、 音声読み上げソ フ ト を 利用し ている ユー

ザーが、その内容や役割が何である のかを判断し やすいページタ イ ト ルを 付ける 。［ 優

先度 A］  

(3) フ レ ームの境界線は「 0」 に指定し 、 ページ内に「 戻る 」 ボタ ンの機能を付ける 。

［ 優先度 B］  

(4) フ レ ーム内に、 外部のホームページを表示さ せない。［ 優先度 B］  

(5) 外部サイ ト を 埋め込むタ イ プのイ ンラ イ ンフレ ーム（ Twitter、Facebook、YouTube、

Google マッ プなど ） を 使用する 場合は、 表示内容が、 サイ ト 運営者の完全な管理下

に置けないと き は、 以下の項目を遵守する こ と 。［ 優先度 A］  

ア イ ンラ イ ンフ レ ームで表示さ せる 情報のう ち広く 周知が必要な情報については、

公式ホームページ内に同様の内容を掲載する 。  

イ  フ レ ーム内の表示内容が、 公式ホームページ外へのリ ンク であり 他の運営者の

管理下にある こ と が分かる よ う にする 。  
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第３  サイ ト デザイ ン  

１  サイ ト 構造 

(1) 各ホームページの全体構成（ 以下「 サイ ト 構造」 と いう 。） は、 ユーザーに分かり

やすい形で情報を整理・ 分類化し てデザイ ンする 。 組織別の分類は、 ユーザーにと っ

て必ずし も 分かり やすいも のではないこ と に留意する 。［ 優先度 B］  

(2) サイ ト 構造は、 ユーザーが目的と する 情報にたど り 着き やすいよ う 、 階層の幅を

５ ～９ 、 階層の深さ を３ ～５ 以内に収める よ う 工夫する 。［ 優先度 B］  

２  ナビゲーショ ン機能 

(1) すべてのページで、 ト ッ プページ及び１ つ上の階層や前ページに移動でき る よ う

にする 。 こ の場合、 ト ッ プページへのリ ンク には、「 ホームページ」 ではなく 「 ト ッ

プページ」 の言葉を用いる 。［ 優先度 B］  

(2) ホームページの中にある 複数のウ ェ ブページ上で繰り 返さ れている ナビ ゲーショ

ンのメ カニズムは、 繰り 返さ れる たびに相対的に同じ 順序で提供する 。［ 優先度 A］

[JI S 適合レ ベル AA] 

(3) ト ッ プページには、 ホームページ内のメ ニュ ー、 コ ンテンツ 一覧を 分かり やすく

表示する 。例と し て、リ ピータ ーの多いホームページでは新着情報などのコ ンテンツ 、

タ ーゲッ ト と する ユーザーが明確な場合にはユーザー別のコ ン テンツ 一覧を 配置す

る 。［ 優先度 B］  

(4) ユーザーが東京都公式ホームページである と 認識でき る よ う に、 各ホームページ

は共通し て次の内容を設定する 。［ 優先度 A］  

ア ヘッ ダー部分に掲載する 内容 

(ｱ) 「 東京都シンボルマーク 」「 所管局など のロ ゴタ イ プ」 を ページの左上に掲

載し 、 所管局など のト ッ プページへのリ ンク を設ける 。  

なお、 本項目においては都立学校や警察、 消防の章など、 都の内部組織の章

と し て広く 認知さ れている マーク についても 、「 東京都シンボルマーク 」 同等と

し て扱う こ と ができ る も のと する 。  

(ｲ) 「 多言語へのリ ンク 」「 サイ ト 内検索機能又はサイ ト マッ プ」「 都庁総合ト ッ

プページへのリ ンク 」 をページの右上に掲載する 。 ただし 、 ス マート フォ ン向

けコ ンテンツ における 配置についてはこ の限り ではない。  

ま た、「 多言語へのリ ンク 」「 サイ ト 内検索機能又はサイ ト マッ プ」 について

は、 可能な限り 対応する も のと する 。  
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イ  フ ッ タ ー部分に掲載する 内容 

「 サイ ト ポリ シーへのリ ンク 」「 問合せ先」「 著作権表記」 を ページの下部中央

に掲載する 。  

(5) 入力フ ォ ーム では、 ト ッ プページと 前のページに戻る ためのリ ン ク を 提供する 。

［ 優先度 B］  

(6) 階層構造をも つホームページの場合には、 パンく ず式ナビゲーショ ンを提供する 。

［ 優先度 B］  

(7) ホームページの中から 各ページに到達する こ と のでき る 手段は、 複数提供する 。

ただし 、 そのページが、 検索結果ページや、 フ ォ ーム入力後の確認ページなど プロ セ

ス の結果又はプロ セス の中の一つのス テッ プである 場合はこ の限り ではない。［ 優先

度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

(8) コ ン ポーネント （ リ ンク やフ ォ ーム・ コ ント ロ ールなど ） にフ ォ ーカス し た だけ

でコ ンテキス ト の変化を 引き 起こ し てはなら ない。  

ま た、フ ォ ームのコ ント ロ ールなど を選択し ただけでコ ンテキス ト の変化を 引き 起

こ し てはなら ない。 事前に何が起こ る のかを説明し ておく か、 実行ボタ ンを 提供し 、

ボタ ンが押下さ れる ま では変化が起こ ら ないよ う にする 。［ 優先度 A］ [JIS 適合レ ベ

ル A] 

３  検索 

(1) サイ ト 内検索機能又はサイ ト マッ プはすべてのページから アク セス でき る よ う に

する 。［ 優先度 A］  

(2) 検索範囲が指定でき る 場合、 はっき り と 明示する 。［ 優先度 B］  

(3) 検索結果の精度を 高める ため、 メ タ データ （ H TM L の<m eta>タ グ） で当該ペー

ジ又はホームページ全体に関する 情報を提供する 。 メ タ データ には、 当該ページ又は

ホームページ全体についての説明文、 キーワ ード など を記述する 。［ 優先度 B］  

(4) 検索結果は最も 確率の高いページから 順に表示する 。［ 優先度 B］  

(5) 検索結果ページには、 検索キーワ ード を目立つよ う に表示する 。［ 優先度 B］  

(6) 検索結果の数は必ず表示する 。［ 優先度 B］  

(7) ユーザーが、検索結果全体のど の部分を 参照し ている のかを 表示する 。［ 優先度 B］ 
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４  問い合わせ先 

フ ッ タ ーには、 ホームページ全体ま たは当該ページの掲載内容に関する 問い合わせ

先の組織名、 所在地、 電話、 メ ールアド レ ス を掲載又は掲載ページへリ ンク する 。［ 優

先度 A］  

５  サイ ト ポリ シーの掲載と 運用 

(1) ホームページ管理者はサイ ト 運営に当たっ てユーザーに明示すべき サイ ト ポリ シ

ーを作成し 、 公開する 。 作成に当たって準拠すべき 法規制など がある 場合には、 こ れ

に従う 。作成し たサイ ト ポリ シーはユーザーがいつでも 確認でき る よ う フ ッ タ ーにそ

れら のページへのテキス ト リ ンク を設定する 。 該当する 場合には、 サイ ト ポリ シーに

次のも のを含める 。［ 優先度 A］  

ア アク セシビリ ティ 方針 

対象範囲、 目標を達成する 期限、 目標と する 適合レ ベル、 例外事項、 目標と し

た適合レ ベル以上に追加し た達成基準を記載し 、 サイ ト ポリ シー上に公開する 。  

公開し た達成期限ま でに、 ウ ェ ブアク セシビ リ ティ 基盤委員会が定める 「 JI S X 

8341-3:2016 試験実施ガイ ド ラ イ ン 」 に基づく 試験を実施し 、 達成基準をすべて

満たし 、 試験結果を公開する こ と 。 すべてを 満たせなかっ た場合にはその理由と

準拠に向けたス ケジュ ールを 追記する 。  

なお、 JI S X 8341-3： 2010 への対応を実施し 試験結果を公開し ている 場合は、

当分の間、 本項目を充足し ている も のと みなす。  

イ  多言語対応方針 

専用ページを設置し て多言語対応し ている 場合には、 目的、 対応言語、 対象ペ

ージを明記する 。  

多言語対応がプロ グラ ムを利用し た翻訳の場合には、 機械的に行われる ため内

容が 100％正確である と は限ら ないこ と を 明記する 。  

ウ  個人情報保護方針 

行政機関の保有する 個人情報の保護に関する 法律に則り 、 個人情報保護方針を

ホーム ページに掲載する 。 ま た、 施策に対する 意見募集を 行う 場合など 、 入力フ

ォ ーム を使用し て個人情報を 収集（ 個人に関する 情報の入力が任意である 場合を

含む。） する 際には、第三者によ る 不正アク セス から 個人情報を 保護する ため、SSL 

又はこ れに準じ る 方法を使用し 、 安全性の確保に努める 。  

エ 著作権、 リ ンク  

著作権と し て、（ ｃ ）、 公開年、 著作権者名、 ク リ エイ ティ ブ・ コ モンズ・ ラ イ

センス をフッ タ ーに掲載する など 、 ホームページ上の文書や画像等の各ファ イ ル、



 

8 

 

及びその内容に関する 諸権利の帰属、 無断使用・ 転載、 二次利用について、 掲載

資料の使用に際し て発生する 損害等についての責任を明記する 。  

オ 技術について 

推奨ブラ ウ ザ、 プラ グイ ン、 JavaScript、 CSS、 RSS、 PDF など に関する 、 入

手方法、 イ ンス ト ール方法、 利用方法、 取り 扱い上の注意及び情報シス テムのセ

キュ リ ティ など を明記する 。  

カ 法的事項 

遵守すべき 法的事項と し て、 免責事項、 禁止事項、 法的義務、 管轄裁判所など

について明記する 。  

(2) ホームページ管理者は運営する サイ ト が上記サイ ト ポリ シーに掲載さ れた内容や、

達成基準を満たし ている こ と を定期的に確認し 、 必要な場合には見直し を 行う 。 確認

に当たって準拠すべき 法規制など がある 場合には、 こ れに従う 。［ 優先度 A］  
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第４  コ ンテンツ デザイ ン  

１  記述 

(1) コ ンテンツ には、 主題又は目的を説明する 見出し 及びラ ベルを必ず付ける 。［ 優先

度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

(2) コ ンテンツ は見出し 、段落、リ ス ト などの要素を用いて文書の構造を規定する 。［ 優

先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(3) ホームページの文章は、 その内容に合わせた最も 明瞭で簡潔なも のにする 。［ 優先

度 B］  

(4) 箇条書き は積極的に使い、 本文から 上下に１ 行程度の余白をと っ て配置する 。［ 優

先度 B］  

(5) 重要な情報はページ上部に配置する 。［ 優先度 B］  

(6) 報告書など 長い文章については、 ユーザーが印刷し て読める よ う 、 別途、 印刷用

のページや PDF 形式のファ イ ルを 用意する 。［ 優先度 B］  

(7) 各ページには、 更新日や情報の公開日を記載する よ う にする 。［ 優先度 B］  

(8) ホームページ内でフ ォ ーカス を 受け取る こ と のでき る コ ンポーネン ト は、 ユーザ

ーがキーボード 操作でフ ォ ーカス を移動さ せている 際には、コ ンテンツ の意味や操作

性に沿った順序でキーボード フ ォ ーカス を移動さ せる 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル

A] 

(9) ホームページの中で同じ 機能性を も つコ ンポーネント は、 同ホーム ページ内で一

貫し て識別でき る よ う な表現にする 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

(10) 日本語のページでは、 ユーザーにと っ て理解し にく いと 考えら れる 外国語は、 多

用し ない。 使用する と き は、 最初に用いる と き に解説する 。［ 優先度 B］  

(11) 省略語、 専門用語、 流行語、 俗語など のユーザーにと っ て理解し にく いと 考えら

れる 用語は、多用し ない。使用する と き は、最初に用いる と き に定義する 。［ 優先度 B］  

(12) ユーザーにと っ て、 読みの難し い言葉（ 固有名詞など ） は、 多用し ない。 使用す

る と き は、 最初に用いる と き に読み（ ふり がな） を明示する 。［ 優先度 B］  

(13) コ ン テンツ を 理解し 操作する ための説明と し て、 形、 大き さ 、 視覚的な位置、 方

向や音を用いる 際には、 形や大き さ 、 音を知覚でき ない、 ある いは空間的な位置や方

向に関する 情報を利用でき ないユーザーにも 理解でき る よ う にテキス ト で説明を 提

供する 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 
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２  ページタ イ ト ルと ファ イ ル名 

(1) ページタ イ ト ル（ 例： H TM L の場合、 <title>の内容） は、 ブラ ウ ザの左最上

部や検索結果など に表示さ れる 重要な部分である ため、 すべてのページに付ける 。

［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(2) ホームページには、 その各ページのコ ンテンツ の内容が分かる よ う に、 主題又

は目的を説明し たページタ イ ト ルを付ける 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(3) フ ァ イ ルの名前は、 半角英数文字（ 英文字については小文字のみと する 。） でペ

ージ内容を的確に表す名前を 付ける 。［ 優先度 B］  

(4) フ ァ イ ル名にはス ペース を使わない。［ 優先度 A］  

３  使用する 言語の指定 

(1) フ ァ イ ルの文字コ ード は Shi ft_ JI S 又は、 U TF-8 と し 、U TF-8 を 使用し ない場

合は、 文字化けに留意し て文字コ ード を設定する 。［ 優先度 A］  

(2) htm l 要素の l ang 属性に、 ホームページの主たる 自然言語と し て日本語（ ja）

を 指定する 。開発言語が XH TM L の場合は、xm l :lang 属性についても 指定を行う 。

ま た、更新時に表示言語を変更し た場合は、変更し た言語を指定する 。［ 優先度 A］

[JI S 適合レ ベル A] 

(3) 部分的にそのホームページにおける 主たる 自然言語 （ ja） 以外が用いら れてい

る 場合、 該当箇所の要素に lang 属性を用いてその自然言語がど の言語である かを

指定する 。 開発言語が XH TM L の場合は、 xm l :l ang 属性についても 指定を行う 。

［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

４  フ ォ ント や文字の使い方 

(1) フ ォ ント の種類やサイ ズは、 ブラ ウ ザの初期設定に従う 。［ 優先度 B］  

(2) コ ンテンツ 又は機能を損なう こ と なく 、 テキス ト を支援技術なし で 200% ま で

サイ ズ変更でき る よ う にする 。 ただし 、 写真や挿絵に添えた説明文及び画像化さ

れた文字は除く 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

(3) ユーザーが戸惑わないよ う 、 下線や青と 赤紫の色はリ ン ク 以外で使用し ない。

［ 優先度 B］  

(4) 動き のある 、 点滅し ている 、 ス ク ロ ールする 、 又は自動更新する 画像、 音声、

フ ォ ント 若し く は文字によ り 情報を表示する 場合は、ユーザーが「 一時停止」、「 停

止」 又は「 非表示」 にする こ と ができ る よ う にする 。「 自動更新」 が開始さ れる 場
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合には、 ユーザーが「 一時停止」、「 停止」 又は「 非表示」 を 選択でき る よ う にす

る か、 ある いはユーザーが更新頻度を 調整でき る よ う にする 。ただし 、その動き 、

点滅又はス ク ロ ールが必要不可欠な動作の一部であ る 場合を 除く 。［ 優先度 A］

[JI S 適合レ ベル A] 

(5) レ イ アウ ト 目的で一単語内にス ペース や改行コ ード を挿入し ない。［ 優先度 A］

[JI S 適合レ ベル A] 

(6) 単位や年月日など の情報は、 文字で記述する こ と と し 、 図形文字や記号を用い

ない。［ 優先度 B］  

(7) 特定のシス テム環境でのみ表示さ れる 機種依存文字は使用し ない。［ 優先度 A］ 

５  色の使い方 

(1) テキス ト 及び画像化さ れた文字の視覚的な表現は、 少なく と も 4.5:1 のコ ント

ラ ス ト 比と する 。 大き な文字（ 太字でないテキス ト が少なく と も 18 ポイ ント （ 日

本語は 22 ポイ ント ）、 太字のテキス ト が少なく と も 14 ポイ ント （ 日本語は 18 ポ

イ ント ） の場合は、 テキス ト （ 及び画像化さ れた文字） と その背景の間に、 少な

く と も 3:1 のコ ント ラ ス ト 比を持たせる 。 ただし 、 次の場合は除く 。［ 優先度 A］

[JI S 適合レ ベル AA] 

ア テキス ト 及び画像化さ れた文字が付随的で、 装飾だけを目的にし ている 、 誰

も 視覚的に確認でき ない、又は重要な他の視覚的なコ ンテンツ を含む写真の一部

分である 。  

イ  ロ ゴタ イ プ（ ロ ゴ又はブラ ンド 名の一部である 文字） である 。  

なお、 画像化さ れた文字について、 編集可能な元データ がない場合、 著作権

の関係で編集ができ ない場合など 、達成が著し く 困難な場合には可能な範囲での

対応を実施する 。  

(2) 情報を伝える 、 何が起こ る か若し く は何が起き たかを示す、 ユーザーの反応を

促す、 又は視覚的な要素を 区別する など 、 視覚的な手段と し て色だけを 使用し な

い。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

６  画像や動画、 音声等非テキス ト コ ンテンツ の取扱い 

(1) 画像など 非テキス ト コ ンテンツ を 使う 場合は非テキス ト コ ンテンツ の内容を表

すなど 同等の目的を果たす代替テキス ト など を 提供する 。 ただし 、 装飾目的や見

た目の整形だけの場合や、 ユーザーに提供さ れないも の、 閲覧上無視でき る も の

は対象外と する 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 
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(2) 高画質の画像や写真が必要な場合は、 大き な画像へのリ ンク と し てサムネイ ル

（ サイ ズの小さ い画像） を 貼る 。 こ の場合、 サムネイ ル画像の近く に、 大き な画

像のフ ァ イ ル容量と その画像の内容を 的確に表現し たテキス ト リ ン ク を 付ける 。

［ 優先度 A］  

(3) フ ァ イ ルサイ ズの大き な画像に関し ては、 例えば画質を 落と すなど の手法でサ

イ ズを小さ く でき る か検討する 。［ 優先度 B］  

(4) 音声のみで提供さ れている コ ンテンツは、 その内容と 同等のテキス ト 情報を同

ページ内で提供する 。 ただし 、 その音声がテキス ト の代替メ ディ アであっ て、 代

替メ ディ アである こ と が明確にラ ベル付けさ れている 場合は除く 。［ 優先度 A］

[JI S 適合レ ベル A] 

(5) 動画（ 映像と 音声を 含むも の） で提供さ れている コ ンテンツ は、 動画内に音声

解説（ 副音声など の音声によ る 補足） を つけ、 その内容と 同等のテキス ト 情報を

同ページ内で提供する 。 ただし 、 その映像又は音声がテキス ト の代替メ ディ アで

あって、 代替メ ディ アである こ と が明確にラ ベル付けさ れている 場合は除く 。［ 優

先度 A］ [JI S 適合レ ベル A/AA] 

なお、編集可能な元データ がない場合や、著作権の関係で編集ができ ない場合、

動画がラ イ ブであり 技術的に対応が難し い場合など 、 達成が著し く 困難な場合に

は可能な範囲での対応を実施する 。  

(6) アニメ ーショ ン GIF は、ユーザーがホームページの文章を 読む際に集中力の妨

げと なる ため、 原則使用し ない。［ 優先度 B］  

(7) 音は自動再生さ せず、 ユーザーの要求に応じ てのみ再生する 。 ま た、 その音声

を 一時停止又は停止する こ と ができ る よ う にする 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル

A] 

(8) 閃光する コ ンテンツ は原則使用し ない。 使用する 場合は、 次のいずれかの基準

を 満たすこ と 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

ア ど の 1 秒間においても 閃光が 3 回以下である 。  

イ  一般せん（ 閃） 光いき （ 閾） 値及び赤色せん（ 閃） 光いき （ 閾） 値を下回っ

ている 。  

７  表やフ ォ ーム  

(1) 表、 フ ォ ームは見た目の位置や視覚的な装飾だけではなく 、 適切な要素や属性

を 用いて記述（ マーク アッ プ） する こ と によ り 、 意図し た「 構造」 や論理的な「 関
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係性」について音声読み上げソ フト など が理解でき る よ う にする 。［ 優先度 A］[JI S

適合レ ベル A] 

(2) ユーザーの入力を要求する 場合（ 入力フ ォ ームなど ） は、 何を 入力すればよ い

か、 ま たエラ ーがあっ た際のエラ ー内容や修正方法など ユーザーにわかり やすい

説明を提供する 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A/AA] 

(3) フ ォ ームの情報にはフ ォ ーム 要素を用いる 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(4) 次に挙げる 操作を行う 場合は、 内容の取り 消し 、 確認及び修正のう ち、 少なく

と も 一つができ る よ う にする 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル AA] 

ア 契約など の法的義務の発生を伴う 操作 

イ  金銭取引 

ウ  ユーザーがオーナーである 情報についての操作 

エ ユーザーから の情報送信 

８  リ ンク 設定 

(1) リ ンク の目的は、 リ ンク のテキス ト 、 又はリ ンク のテキス ト と プロ グラ ムで解

釈可能なリ ンク の文脈と を合わせる こ と によ り 、解釈でき る よ う にする 。ただし 、

文脈や文全体の内容を 確認する こ と によ っ てそのリ ンク 先が明確になる 場合は除

く 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(2) リ ンク 色はブラ ウ ザの初期設定（ 下線と 青色や赤紫色） を使用し 、 リ ンク 部分

の位置を本文から 離し て表示する 。［ 優先度 B］  

(3) 各コ ンテンツページにおける １ ページあたり のリ ンク 数は、 当該ページの内容

に関連し た情報に絞り 込むなど によ り 、多く なり すぎないよ う にする 。［ 優先度 B］ 

(4) ユーザーが誤っ て別のリ ンク 先を ク リ ッ ク し てし ま う こ と のないよ う に、 リ ン

ク と リ ンク の間は近づき すぎないよ う 配慮する 。［ 優先度 B］  

(5) リ ンク テキス ト やリ ンク 画像は、 ユーザーがク リ ッ ク し やすいよ う 、 文字や画

像の大き さ に配慮する 。［ 優先度 B］  

(6) 各ページのメ イ ンコ ンテンツ 部分の前に、「 複数のページ上で繰り 返さ れている

コ ンテンツのブロ ッ ク 」（ ヘッ ダーやサイ ド メ ニュ ーなど )がある 場合には、各ペー

ジの先頭から メ イ ンコ ンテンツ の開始位置ま で「 ス キッ プでき る メ カニズム 」 を

提供する 。 こ の際、 こ のメ カニズムはキーボード でも 利用でき る よ う に提供する 。

［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 
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(7) 外部リ ンク を設定する 場合は、 注釈を設ける など によ り 、 ユーザーに外部リ ン

ク である こ と が分かる よ う にする 。［ 優先度 B］  

(8) イ メ ージマッ プ（ 一つの画像に複数のリ ンク を設定する 方法） は、 ク ラ イ アン

ト サイ ド を 使用し 、 リ ンク 先の内容が分かる 適切な代替テキス ト を 必ず付ける 。

［ 優先度 A］  

９  関連技術の使用 

(1) PDF 形式で情報を提供する 場合にも 、 本統一基準のう ち、「 JI S 適合レ ベル」

と 記載のある 内容を遵守する 。 ただし 、 編集でき る 元データ がない場合など 、 す

べての対応が著し く 困難な場合は可能な範囲での対応を実施する 。［ 優先度 A］  

(2) PDF 形式で情報を提供する 場合、 Adobe Reader など の一般に入手可能な閲覧

ソ フ ト で正し く 表示さ れる こ と を確認する 。［ 優先度 A］  

(3) 内容が膨大である など 、 ページ内にすべて記述する こ と が困難で、 よ り 詳細な

内容を提供する こ と を目的と し て PDF 形式で提供する 場合、 原則画像化さ れたフ

ァ イ ルを使用せず、 文字情報の入った状態で提供し 、 PDF フ ァ イ ルに含ま れる 情

報の概要をページの本文中で提供する 。［ 優先度 B］  

(4) F lash の使用は、 最小限に抑える 。［ 優先度 B］  

(5) F lash や JavaScript の動作によ っ て提供さ れる 情報がある 場合は、等価な情報

を テキス ト で提供する 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(6) RSS（ Rich Site Summary） 配信を する 場合は、「 ど のコ ンテンツ が RSS に対

応し ている か」「 RSS の登録方法について」 などの利用に当たっての前提条件、 注

意点を記載する 。［ 優先度 B］  

(7) データ など を提供する 場合、 RDF（ Resource Description Fram ework） 形式

を 活用する 。［ 優先度 B］  

(8) ダウ ンロ ード ファ イ ルについては、フ ァ イ ルの形式名及び容量を表示する 。［ 優

先度 B］  

(9) 申請書様式は PDF 形式によ る 提供を基本と する 。 PDF 以外の形式（ M icrosoft 

W ord、 M icrosoft E xcel、 一太郎など、 ユーザーにおいて有償のアプリ ケーショ ン

を 用意し ないと 利用でき ないも の） のみによ る 提供は行わない。［ 優先度 B］  

１ ０  操作環境 

(1) すべての機能をキーボード から 利用でき る よ う にする 。  
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プラ グイ ン やアプリ ケーショ ン及びダイ アロ グボッ ク ス は、 それら を ページに

埋め込んだ場合、 その部分にキーボード フ ォ ーカス が閉じ 込めら れてし ま う 危険

性がある ため、 原則埋め込ま ない。 埋め込む場合は、 キーボード フ ォ ーカス が閉

じ 込めら れないよ う にする 。 ま た、 キー操作以外の方法で抜け出すこ と が可能で

あれば、 その操作方法を 分かり やすく 明記する 。 ダイ アロ グボッ ク ス は、［ OK ］

ボタ ン や［ キャ ン セル］ ボタ ンなど を提供し 、 フ ォ ーカス が元の位置に戻る よ う

にする 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 

(2) キーボード 操作が可能なユーザイ ンタ フ ェ ース には、 キーボード フ ォ ーカス の

状態が視覚的に認識でき る 操作モード を 提供する 。［ 優先度 A］ [JI S 適合レ ベル

AA] 

(3) 入力フ ォ ームなど では、 入力に時間制限を 設けない。  

制限時間がある と き は、 ユーザーによ って事前に時間制限を解除、 調整又は延

長でき る よ う にする 。 ただし 、 制限時間が必須の要素で、 その制限時間に代わる

手段が存在し ない場合で、 制限時間を延長する こ と がコ ン テンツ の動作を 無効に

する こ と になる 場合、又は、制限時間が 20 時間よ り も 長い場合は例外と する 。［ 優

先度 A］ [JI S 適合レ ベル A] 



 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ、 多摩自転車イ ベント 等 

実施計画策定支援及び運営委託 

落札者決定基準 

 

 

１  審査機関 

（ １ ） 技術点の審査及び評価については、 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転

車イ ベント 等実施計画策定支援及び運営委託技術審査委員会（ 以下「 技術審査委員会」

と いう 。） において実施する 。  

（ ２ ） 技術審査委員会は、 仕様書に記載し ている 体制、 技術等の必要要件を満たし ている

か判断する と と も に、 以下４ に定める 評価基準に基づき 付与する 点数の判断及び別紙

１ 「 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支援及

び運営委託」 に基づき 提出さ れる 技術提案書の内容について審査する 。  

 

２  落札者決定基準 

（ １ ） 落札者の決定方法 

落札者の決定は、 次の各要件ア、 イ 及びウ に該当する 者のう ち、 技術点と 価格点の

合計である 「 総合評価点」 が最も 高い者と する 。  

 ただし 、 最高得点者が２ 社以上ある と き は、 当該の者にく じ を引かせて落札者を 決

定する 。 こ の場合において、 出席し ない者又はく じ を 引かない者がある と き は、 入札

執行事務に関係ない GRAN D CYCLE  TOK YO 実行委員会事務局職員にく じ を引か

せ、 落札者を決定する 。  

ア 入札価格が予定価格の制限の範囲内である こ と 。  

イ  技術点の評価で無効と なっていないこ と 。  

無効は以下のと おり と する 。  

（ ア） 委員の内一人でも 総得点が「 ０ 点」 の場合 

（ イ ） 提出が必須と さ れた資料を未提出の場合 

（ ウ ） 技術点を評価する ために提出さ れた資料及び様式の内容に虚偽及び捏造が確認

さ れた場合 

ウ  技術審査委員会各委員の採点を合計し 、 採点し た委員の数で割った技術点の算定

結果が 300 点以上である こ と 。  

（ ２ ） 技術点及び価格点の得点配分 

900 点を満点と する 。 得点配分は、 技術点を 600 点、 価格点を 300 点と する 。  

技術点の評価項目及び配点は、 別紙２ 「 評価項目、 評価の観点及び配点」 のと おり  

と する 。  

 

３  技術点及び入札価格の評価方法 

（ １ ） 技術点の評価は、技術提案書及びヒ アリ ングによ って行い、その評価基準は「 ４  評

価基準」 と する 。  

（ ２ ） 技術点の評価は、 技術審査委員会各委員の採点を合計し 、 委員数で割ったも のと す

る 。 算定結果をも と に、 小数点以下１ 桁ま でを 有効と し 、 小数点以下２ 桁目で四捨五



 

入する 。  

（ ３ ） 価格点は、 その入札価格に応じ 、 点数化する 。 点数化の方法は、 次に示す方法によ

る 。  

「 価格点=満点の価格点－（ 入札価格／予定基準価格） ×満点の価格点」  

算定結果をも と に、 小数点以下１ 桁ま でを有効と し 、 小数点以下２ 桁目で四捨五入す

る 。  

 

４  評価基準 

（ １ ） 提案内容に係る 加点 

別紙２ 「 評価項目、 評価の観点及び配点」 の１ から ３ について、 次に掲げる 方法に

よ り 算出する 。  

・ 評価は１ から ５ ま での５ 段階、 １ ・ ３ ・ ５ の３ 段階、 １ ・ ５ の２ 段階の３ 種類と す

る 。  

・ 記載/提案がない場合、 当該項目については評価対象外（ ０ 点） と する 。  

・ 詳細は、 以下のと おり と する 。  

・ ５ 段階の場合 

評価 
加点 

段階 内容 

５  極めて優秀な提案 分類別配点 × 1. 0 

４  標準を上回り 優秀な提案 分類別配点 × 0. 8 

３  各評価項目の評価の観点を満たし ている 提案 分類別配点 × 0. 6 

２  標準よ り 劣る 提案 分類別配点 × 0. 4 

１  検討が著し く 不十分な提案 分類別配点 × 0. 2 

・ ３ 段階の場合 

評価 
加点 

段階 内容 

５  標準を上回り 優秀な提案 分類別配点 × 1. 0 

３  各評価項目の評価の観点を満たし ている 提案 分類別配点 × 0. 5 

１  検討が著し く 不十分な提案 分類別配点 × 0. 0 

・ ２ 段階の場合 

評価 
加点 

段階 内容 

５  審査項目に該当あり  分類別配点 × 1. 0 

１  審査項目に該当なし  分類別配点 × 0. 0 

 



令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO「 マルチス ポーツ 」、 多摩自転車イ ベント 等 

実施計画策定支援及び運営委託 

実施要領 

 

１  契約番号 

  05-004 

 

２  件名 

  令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支援及び運

営委託 

 

３  契約期間 

契約確定の日の翌日から 令和６ 年３ 月１ ５ 日ま で 

 

４  履行場所 

東京都が指定する 場所 

 

５  本事業の目的 

 現在、 東京都では、 環境にやさ し く 、 健康にも よ い自転車を更に身近なも のと し 、 国内外に東京

の魅力を発信する ため、 様々なイ ベント を「 GRAND CYCLE TOKYO」 と し て進めていく こ と と し てい

る 。  

令和５ 年度は、 多く のレ ガシー施設が集ま る 臨海部等において、 地域一体と なってス ポーツ を

楽し める イ ベント 「 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 」 を令和４ 年度に引き 続き 開催予定であ

る 。さ ら に、東京 2020 オリ ンピッ ク・ パラ リ ンピ ッ ク 競技大会（ 以下、「 東京 2020 大会」 と いう 。）

のレ ガシーを 活用し たス ポーツ の振興及び健康増進を 図る ため、 多摩地域において自転車イ ベン

ト の開催を 予定し ている 。  

本事業は、上記イ ベント の運営実施に向けた計画の作成、運営に向けた準備、当日の運営及び広

報に係る 業務等を 行う こ と を 目的と する 。  

 

６  契約方法 

希望制指名競争入札（ 総合評価方式）  

 

７  応募要件  

（ １ ） 東京都の物品買入れ等競争入札参加有資格者で 営業種目 120「 催事関係業務」 に登録があ

る 又は他の道府県、 市町村等において同等の資格の登録も し く は実績がある こ と （ 応募時

に「 令和３ ・ ４ 年度東京都物品買入れ等競争入札参加資格受付票」 又はそれに準ずる も の

（ 契約書等を含む） の写し を 提出する こ と 。）。  

  （ ２ ） 警備業法（ 昭和 47 年法律第 117 号） 第４ 条に規定さ れている 認定を 受けている こ と 。 東京

都以外の公安委員会で認定さ れている 場合は、 同法第９ 条に規定さ れている 東京都公安委

員会の受付印のある 届出書の写し も 添付する こ と 。  

別紙１ 



（ ３ ） 東京都競争入札参加有資格者指名停止等措置要綱に基づく 指名停止等の期間でないこ と 。  

 

８  応募期間 

令和５ 年３ 月６ 日（ 月） １ ３ 時から 令和５ 年３ 月１ ３ 日（ 月） １ ３ 時ま で 

 

９  応募方法 

希望申請する 者は、応募期間内に様式１ 「 応募届」 及び応募要件を満たすこ と を 示す書類を次の

と おり 電子メ ールで提出する こ と 。 その際、 件名を以下のと おり と する こ と 。  

・ 応募届提出先 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

 メ ールアド レ ス ： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp 

   件名： GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支援及び運営

委託 

 

１ ０  仕様説明会 

仕様内容について説明会を以下のと おり 開催し ま す。  

なお、 企画提案書の提出にあたっては、 仕様説明会への参加を必須の要件と し ま す。  

（ １ ）  開催日時 

令和５ 年３ 月１ ７ 日（ 金） 又は３ 月２ ０ 日（ 月） 予定 

開催時刻は、 後日改めて連絡し ま す。  

（ ２ ）  開催場所 

Mi crosof t  Teams を利用し たオンラ イ ン会議（ 予定）  

 

１ １  質問等 

募集要領及び仕様書についての質問がある 場合は、以下の期間内に受付・ 回答し ま すので、様式

２ 「 質問票」 によ り 、 メ ールで送付し てく ださ い。 なお、 対面・ 電話等によ り 口頭での質問は一切

受け付けま せん。  

（ １ ）  質問期間 

指名通知のあった日から 令和５ 年３ 月２ ３ 日（ 木） 正午ま で 

（ ２ ）  質問方法 

様式２ 「 質問票」 に質問事項を記入し た上、 メ ールにて提出し てく ださ い。  

・ 質問票送付先 

 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p  

件名： GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支援及び 

運営委託  

 

（ ３ ）  回答方法 

メ ールにて、 全ての指名通知者に質問内容及び回答を公表し ま す。  

なお、 全ての指名通知者から 質問がなかった場合、 その旨の連絡はし ま せんので予めご了承く

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


ださ い。  

（ ４ ）  回答日 

令和５ 年３ 月２ ４ 日（ 金） 午後５ 時ま で（ 予定）  

 

１ ２  提出書類等 

（ １ ）  提出書類 

ア 技術提案書（ １ ０ 部）  

正本（ 社名等を表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印をし ていないも の）  ９ 部  

 

イ  技術提案書要約版（ 10部）  

正本（ 社名等を表紙に記載し たも の）  １ 部  

副本（ 表紙に社名等の記述押印をし ていないも の）  ９ 部  

 

ウ  １ ２ （ ２ ） 記載事項に関する 確認書類（ 該当がある 場合のみ）  

 

エ 技術提案書及び要約版の電子データ が入ったDVD±R又はCD-R ２ 枚 

  ※入札書及び内訳書のデータ は含めないこ と 。  

 

オ 入札書及び内訳書 １ 部  

  様式３ 「 入札書」 をA4用紙に印刷し 、 社名を 記入し た封筒に入れ封を し た上で上記ア～エ

と 一緒に提出する こ と 。 なお、 内訳書の体裁は問わない。  

 

（ ２ ）  記載事項 

ア 仕様書を踏ま え、 別途定める 「 技術提案書記載事項」 に記載の事項について網羅的に記載す

る こ と 。  

イ  企業の特定を 防ぐ ため、 技術提案書及び要約版のフ ォ ーマッ ト は別紙３ のデザイ ンを加工せ

ずに使用し て作成する こ と 。  

ウ  指名等通知と 併せて、 令和４ 年度のGRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 開催実績に関する 資

料、 多摩イ ベント に関する 計画等に関する 資料を送付する 予定である ため、 それら の内容を

踏ま えて技術提案書を作成する こ と 。  

エ 会社の実績等に関し 、 以下の内容を提案書に盛り 込むこ と 。 なお、 固有名詞等の記載は避け

る こ と 。  

  （ ア） 会社の実績 

 件名、 発注機関、 契約期間を記載する こ と 。  

（ イ ） 総括責任者及び業務責任者の経験 

     経験業務、 従事期間を 記載する こ と 。  

   （ ウ ） 履行体制 

     各取組についての体制図を記載する こ と 。  

（ エ） 政策評価項目等 



     以下の a, b の項目について、 該当がある 内容を記載し 、 記載内容を確認でき る 書類

を A４ 版で添付する こ と 。  

a.  仕事と 家庭の両立支援・ 女性の活躍推進（ 次世代育成支援対策推進法・ 女性活躍推進法関係）  

項目・ 内容 確認書類 

東京ワ ーク ラ イ フ バラ ン ス 認

定企業 

東京都産業労働局から 東京ワ ーク

ラ イ フ バラ ン ス 認定企業の認定を

受けている こ と 。  

東京都知事等が贈呈し た 認

定証の写し  

東京都女性活躍推進大賞 東京都生活文化ス ポーツ 局から 東

京都女性活躍推進大賞の表彰を 受

けている こ と 。  

東京都知事が贈呈し た 書状

の写し  

次世代育成支援対策推進法に

基づく 認定（ く る みんマーク 認

定）  

厚生労働省ま た は都道府県労働局

の認定を受けている こ と 。  

基準適合一般事業主認定通

知書の写し  

均等・ 両立推進企業表彰 厚生労働省ま た は都道府県労働局

から 均等・ 両立推進企業表彰を受け

ている こ と 。  

厚生労働省大臣等が贈呈し

た表彰状の写し  

女性活躍推進法に基づく 基準

適合一般事業主認定（ える ぼし

認定）  

厚生労働省ま た は都道府県労働局

の認定を受けている こ と 。  

基準適合一般事業主認定通

知書の写し  

女性活躍推進法に基づく 一般

事業主行動計画の策定公表 

都道府県労働局への届出を 行っ て

いる こ と 。  

都道府県労働局へ届け た 一

般事業主行動計画策定届の

写し  

b.  環境マネジメ ント 等（ 環境基本法関係）  

項目・ 内容 確認書類 

I SO14001 公益財団法人日本適合性認定協会

等の認証を受けている こ と 。  

登録証書の写し  

エコ アク ショ ン 21 一般財団法人持続性推進機構の認

証を 受けている こ と 。  

認証・ 登録証の写し  

エコ ス テージ 一般社団法人エコ ス テージ協会の

認証を受けている こ と 。  

認証書の写し  

KES・ 環境マネジメ  

ント シス テム・ ス タ  

ンダード  

特定非営利活動法人KES 環境機構

等の認証を受けている こ と 。  

登録証の写し  

と う き ょ う 森づく り 貢献認証 東京都産業労働局から 認証（ 森林

整備サポート 認定、 二酸化炭素オ

フ セッ ト 認証、 什器によ る 二酸化

炭素固定量認証又は建築物によ る

二酸化炭素固定量認証） を 受けて

いる こ と 。  

東京都知事が贈呈 

し た認証書の写し  



SBT認定( Sci ence Based 

Target s)  

SBTi ( Sci ence Based Target  

i ni t i at i ve) の認定を受けている

こ と 。  

認定取得を証明でき る 書類の

写し （ SBTi のホームページ

等）  

エコ ・ フ ァ ース ト 制度  環境省の認定を受けている こ と 。  認定取得を証明でき る 書類の

写し （ 環境省のホームページ

等）  

オ 指定事項の他にも 御社独自の企画提案があれば記載する こ と 。 （ なお、 本提案に要する

経費は契約金額に含むも のと する 。 ）  

（ ３ ）  注意事項 

    ・ 技術提案書及び技術提案書要約版を１ 点ずつま と め１ 部と し 、 左上を ス テープラ 等でと め

たも のを提出し てく ださ い。 製本や表紙カバー等は必要あり ま せん。  

・ 技術提案書要約版は、 技術提案書に記載さ れている 内容のみで構成する こ と 。 ま た、 ペー

ジ数は10ページ以内と する 。  

・ 提案内容は、 文章で簡潔に記載し 、 必要に応じ て文書を補完する ための図表等を使用し 、

分かり やすく 表現する こ と 。 やむを得ず専門的な用語等を 用いる 場合は、 必ず注釈を付記

する こ と 。  

・ 文字は図表や注釈等を除き 、 原則と し てMS明朝の12 ポイ ント 以上の大き さ と する こ と 。  

・ 原則と し てA4 サイ ズにて作成し 、 両面印刷と する こ と 。 縦・ 横は問わない。 ま た、 必要

に応じ て一部が任意のサイ ズや片面印刷と なる こ と は差し 支えない。   

・ 多色刷り は可能と する が、 モノ ク ロ 複写・ 印刷する 場合でも 見やすく なる よ う にする こ

と 。  

・ 技術提案書等の記載に当たっては、 競争入札参加希望者、 技術者、 協力会社及び技術協力

先（ 指導、 助言又は監修等を含む。 ) の会社名、 担当者名、 こ れら を特定でき る 固有名詞

等（ ロ ーマ字など で頭文字等をイ ニシャ ル表示と する 場合を含む。 ） の記載をし てはなら

ない。  

・ 入札書には、 消費税及び地方消費税に係る 課税事業者である か免税事業者である かを 問わ

ず、 自己の見積も った金額の110分の100に相当する 金額を 入力し てく ださ い。  

・ 落札決定に当たっ ては入札金額に100分の10に相当する 金額を加算し た金額（ 単価契約の

場合を除き 、 こ の金額に１ 円未満の端数が生じ たと き は、 その端数金額を切り 捨てる 。 ）

をも って落札価格と し ま す。  

（ ４ ）  提出日時及び場所 

ア 日時 

 持参の場合： 令和５ 年４ 月５ 日（ 水） 正午ま で 

 郵送の場合： 令和５ 年４ 月４ 日（ 火） 必着 

イ   場所   

〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 18階南側 

東京都生活文化ス ポーツ局総務部総務課（ 用度担当）  

（ ５ ）  提出方法 

  応募先ま で持参ま たは郵送で提出し てく ださ い。 FAX及び電子メ ールによ る 送信は受け付け

ら れま せん。 郵送の場合は、 到着が提出期限を過ぎた場合は無効と なる ため、 発送日や郵送期



間に注意し てく ださ い。  

（ ６ ）  応募の辞退 

  応募を 辞退する 場合は、 様式４ 「 辞退届」 を令和５ 年３ 月２ ８ 日（ 火） 正午ま でに提出し て

く ださ い。  

・ 辞退届の提出先 

 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p  

件名： GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定支援及び運

営委託  

 

１ ３  落札者の決定について 

 別途設置する 「 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画策定

支援及び運営委託 技術審査委員会（ 以下「 技術審査委員会」 と いう 。） において、 提出書

類、 各社から の説明及び質疑によ り 審査を行いま す。  

落札者の決定については「 落札者決定基準」 によ る こ と と する 。  

（ １ ） 技術審査委員会 

ア 日時 

令和５ 年４ 月１ １ 日（ 火）（ 予定）  

イ  場所 

Mi crosof t  Teams を利用し たオンラ イ ン会議（ 予定）  

ウ  出席者及び審査時間 

40 分間（ 説明 20 分、 質疑応答 20 分）  

エ その他  

・ 提出書類に基づき 、 説明及び質疑を行う こ と 。   

・ 説明の主要部分は原則業務責任者と なる 予定の者が行う こ と 。ま た、企業名等を出さ ずに行い、

企業名等が特定ある いは類推さ れる よ う な表現も 避ける こ と 。  

・ 所定の時間を厳守する こ と 。  

・ 事前に提出し た書類以外の資料を 配付する こ と は禁止する 。  

・ 審査の順番等詳細については、 別途通知する 。  

 

１ ４  その他 

・ 複数会社によ る 共同企業体で応募届を提出する こ と も 可能です。その際は、共同企業体に参画す

る いずれかの会社が、 応募要件に記載し た業務実績を有する こ と が必要になり ま す。  

・ 指名等通知は、 令和５ 年３ 月１ ５ 日（ 水） に行う 予定です。 なお、 応募届の提出があっても 、 必

ずし も 指名さ れる と は限り ま せん。  

  ・ 審査結果は、 技術審査委員会開催の翌日にス ポーツ TOKYOイ ンフ ォ メ ーショ ンホームページ 

ht t ps: //www. spor t s-t okyo-i nf o. met r o. t okyo. l g. j p/sei saku/gr and-cycl e-t okyo/ 上で発表

する 予定です。 個別のご連絡はいたし ま せんのでご了承く ださ い。  

  ・ 応募にかかる 費用は応募者の負担と し ま す。  

  ・ 企画案作成に当たっ て第三者の著作権等に抵触する 恐れのある も のは、 応募者の責任において 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/grand-cycle-tokyo/


適正な処理をし てく ださ い。  

  ・ 応募書類は返却し ま せんので、 あら かじ め写し をと る 等の対応をお願いし ま す。  

  ・ 有効な希望申請受付後、 契約確定の日の前日ま でに東京都競争入札参加有資格者指名停止等措

置要綱に基づく 指名停止等の期間に該当し た者は、 その後の審査手続等に参加でき ず、 落札者

に決定し た後であっても 契約締結の相手方と し ての対象になり ま せん。  

  ・ 本業務委託について、継続的に事業の質の向上を図る 観点から 、一定期間における 業務委託の履

行状況に関し て委託者が確認を行い、 定期的に開催さ れる 定例会等と は別の場によ り 、 委託者

から 受託者へフ ィ ード バッ ク 等を 行う と と も に、 業務改善等について双方で議論する 機会の設

定を 予定し ていま す。  

  

１ ５  担当 

  GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 

  （ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

  〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 

  



評価項目 分類別配点 評価の観点

ス ポーツを 「 する 、 みる 、 支える 」 機会の創出につながる 取組と なっている か。

東京の魅力発信及び地域振興を 図る と いう 目的に沿っ た提案である か。

会場の設営・ 撤去が円滑かつ確実に行える 体制、 ス ケジュ ールがと ら れている か。

会場設営にあたっては、 ユニバーサルデザイ ンに配慮さ れている か。

20
レインボーライドフィニッシュ会場と屋内会場で一体感を出すための工夫や、屋内会場への誘客方法、会場間の周遊

施策について、具体的で魅力的な提案をしているか。
事前予約制コンテンツの提案を含め、自転車、アーバンスポーツ、パラスポーツ、デジタルスポーツなどについて、ファミ

リー層を中心として多くの参加者を惹きつけ、来場させるコンテンツを提案しているか。
会場毎に誘客の目玉となるコンテンツを提案しているか。

30
オープニングセレモニーや各ステージ等において、話題性があり集客が見込める出演者やコンテンツで構成するなど、よ

り多くの来場者を呼び込み楽しませる工夫がされているか。
20 雨天時対策について十分に提案され実現可能なものとなっているか。

20 多摩レースと一体感を出すための工夫や誘客方法について、具体的で魅力的な提案をしているか。

30
スポーツサイクル愛好家、スポーツサイクル初心者、スポーツサイクルに興味のある方だけでなく、ファミリー層や高齢者

等、各ターゲットに合わせた魅力的なコンテンツを提案しているか。

30
オープニングセレモニーや各ステージにおいて、自転車や多摩地域と関連があるだけでなく、話題性や集客の観点も踏

まえた出演者やコンテンツを提案するなど、より多くの来場者を呼び込み楽しませる工夫がされているか。

20 雨天時対策について十分に提案され実現可能なものとなっているか。

20
GCT臨海、GCT多摩と一体感を出すための工夫や機運醸成を図るための方法について、具体的で魅力的な提案

をしているか。

20
サイクル愛好家、初心者、興味のある方だけでなく、ファミリー層や高齢者等、ターゲットを明確にした上で、魅力的な

コンテンツを提案しているか。

20
自治体の多様なニーズや提示された開催場所に対応するため、メリハリをつけたコンテンツのバリエーションが提案され

ているか。

40
仕様書に沿って、イベント実施前・当日・実施後の各タイミングで適切で具体的な広報計画が提案されているか。

GRAND CYCLE TOKYOの認知度向上に繋がる内容になっているか。

20

・ウェブサイトは必要な情報を見つけやすい構成になっているか。また、魅力的で、イベントへの期待感を醸成するデザ

インに関する工夫が提案されているか。

・SNSについては、活用方法、投稿頻度のほか、GRAND CYCLE TOKYO及び各イベント等の認知度向上に向け

た、具体的で効果的な提案がされているか。

20
アンバサダーについて、GRAND CYCLE TOKYOの認知度向上に資する適切な人選となっているか。活動案は効果

的なものになっているか。

20
新聞折込やw eb広告、電車内ビジョンなどのペイドメディアの活用戦略は適切か。

テレビやw ebメディア等を通じたパブリシティの戦略は適切か。

20
販売グッズやノベルティグッズ等の制作物について、日常的に使用でき、イベント参加による満足度が高まるものになっ

ているか。
20 魅力的な飲食物の提供や、参加者の利便性を向上させる企画など、誘客に効果的な提案がされているか。

20 海外発信を含め、多くの人に当イベントが認知され、集客が見込まれる内容が提案されているか。

（ ６ ） その他 20 ボランティアについて、確実に確保しつつ、モチベーションをもって業務にあたって貰う工夫がなされているか。

本事業の実施にあたり、計画・調達・実施の各段階で十分な業務体制・人員体制が確保されているか。
イベント統括責任者及び担当者に当該業務を円滑な実施が期待できる知識・経験・実績のある者が配置されてい

るか。
20 本事業と同規模のスポーツイベントの開催実績・運営経験を有しているまたは経験者が所属しているか。

20
契約から完了までのスケジュールについて、それぞれの業務内容に応じた適切かつ具体的なスケジュールが提案され、

確実に進行管理し十分に実現可能なものとなっているか。

（ １ ） 環境マネジメント関係 10

以下いずれかに該当があるか。

①ISO14001 について、公益財団法人日本適合性認定協会等の認証を受けていること。

②エコアクション21について、一般財団法人持続性推進機構の認証を受けていること。

③エコステージについて、一般社団法人エコステージ協会の認証を受けていること。

④KES ・環境マネジメントシステム・スタンダードについて、特定非営利活動法人KES  環境機構等の認証を受けてい

ること。

⑤とうきょう森づくり貢献認証について、東京都産業労働局から認証（ 森林整備サポート認定、二酸化炭素オフセッ

ト認証、什器による二酸化炭素固定量認証又は建築物による二酸化炭素固定量認証） を受けていること。

⑥SBTi（ Science  Ba sed  Ta rg et in itia tive） の認定を受けていること。

⑦エコ・ファースト制度について環境省の認定を受けていること。

30

以下いずれかに該当があるか。

①東京都産業労働局から東京ワークライフバランス認定企業の認定を受けていること。

②東京都生活文化スポーツ局から東京都女性活躍推進大賞の表彰を受けていること。

③厚生労働省または都道府県労働局から次世代育成支援対策推進法に基づく認定（ くるみんマーク認定） を受

けていること。

④厚生労働省または都道府県労働局から均等・両立推進企業表彰を受けていること。

⑤厚生労働省または都道府県労働局から女性活躍推進法に基づく基準適合一般事業主認定

（ えるぼし認定） を受けていること。

30 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定し、公表しているか。

(5 )誘客計画

（ １ ） マルチスポーツ

（ ３ ） サイクル

活用推進事業

30

（ ２ ） 多摩イベント

（ ４ ） 広報

評価項目、評価の観点及び配点

全体

１ 　企画内容

10

20

(２ )女性活躍推進関係

３ 　 政策的評価項目( 事前採点)

２ 　業務実施体制等に関する事項

20

別紙２
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評価項目 分類別配点 評価の観点

スポーツを「する、みる、支える」機会の創出につながるイベントについて提案者の理解に基づき各提案をすること。

東京の魅力発信及び地域振興を図るという目的に沿った内容を記載すること。

会場の設営・撤去が円滑かつ確実に行える体制、スケジュールについて記載すること。

会場設営にあたっては、ユニバーサルデザインに配慮した内容を記載すること。

20
レインボーライドフィニッシュ会場と屋内会場で一体感を出すための工夫や、屋内会場への誘客方法、会場間の周遊

施策について、具体的に記載すること。
事前予約制コンテンツの提案を含め、自転車、アーバンスポーツ、パラスポーツ、デジタルスポーツなどについて、ファミ

リー層を中心として多くの参加者を惹きつけ、来場させるコンテンツについて記載すること。
会場毎に誘客の目玉となるコンテンツについて記載すること。

30
オープニングセレモニーや各ステージ等において、話題性があり集客が見込める出演者やコンテンツで構成するなど、よ

り多くの来場者を呼び込み楽しませる工夫について記載すること。
20 雨天時対策について実現可能な方策を十分に記載すること。

20 多摩レースと一体感を出すための工夫や誘客方法について、具体的で魅力的な内容を記載すること。

30
スポーツサイクル愛好家、スポーツサイクル初心者、スポーツサイクルに興味のある方だけでなく、ファミリー層や高齢者

等、各ターゲットに合わせた魅力的なコンテンツについて記載すること。

30
オープニングセレモニーや各ステージにおいて、自転車や多摩地域と関連があるだけでなく、話題性や集客の観点も踏

まえた出演者やコンテンツを記載するなど、より多くの来場者を呼び込み楽しませる工夫について記載すること。

20 雨天時対策について実現可能な方策を十分に記載すること。

20
GCT臨海、GCT多摩と一体感を出すための工夫や機運醸成を図るための方法について、具体的で魅力的な内容を

記載すること。

20
サイクル愛好家、初心者、興味のある方だけでなく、ファミリー層や高齢者等、ターゲットを明確にした上で、魅力的な

コンテンツについて記載すること。

20
自治体の多様なニーズや提示された開催場所に対応するため、メリハリをつけたコンテンツのバリエーションを記載するこ

と。

40
仕様書に沿って、イベント実施前・当日・実施後の各タイミングで適切で具体的な広報計画を記載すること。

GRAND CYCLE TOKYOの認知度向上に繋がるような内容を記載すること。

20

・ウェブサイトは必要な情報を見つけやすい構成を検討し記載すること。また、魅力的で、イベントへの期待感を醸成す

るデザインに関する工夫について記載すること。

・SNS について、活用方法、投稿頻度のほか、GRAND CYCLE TOKYO及び各イベント等の認知度向上に向け

た、具体的で効果的な方策を記載すること。

20
アンバサダーについて、GRAND CYCLE TOKYOの認知度向上に資する適切な人選とすること。効果的な活動案を

記載すること。
新聞折込やw eb広告、電車内ビジョンなどのペイドメディアの活用戦略について記載すること。

テレビやw ebメディア等を通じたパブリシティの戦略について記載すること。

20
販売グッズやノベルティグッズ等の制作物について、日常的に使用でき、イベント参加による満足度が高まるものを記載

すること。
20 魅力的な飲食物の提供や、参加者の利便性を向上させる企画など、誘客に効果的な内容を記載すること。

20 海外発信を含め、多くの人に当イベントが認知され、集客が見込まれる内容を記載すること。
（ ６ ） その他 20 ボランティアについて、確実に確保しつつ、モチベーションをもって業務にあたって貰う工夫について記載すること。

本事業の実施にあたり、計画・調達・実施の各段階で十分な業務体制・人員体制が確保されていることが理解でき

るよう、本業務の実施体制図を記載すること。
統括責任者及び担当者の業務経験等客観的な指標を用いて、本業務に必要な能力等を備えた責任者及び担当

者が割り当てられていることが理解できるよう記載すること。

20
客観的な指標を用いて、本事業と同規模のスポーツイベントの開催実績・運営経験を有しているまたは経験者が所

属していることが理解できるよう記載すること。

20
契約から完了までのスケジュールについて、それぞれの業務内容に応じた適切かつ具体的なスケジュールの詳細を記

載すること。スケジュールを実現する進行管理の方法についても記載すること。

（ １ ） 環境マネジメント関係 10

以下いずれかに該当がある場合、その取得・認証状況について記載すること。

①ISO14001について、公益財団法人日本適合性認定協会等の認証を受けていること。

②エコアクション21について、一般財団法人持続性推進機構の認証を受けていること。

③エコステージについて、一般社団法人エコステージ協会の認証を受けていること。

④KES・環境マネジメントシステム・スタンダードについて、特定非営利活動法人KES 環境機構等の認証を受けてい

ること。

⑤とうきょう森づくり貢献認証について、東京都産業労働局から認証（ 森林整備サポート認定、二酸化炭素オフセッ

ト認証、什器による二酸化炭素固定量認証又は建築物による二酸化炭素固定量認証） を受けていること。

⑥SBTi（ Science Ba sed  Ta rget in itia tive） の認定を受けていること。

⑦エコ・ファースト制度について環境省の認定を受けていること。

30

以下いずれかに該当がある場合、その取得・認定状況について記載すること。

①東京都産業労働局から東京ワークライフバランス認定企業の認定を受けていること。

②東京都生活文化スポーツ局から東京都女性活躍推進大賞の表彰を受けていること。

③厚生労働省または都道府県労働局から次世代育成支援対策推進法に基づく認定（ くるみんマーク認定） を受

けていること。

④厚生労働省または都道府県労働局から均等・両立推進企業表彰を受けていること。

⑤厚生労働省または都道府県労働局から女性活躍推進法に基づく基準適合一般事業主認定

（ えるぼし認定） を受けていること。
30 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を策定し、公表している場合、その状況について記載すること。

（ ３ ） サイクル

活用推進事業

30

（ ２ ） 多摩イベント

（ ４ ） 広報

（ 5） 誘客計画

20

令和５ 年度GRAND CYCLE TOKYO　マルチスポーツ、多摩自転車イベント 等実施計画策定支援及び運営委託

( ２ )女性活躍推進関係

３ 　 政策的評価項目( 事前採点)

２ 　業務実施体制等に関する事項

20

技術提案書記載事項

全体

１ 　企画内容

10

20

（ １ ） マルチスポーツ

別添



【様式 1】 

応募届 
 

令和５ 年  月  日 

 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局 御中  

 

 当社は、 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画

策定支援及び運営委託 に応募いたし ま す。  

 

 

     住所 

                                                                                

     名称 

                                                                              

     代表者名                            

                                                                                

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ －Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                            

     

【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の応募届はメ ールにて送付する こ と 。  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 2】 

質問票 

件名 
令和５ 年度 GRAND  CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩

自転車イ ベン ト 等実施計画策定支援及び運営委託 

連絡先 

GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp 

＊こ の質問票はメ ールにて送付する こ と  

質問受付期間 指名通知のあった日から 令和５ 年３ 月２ ３ 日（ 木） 正午ま で 

質問事項 

*仕様書、 募集要領等

の文書名、 該当番号、

段落等を記入し 、質問

事項を 明確にする こ

と 。  

 

質問者 

（ 必ず記入する こ と ） 

会社名：  

担当者所属・ 氏名：  

電話番号：  

メ ールアド レ ス ：  

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 3】 

入 札 書 

 

件名 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ、 多摩自転車イ

ベント 等実施計画策定支援及び運営委託 

 

 

 

 

  

上記金額をも って受託する ため契約条項を承諾の上、 入札いたし ま す。  

 

 

令和  年  月  日 

 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 事務局長 

又 は 契 約 担 当 者 殿 

 

 

住 所  

 

 

氏 名                                

 

        （ 法人の場合は名称及び代表者氏名）  

 

 億 千 百 十 万 千 百 十 円   

            

（ 注） 金額は算用数字で表示し 、 あたま を ￥で止める こ と 。  



【様式 4】 

辞退届 
 

令和５ 年  月  日 

 

GRAND CYCLE TOKYO実行委員会事務局 御中  

 

 当社は、 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等実施計画

策定支援及び運営委託への応募を辞退いたし ま す。  

 

 

     住所 

                                                                                

     名称 

                                                                                

     代表者名                            

                                                                                

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                  

     連絡先電話番号 

                                                                                

     Ｅ －Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                                

   

【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の辞退届はメ ールにて送付する こ と  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
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仕様書 

１  件名 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

 

２  履行場所 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会が指定する 場所 

 

３  契約期間 

  契約確定の日の翌日から 令和６ 年 3 月 29 日ま で 

 

４  目的 

現在東京都では、環境にやさ し く 、健康にも よ い自転車を更に身近なも のと する ため、

様々なイ ベント を 「 GRAND  CYCLE TOKYO」 と し て進めていく こ と と し ている 。  

本委託業務は、 GRAND CYCLE TOKYO に係る イ ベン ト 等を 推進する GRAND 

CYCLE TOKYO 実行委員会（ 以後、 実行委員会と いう 。） 等の事務局運営を 補助する な

ど 、 実行委員会の円滑な運用を行う こ と を 目的と する 。  

 

５  通則 

（ １ ） 契約金額には、 本仕様書に特に定めのある 場合を 除き 、 業務実施に際し て必要な手続

及びそれら に係る 諸費用、 本委託の履行（ 現地視察・ 謝金支払い等の会計業務・ 調達計

画の確認等） に必要と なる 一切の経費を含むも のと する 。  

（ ２ ） 受託者は、 本業務を実施する に当たり 、 委託者と 詳細に協議を行い、 委託者の承認を

受けて、 作業を進める も のと する 。 ま た、 本仕様書の解釈に疑義が生じ た場合には、 そ

の都度、 委託者と 協議の上、 決定する も のと する 。  

（ ３ ） 受託者は、 本業務の趣旨を 十分に理解し 、 円滑な遂行に留意し て業務を 遅滞なく  進

める こ と 。  

 

６  支払方法 

業務完了後、 委託者が履行を確認し た後、 受託者から の適法な請求書に基づき 、 一括で

支払う 。  

 

７  委託内容 

（ １ ）  運営補助業務 

ア 実行委員会運営補助業務 

各実行委員会の円滑かつ適正な運営のため、委員と の日程等調整、ス ケジュ ール管
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理、 会議室確保、 資料作成等の委員会運営準備、 委員会当日の運営（ 出席者への飲料

提供含む）、 議事録・ 議事要旨作成及び現地視察の際の移動手段手配・ 企画運営等を

行う こ と （ 各実行委員会の開催予定は別紙１ の通り 。）。  

令和４ 年度の実行委員会（ 臨海部・ 多摩） の開催実績はス ポーツ TOKYO イ ンフ

ォ メ ーショ ン HP （ https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/grand-

cycle-tokyo/）  に掲載し ている 。 ま た、 現地視察は臨海部・ 多摩各 1 回程度、 参加

人数は約 20 名と 想定する こ と 。  

 

イ  実行委員会事務局の運営補助業務 

各実行委員会委員に対する 謝金、 打合せ時の交通費等の支払いや源泉徴収税額支

払い等の税務関係処理、 その他収入・ 支出に係る 会計業務や、 実行委員会が実施する

契約の発注業務に係る 関係者等と の連絡・ 調整、 必要な資料の作成等、各実行委員会

事務局の運営補助を行う こ と 。  

 

（ ２ ）  調達等に関わる 助言等の実施 

    イ ベント で必要と なる 調達物の種類や価格、量など を把握する ため、実行委員会で

調達計画を策定予定である 。 受託者は、 公認会計士等に依頼し 、 調達計画に記載の調

達物の価格等が、 イ ベント を 実施する 上で適正な価格等になっ ている かなど につい

て、 過去の類似のイ ベント 等における 調達単価や一般的な流通価格を 調べて参考と

し 、 確認・ 助言等を実施する こ と 。  

確認回数は計２ 回程度・ 確認項目は 1 回につき 10 項目程度と し 、 確認・ 助言等の

期限は、 委託者から 依頼があった日から 10 日以内と する 。  

    なお、 本受託者（ それぞれの関係会社含む。） は、 GRAND CYCLE TOKYO 実行

委員会が別途発注する ２ 件の契約案件（「 GRAND CYCLE TOKYO「 レ イ ンボーラ イ

ド 」 の実施運営計画策定支援及び実施運営委託」 及び「 多摩地域における 自転車ロ ー

ド レ ース 等実施計画策定及び運営業務委託」） には応募でき ないこ と と する 。  

 

８  打合せ等 

受託者は、 委託者の求めに応じ 、 適宜、 報告、 連絡及び打合せを行う こ と 。 ま た、 委託

者の求めに応じ 、 関係機関と の打合せに同席する こ と 。  

 

９  成果品 

（ １ ）  成果品及び提出期限 

業務実施に係る 報告書 電子データ 一式 

提出期限：  令和６ 年３ 月 29 日（ 金）  

 

https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/grand-
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（ ２ ）  納入先 

  GRAND CYCLE TOKYO実行委員会 

（ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

 

（ ３ ）  電子データ の提出は以下によ る こ と  

ア 委託者の端末（ OS： Windows） で表示可能なも のと する こ と 。  

イ  電子データ は、 文章については、 ワ ープロ ソ フ ト （ M icrosoft社Word シリ ーズ） 、

計算表等については、 表計算ソ フ ト （ M icrosoft社Excel シリ ーズ） で編集可能な形

式と する こ と を基本と する 。 ま た、 CADデータ については、 フ リ ーCADソ フ ト

（ Jw_ cad） によ り 編集可能な形式と する こ と を 基本と する 。  

ウ  格納媒体はCD±R（ RW） 及びDVD±R（ RW） を基本と する 。 ま た、 収納ケー

ス 、 CD±R（ RW） 及びD VD±R（ RW） 等に、 委託年度及び委託件名等を付記す

る こ と 。  

エ フ ァ イ ル名はその内容を示す分かり やすいも のと し 、 フ ァ イ ルリ ス ト も 添付する こ

と 。  

（ ４ ）  成果品の納入後、内容に不備等があった場合は、速やかに受託者の負担で修正等を

行う こ と 。  

 

１ ０  人員体制の構築 

   受託者は、 契約締結後直ちに、 委託業務を履行する ために必要な人員を確保し 、 委

託者と 協議の上、 業務体制を 整え、 業務実施体制図を委託者に提出する こ と 。  

(ア)  関係者調整を効率的に実施でき る よ う 、 オンラ イ ン会議の環境を整える こ と 。  

(イ )  体制を変更する 必要が生じ た場合には、1 週間前に変更内容を 記載し た書面と 代

行する 担当者を 反映さ せた業務実施体制図を も って委託者に報告し 、 事前に承

認を得る こ と 。  

    なお、 担当者の異動が発生する 場合には、 後任の担当者に対し て、 本業務に支障

をき たさ ないよ う に十分な業務の引継ぎを 行う こ と 。  

 

１ １  機密の保持 

（ １ ）  受託者は、 本業務で得ら れたデータ 等を目的外に使用し てはなら ない。  

（ ２ ）  受託者は、 本業務で得た画像等の使用、 保存処分等に当たっては、 細心の注意をも

ってあたり 、絶対に外部に漏えいする こ と のないよ う 、秘密の保持に万全を 期すこ と 。  

（ ３ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報を秘密と し て保持し 、事前に委託者の書

面によ る 承諾を得る こ と なく 、 第三者に開示又は漏洩し てはなら ない。  

（ ４ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報を知得し た自己の役員又は使用人（ 秘密
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情報を知得後退職し た者も 含む。） に対し 、 本契約に定める 秘密保持義務の遵守を徹底

さ せる も のと する 。  

（ ５ ）  受託者は、委託者から 開示さ れた秘密情報の秘密を保持する ため、当該秘密情報の

一部又は全部を含む資料、記録媒体及びそれら の複写物等について、秘密が不当に開示

又は漏洩さ れないよ う 他の資料等と 明確に区別を行い、 管理し なければなら ない。  

（ ６ ）  委託者は、受託者が秘密保持に関する 義務違反又は義務を怠っ た場合、受託者に対

し て契約書等にある 契約解除及び損害賠償等の措置を 行う も のと する 。  

 

１ ２  個人情報の取扱い 

委託者が貸与する 資料に記載さ れた個人情報及び業務に関し て知り 得た個人情報は全

て委託者の保有個人情報であり 、委託者の許可なく 複写、複製又は第三者へ提供し てはなら

ない。 委託期間の満了後は、 東京都保有個人情報が記載さ れた資料（ 電子媒体に記録さ れた

も のを 含む。） を委託者に返却する も のと する 。  

 

１ ３  権利の帰属 

（ １ ）  本委託において作成し た全ての成果物において、 その著作権（ 著作者人格権を 除

く 。） は、 委託者に帰属する も のと する 。 受託者は、 委託者の承諾なし に、 本委託によ

る 成果物を、 ほかに公表、 貸与又は使用し てはなら ない。  

（ ２ ）  受託者は、 成果物の作成等に当たり 映像、 文献等を引用・ 使用する 際には、 著作権 

の使用許諾等に関し 、 受託者の責任において、 必要な処理を行わなければなら ない。  

 

１ ４  一括再委託の禁止 

受託者は委託の履行に際し 、 委託内容の全部又は主要部分を一括し て第三者に委託 

する こ と ができ ない。 ただし 、 あら かじ め、 委託者の承諾を得たと き は、 こ の限り で 

はない。「 主要部分」 と は、業務における 総合的な企画及び判断並びに業務遂行管理をいい、

受託者は、 こ れを 再委託する こ と はでき ない。  

受託者は、 前項に規定する 業務及び簡易な業務を除く 業務の一部を 再委託する に当 

たっては当該業務の遂行能力を有する 者の中から 選定し なければなら ない。 ま た、 再 

委託先（ 以下「 協力会社」 と いう 。） が東京都の競争入札参加有資格者である 場合は、  

指名停止期間中であってはなら ない。  

受託者は、協力会社が委託者の競争入札参加有資格者でない場合、委託者の契約から 排除

する よ う 警視庁から 要請があった者でないこ と を確認する 。  

 

１ ５  環境によ り 良い自動車利用 

本契約の履行にあたって自動車を 使用し 、又は利用する 場合は、次の事項を遵守する こ と 。 

（ １ ）  都民の健康と 安全を確保する 環境に関する 条例(平成 12 年東京都条例第 215 号)第
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37 条のディ ーゼル車規制に適合する 自動車である こ と 。  

（ ２ ）  自動車から 排出さ れる 窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における 総量の削減

等に関する 特別措置法（ 平成４ 年法律第 70 号） の対策地域内で登録可能な自動車であ

る こ と 。  

なお、 当該自動車の自動車検査証（ 車検証）、 粒子状物質減少装置装着証明書等の提

示又は写の提出を 求めら れた場合には、 速やかに提示し 、 又は提出する こ と 。  

 

１ ６  情報セキュ リ ティ の確保 

電子情報の取扱いに関し ては、受託者は、東京都サイ バーセキュ リ ティ 基本方針及び東京

都サイ バーセキュ リ ティ 対策基準（ 平成 28 年４ 月１ 日施行） と 同様の水準での情報セキュ

リ ティ を確保する こ と 。  

なお、 受託者が情報セキュ リ ティ を 確保する こ と でき なかっ たこ と によ り 委託者が被害

を 被っ た場合には、委託者は受託者に損害賠償を請求する こ と ができ る 。委託者が請求する

損害賠償額は、 委託者が実際に被った損害額と する 。  

 

１ ７  担当 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 

（ 東京都生活文化ス ポーツ 局ス ポーツ 総合推進部国際大会課内）  

〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 東京都庁第一本庁舎 14 階南側 



実行委員会等開催予定 

 

実行委員会の令和５ 年度の開催予定回数及び謝金支払いの必要な人数（ 予定） は下記の通り 。 

なお、それぞれの回数及び人数は予定のため、増減があった場合は契約内容を 変更する 場合

がある 。  

 

( 1)GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 

   ・ 実行委員会 １ ０ 回 

    ※謝金は委員会 1 回につき 12,750 円/名と する 。  

     謝金支払い ４ 名分 

・ 発注前事業審査委員会 ８ 回 

 ※謝金は委員会 1 回につき 12,750 円/名と する 。  

  謝金支払い 1 名分 

・ 業者等選定委員会 ８ 回 

 ※謝金は委員会 1 回につき 12,750 円/名と する 。  

  謝金支払い 無し  

・ 支出前事業審査委員会 5 回 

※謝金は委員会 1 回につき 12,750 円/名と する 。  

  謝金支払い 1 名分 

 

( 2)臨海部レ ガシース ポーツ イ ベント 実行委員会 

 ※謝金は委員会 1 回につき 12,750 円/名と する 。  

・ 実行委員会 ８ 回程度 

  謝金支払い 5 名分 

 

( 3)多摩自転車ロ ード レ ース ・ イ ベント 実行委員会 

 ※謝金は委員会 1 回につき 12,750 円/名と する 。  

・ 実行委員会 ８ 回程度 

  謝金支払い ８ 名分 

 

別紙１  



令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

実施要領 
 

１  契約番号 

  05-001 

 

２  応募要件 

  東京都競争入札参加資格に登録がある 、 又は他県等で同等の登録も し く は実績がある こ と 。  

   

３  件名 

  GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

 

４  履行場所 

  GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会が指定する 場所 

 

５  概要 

  GRAND CYCLE TOKYOに係る イ ベント 等を推進する GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会（ 以後、 実行委

員会と いう 。） 等の事務局運営を補助する など、実行委員会の円滑な運用を行う こ と を 目的と する 。 

 

６  履行期間 

  契約確定の日の翌日から 令和６ 年３ 月２ ９ 日ま で 

 

７  契約方法 

  希望制指名競争入札 

 

８  開札予定日 

  令和５ 年３ 月３ ０ 日（ 木） 13 時頃 

 

９  希望申請期間 

  令和５ 年３ 月６ 日（ 月） １ ３ 時から 令和５ 年３ 月１ ３ 日（ 月） １ ３ 時ま で 

 

10 希望申請方法 

希望申請する 者は、応募期間内に様式１ 「 応募届」 及び応募要件を満たすこ と を 示す書類を次の

と おり 電子メ ールで提出する こ と 。 その際、 件名を 以下のと おり と する こ と 。  

・ 応募届提出先 

 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p  

件名：  GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

 

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


11 質問等 

募集要領及び仕様書についての質問は、 以下の期間内に受付・ 回答し ま すので、 様式２ 「 質問票」 に

よ り 、 メ ールで送付し てく ださ い。 なお、 口頭での質問は一切受け付けま せん。  

（ １ ） 質問期間 

指名通知のあった日から 令和５ 年３ 月２ ３ 日（ 木） 正午ま で 

（ ２ ） 質問方法 

様式２ 「 質問票」 に質問事項を記入し た上、 メ ールにて提出する こ と 。  

・ 質問票送付先 

 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ grandcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p 

件名：  GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

 

（ ３ ） 回答方法 

メ ールにて、 全ての指名通知者に質問内容及び回答を公表し ま す。  

なお、 全ての指名通知者から 質問がなかっ た場合、 その旨の連絡はし ま せんので予めご了承く

ださ い。  

（ ４ ） 回答日 

令和５ 年３ 月２ ４ 日（ 金） 午後５ 時ま で（ 予定）  

 

12 入札 

（ １ ） 入札方法 

  様式４ 「 入札書」 に必要事項を 記載し 、 パス ワ ード を設定の上、 以下提出先にメ ールにて提出し

てく ださ い。 なお、 入札書と パス ワ ード は下記提出先に別々に送付し てく ださ い。  

・ 提出先  

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

①入札書：  S1120718@sect i on. met ro. t okyo. j p   

②パス ワ ード ：  kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p 

件名：  GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

 

（ ２ ） 入札期間 

   質問回答後から 令和５ 年３ 月２ ９ 日（ 水） 正午ま で 

（ ３ ） 留意事項 

   ・ 入札書には、消費税及び地方消費税に係る 課税事業者である か免税事業者である かを問わず、

自己の見積も った金額の 110 分の 100 に相当する 金額を 入力し てく ださ い。  

・ 落札決定に当たっ ては入札金額に 100 分の 10 に相当する 金額を加算し た金額（ こ の金額に１

円未満の端数が生じ たと き は、 その端数金額を切り 捨てる 。） をも って落札価格と し ます。  

（ ４ ） 入札の辞退 

指名通知後に入札を辞退する 場合は、 様式３ 「 辞退届」 を令和５ 年３ 月２ ８ 日（ 火） 正午ま で

に提出し てく ださ い。  

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
mailto:S1120718@section.metro.tokyo.jp
mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


 

・ 辞退届の提出先 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： kei yaku_ gr andcycl et okyo@sect i on. met ro. t okyo. j p  

件名：  GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

 

13 その他 

（ １ ）  複数会社によ る 共同企業体で希望申請届を 提出する こ と も 可能です。 その際は、 共同企業体に

参画する いずれかの会社が、 応募要件に記載し た業務実績を有する こ と が必要になり ま す。  

（ ２ ）  指名等通知は、 令和５ 年３ 月１ ５ 日（ 水） に行う 予定です。 なお、 応募届の提出があっ ても 、

必ずし も 指名さ れる と は限り ま せん。  

（ ３ ）  入札の結果は、 令和５ 年３ 月３ ０ 日（ 木） にス ポーツ TOKYOイ ンフ ォ メ ーショ ンホームページ 

ht t ps: //www. spor t s-t okyo-i nf o. met r o. t okyo. l g. j p/sei saku/gr and-cycl e-t okyo/  上 で 発

表する 予定です。個別のご連絡はいたし ま せんのでご了承く ださ い。（ 結果発表の方法に変更が

ある 場合は指名通知に記載し ま す。）  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp
https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/seisaku/grand-cycle-tokyo/


【様式 1】 

応募届 

 

令和５ 年  月  日 

 

GRAN D CYCLE TOKYO 実行委員会事務局 御中  

 

 当社は、 令和５ 年度 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 

に伴う 入札に参加希望いたし ま す。  

 

 

     住所 

                                                                             

     名称 

                                                                                

     代表者名                            

                                                                             

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ ʷ Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                            

     

GRAN D  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の応募届はメ ールにて送付する こ と  

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 2】 

質問票 

件名 
令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補

助業務委託 

連絡先 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ールアド レ ス ： keiyaku_ grandcycletokyo@section.m etro.tokyo.jp   

＊こ の質問票はメ ールにて送付する こ と  

質問受付期間 指名通知のあっ た日から 令和５ 年３ 月２ ３ 日（ 木） 正午ま で 

質問事項 

*仕様書、募集要領等の

文書名、 該当番号、 段

落等を記入し 、 質問事

項を明確にする こ と 。  

 

質問者 

（ 必ず記入する こ と ）  

会社名：  

担当者所属・ 氏名：  

電話番号：  

メ ールアド レ ス ：  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 3】 

入 札 書 

件名 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営

補助業務委託 

 

 

 

 

  

上記金額をも って受託する ため契約条項を承諾の上、 入札いたし ま す。  

 

令和  年  月  日 

 

GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 事務局長  

又 は 契 約 担 当 者 殿 

 

 

住 所  

 

 

氏 名                                

 

        （ 法人の場合は名称及び代表者氏名）  

 

 

 

辞退届 

 億 千 百 十 万 千 百 十 円   

            

（ 注） 金額は算用数字で表示し 、 あたま を ￥で止める こ と 。  

 【 連絡先】 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

＊こ の入札書はメ ールにて送付する こ と  

 

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


【様式 4】 

 

令和５ 年  月  日 

 

GRAN D CYCLE TOKYO 実行委員会事務局 御中  

 

 当社は、令和５ 年度 GRAN D  CYCLE TOKYO 実行委員会等事務局運営補助業務委託 に

伴う 入札への参加を 辞退いたし ま す。  

 

 

     住所 

                                                                              

     名称 

                                                                             

     代表者名                            

                                                                              

     業務責任者部署及び氏名 

                                                                                  

     連絡先電話番号 

                                                                                  

     Ｅ ʷ Ｍａ ｉ ｌ アド レ ス  

                                                                             

              【 連絡先】  

 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会事務局（ 契約担当）  

メ ール： keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp  

                   ＊こ の辞退届はメ ールにて送付する こ と  

mailto:keiyaku_grandcycletokyo@section.metro.tokyo.jp


令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO レ イ ン ボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

委託先選定委員会設置要綱 

 

令和５ 年３ 月 日制定 

４ G 実 委 第  号 

（ 目的）  

第１ 条 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ン ボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営につい

て、 委託先を 公正かつ適正に選定する ため、「 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ン ボーラ イ ド 実施

計画策定支援及び運営委託 委託先選定委員会」 ( 以下「 委託先選定委員会」 と いう 。） を

設置する 。  

 

（ 所掌事項）  

第２ 条 委託先選定委員会は、「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ンボーラ イ ド 実施計画

策定支援及び運営委託」 に係る 委託先を 選定する ための審査を 行う 。  

 

（ 組織）  

第３ 条 委託先選定委員会は、 委員長及び委員を も っ て組織し 、 それぞれ別途定める 者（ 別

紙） を こ れに充てる 。  

２  前項に掲げる 委員のほか、 委員長が必要と 認める 場合には、 臨時の委員を 置く こ と がで

き る 。  

３  委託先選定委員会は、 希望申請者に対し てヒ アリ ング等を 実施する こ と ができ る 。  

 

（ 委員長の職務及び代理）  

第４ 条 委員長は、 委託先選定委員会を 代表し 、 会務を総理する 。  

２  委員長に事故がある と き 、 又は委員長が欠けたと き は、 委員長があ ら かじ め指名する  

委員がその職務を 代理する 。  

 

（ 招集）  

第５ 条 委託先選定委員会は、 必要の都度、 委員長が招集する 。  

 

（ 委員の定足数）  

第６ 条 委託先選定委員会は、 委員の半数以上が出席し なければ、 会議を 開催する こ と がで

き ない。  

２  委託先選定委員会の議事は、 出席し た委員の過半数を も っ て決し 、 可否同数の時は、 委

員長の決する と こ ろによ る 。 ただし 、 会議に出席する こ と ができ ない委員は、 あら かじ め

通知さ れた議事について、 代理人に権限を 委任し 、 又は書面によ り 議決権を 行使する こ と

ができ る 。  

 

（ 案）  

3

14



2 

（ 審査基準）  

第７ 条 委託先選定委員会において選考を 行い、 審査する 基準は、 以下のと おり と する 。  

（ １ ）  仕様書の趣旨に沿っ た企画であ る こ と 。  

（ ２ ）  仕様書の趣旨に沿っ た企画であ る こ と に加え、 付加価値がある こ と 。  

（ ３ ）  企画書の内容から 、 相当の効果が見込ま れる こ と 。  

２  各選考の具体的な審査基準は、 別途定める 。  

 

（ 関係者の出席等）  

第８ 条 委託先選定委員会は、 必要がある と 認める と き は、 委託先選定委員会に関係者の出

席を 求め、 その意見又は説明を 聴く こ と ができ る 。  

 

（ 会議の公開）  

第９ 条 委託先選定委員会は、 非公開と する 。  

２  委員会の会議録等は、 原則と し て非開示と する 。 ただし 、 次の各号に掲げる 事項につい

ては、 一部開示又は開示の取扱いをする こ と ができ る も のと する 。  

 （ １ ）  募集要領等に記載し 、 一般に周知さ れている 事項 

 （ ２ ）  委託先選定委員会で公開を 決定し た事項 

 

（ 守秘義務）  

第 10 条 委員は、 当該職務上知り 得た秘密を 漏ら し てはなら ない。 その職を 退いた後も 同

様と する 。  

 

（ 審査委員会の庶務）  

第 11 条 委託先選定委員会の庶務は、 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局において処理

する 。  

 

（ 謝金の支払）  

第 12 条 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会は、 委員に対し 、 謝金を 支払う こ と ができ る 。 こ

の場合、 謝金額については、 生活文化ス ポーツ局各種委員会等委員謝礼基準に準じ て

支払う 。  

 

（ その他）  

第 13 条 こ の要綱で定める も ののほか、 委託先選定委員会の運営に関する 事項その他必要

な事項は、 委員長が別に定める 。  

 

   附 則 

 こ の要綱は、  令和５ 年３ 月 日から 施行する 。  3



 

 

 

 

 

  

 

 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYOレ イ ン ボーラ イ ド 実施計画策定支援及び運営委託 

委託先選定委員会委員 名簿 

 

 組織名  所属等  氏名（ 敬称略）  備考 

東京都 生活文化ス ポーツ局理事 川瀬 航司 委員長 

筑波大学 公共心理研究室教授 谷口 綾子 

委員 

 
 元自転車競技選手 藤野 智一 

（ 株） ジャ ーマン・ イ ンタ

ーナショ ナル 
Ｃ Ｅ Ｏ  Rut h Mar i e Jarman 

 

 

別紙 



1 

   令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等 

実施計画策定支援及び運営委託 委託先選定委員会設置要綱 

 

令 和 ５ 年 ３ 月  日 制定  

４ Ｇ 実 委 第  号  

（ 目的）  

第１ 条 「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計

画策定支援及び運営委託」 について、 委託先を 公正かつ適正に選定する ため、「 令和５ 年

度 GRAND CYCLE TOKYO多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等実施計画策定支援及び運

営委託 委託先選定委員会」 ( 以下「 委託先選定委員会」 と いう 。） を 設置する 。  

 

（ 所掌事項）  

第２ 条 委託先選定委員会は、「 令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO多摩地域における 自転車ロ

ード レ ース 等実施計画策定支援及び運営委託」 に係る 委託先を 選定する ための審査を 行

う 。  

 

（ 組織）  

第３ 条 委託先選定委員会は、 委員長及び委員を も っ て組織し 、 それぞれ別途定める 者（ 別

紙） を こ れに充てる 。  

２  前項に掲げる 委員のほか、 委員長が必要と 認める 場合には、 臨時の委員を 置く こ と がで

き る 。  

３  委託先選定委員会は、 希望申請者に対し てヒ アリ ング等を 実施する こ と ができ る 。  

 

（ 委員長の職務及び代理）  

第４ 条 委員長は、 委託先選定委員会を 代表し 、 会務を総理する 。  

２  委員長に事故がある と き 、 又は委員長が欠けたと き は、 委員長があ ら かじ め指名する  

委員がその職務を 代理する 。  

 

（ 招集）  

第５ 条 委託先選定委員会は、 必要の都度、 委員長が招集する 。  

 

（ 委員の定足数）  

第６ 条 委託先選定委員会は、 委員の半数以上が出席し なければ会議を 開催する こ と ができ

ない。  

２  委託先選定委員会の議事は、 出席し た委員の過半数を も っ て決し 、 可否同数の時は、 委

員長の決する と こ ろによ る 。 ただし 、 会議に出席する こ と ができ ない委員は、 あら かじ め

通知さ れた議事について、 代理人に権限を 委任し 、 又は書面によ り 議決権を 行使する こ と

ができ る 。  

（ 案）  

3

14



2 

（ 審査基準）  

第７ 条 委託先選定委員会において選考を 行い、 審査する 基準は、 以下のと おり と する 。  

（ １ ） 仕様書の趣旨に沿っ た企画である こ と 。  

（ ２ ） 仕様書の趣旨に沿っ た企画である こ と に加え、 付加価値があ る こ と 。  

（ ３ ） 企画提案書の内容から 、 相当の効果が見込ま れる こ と 。  

２  各選考の具体的な審査基準は、 別途定める 。  

 

（ 関係者の出席等）  

第８ 条 委託先選定委員会は、 必要がある と 認める と き は、 委託先選定委員会に関係者の出

席を 求め、 その意見又は説明を 聞く こ と ができ る 。  

 

（ 会議の公開）  

第９ 条 委託先選定委員会は、 非公開と する 。  

２  委員会の会議録等は、 原則と し て非開示と する 。 ただし 、 次の各号に掲げる 事項につい

ては、 全部又は一部開示の取扱いができ る も のと する 。  

（ １ ） 募集要領等に記載し 、 一般に周知さ れている 事項 

（ ２ ） 委託先選定委員会で公開を 決定し た事項 

 

（ 守秘義務）  

第 10 条 委員は、 当該職務上知り 得た秘密を 漏ら し てはなら ない。 その職を 退いた後も 同

様と する 。  

 

（ 審査委員会の庶務）  

第 11 条 委託先選定委員会の庶務は、 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局において処理

する 。  

 

（ 謝金の支払）  

第 12 条 GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会は、 委員に対し 、 謝金を 支払う こ と ができ る 。 こ

の場合、 謝金額については、 生活文化ス ポーツ 局各種委員会等委員謝礼基準に準じ て支払

う 。  

 

（ その他）  

第 13 条 こ の要綱で定める も ののほか、 委託先選定委員会の運営に関する 事項その他必要

な事項は、 委員長が別に定める 。  

 

   附 則 

 こ の要綱は、 令和５ 年３ 月 日から 施行する 。  3



 

 

 

 

 

  

 

 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO 多摩地域における 自転車ロ ード レ ース 等 

実施計画策定支援及び運営委託 委託先選定委員会委員名簿 

 組織等  肩書等  氏名 備考 

東京都 
生活文化ス ポーツ 局事業推

進担当部長 
松本 祐一 委員長 

東京都 建設局道路管理部長 荒井 芳則 

委員 
NPO法人ジャ パン カッ プサ

イ ク ルロ ード レ ース 協会 
理事長 池羽 満 

公益財団法人日本ス ポーツ

協会 

ス ポーツ プロ モーショ ン部 

国際課長 
森田 健一 

 

別紙 



 

令和５ 年度GRAND  CYCLE TOKYOマルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベン ト 等 

実施計画策定支援及び運営委託 技術審査委員会設置要綱 

 

令和５ 年３ 月 日制定 

４ Ｇ 実 委 第  号 

      

 

（ 目的）  

第１ 条 令和５ 年度GRAN D  CYCLE TOKYOマルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベン ト 等実施計画策

定支援及び運営委託に当たり 、 総合評価方式によ る 競争入札での契約締結に関連し た事項を 審議

する ため、 GRAND  CYCLE TOKYOマルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベン ト 等実施計画策定支援

及び運営委託技術審査委員会（ 以下「 委員会」 と いう ｡） を 設置する ｡ 

 

（ 所掌事項）  

第２ 条 委員会は、 次に掲げる 事項を 所掌する も のと する ｡ 

(1)  委託契約の入札方法について、 総合評価競争入札で行う こ と の適否に関する こ と 。  

 ( 2)  落札者決定基準の調査及び審議に関する こ と 。  

 ( 3)  提出さ れた提案書に対する 技術的な審査及び評価に関する こ と 。  

 ( 4)  その他総合評価競争入札に関し 、 委員長 が必要と 認める 事項に関する こ と 。  

 

（ 組織）  

第３ 条 委員会は、 委員長 及び委員を も っ て組織し 、 それぞれ別表１ に記載する 者を も っ て構成

する ｡ 

２  その他、 委員長 が必要と 認める 者を委員と し て出席さ せる こ と ができ る 。  

 

（ 委員長 の職務及び代理）  

第４ 条 委員長 は、 委員会を 代表し 、 会務を 総理する 。  

２  委員長 に事故がある と き 、 又は委員長 が欠けたと き は、 委員長 があら かじ め指名する 委員が

その職務を 代理する 。  

 

（ 委員会の開催）  

第５ 条 委員会は、 必要の都度、 委員長 が招集する ｡ 

 

（ 特別委員）  

第６ 条 地方自治法施行（ 昭和二十二年政令第十六号） 令第167条の10の2第4項及び第5項（ 同令

第167条の13において準用する 場合を 含む｡） の規定によ り 学識経験を有する 者（ 以下「 学識経

験者」 と いう 。 ） の意見を 聴く ため、 委員会に特別委員を置く 。  

２  前項に掲げる 事項以外でも 、 委員会が必要である と 認める と き は、 委員会において、 学識経

（ 案）  
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験者から 直接意見を 聴く こ と ができ る も のと する 。  

３   特別委員は、 地方自治法施行規則(昭和二十二年内務省令第二十九号)第12条の4の規定によ り

適任の学識経験者（ 2名以上） を GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会事務局長 が選任し 委嘱す

る ｡ 

  

（ 定足数）  

第７ 条 委員会は、 委員の半数以上が出席し なければ、 会議を 開催する こ と ができ ない｡ 

２  委員会の議事は出席し た委員の過半数を も って決し 、 可否同数の時は、 委員長 の決する と こ

ろ によ る 。  

 

（ 代理出席）  

第８ 条 第３ 条で定める 委員が出席でき ない場合は、 別紙 設置要綱様式「 委任状」 によ り 、 代理

人を 立てる こ と ができ る 。  

 

（ 守秘義務）  

第９ 条 委員は、 当該職務上知り 得た秘密を 漏ら し てはなら ない。 その職を 退いた後も 同様と す

る 。  

 

（ 委員会の庶務）  

第10条 委員会の庶務は、 GRAND  CYCLE TOKYO 実行委員会において処理する ｡ 

 

（ 謝金の支払）  

第11条 委員会への出席及び第６ 条第１ 項の規定に基づく 意見聴取に当たっ ては、 謝金を支払う

こ と ができ る 。 こ の場合、 謝金額については、 生活文化ス ポーツ 局各種委員会等委員謝礼基準

に準じ て支払う 。  

 

（ 委員及び特別委員の任期）  

第12条 委員及び特別委員の任期は、 委嘱の日から 本委託の落札者が決定する 日ま でと する 。  

 

（ その他）  

第13条 こ の要綱で定める も ののほか、 委員会の運営に関する 事項その他必要な事項は委員会が

別に定める ｡ 

 



 

設置要綱様式 

 

 

委 任 状 

 

令和５ 年度GRAND  CYCLE TOKYOマルチス ポーツ 、多摩自転車イ ベント 等実施計画策定

支援及び運営委託技術審査委員会について 

 

（ 代理人）  

   職 名                                            

   氏 名                               

 

上記の者を 代理人と 定め、 審査を委任し ま す。  

 

 

令和  年  月  日                  

（ 委任者）                         

職 名                       

氏 名                       



 

 

 

 

 

  

 

 

令和５ 年度 GRAND CYCLE TOKYO マルチス ポーツ 、 多摩自転車イ ベント 等 

実施計画策定支援及び運営委託 技術審査委員会委員 名簿 

 

 組織・ 肩書等  氏名 備考 

東京都生活文化ス ポーツ局事業推進担当部長 西沢 拓 委員長 

東京都生活文化ス ポーツ局都民安全推進部長 小室 明子 

委員 

公益社団法人東京都障害者ス ポーツ 協会経営企画部長 山家 美由紀 

公益財団法人東京都体育協会次長 國吉 冨美子 

公益財団法人日本レ ク リ エーショ ン協会理事、 立教大学教授 松尾 哲矢 

東京都商工会連合会 多摩観光推進協議会事務局長 駒 治徳 

 

別紙 


